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北海道遺産の分布（全52件）

1.稚内港北防波堤ドーム
2.宗谷丘陵の周氷河地形

4.留萌のニシン街道
　（佐賀番屋、旧花田家番屋、岡田家と生活文化）

5.増毛の歴史的建物群
　（駅前の歴史的建物群と増毛小学校）

3.天塩川

6.旭橋

7.土の博物館
  「土の館」

11.石狩川

8.雨竜沼湿原

10.空知の炭鉱関連施設と
　 生活文化

13.北海道大学 札幌農学校第２農場
14.開拓使時代の洋風建築
　　（時計台、豊平館、清華亭など）

15.札幌苗穂地区の工場・記念館群
31.路面電車

16.小樽みなとと
　 防波堤

17.ニッカウヰスキー余市蒸溜所

18.積丹半島と神威岬

19.京極のふきだし湧水

21.北限のブナ林

20.スキーとニセコ連峰

22.昭和新山国際雪合戦大会
23.登別温泉地獄谷

32.静内二十間
 道路の桜並木

24.内浦湾沿岸の縄文文化遺跡群

25.姥神大神宮渡御祭と江差追分

27.福山（松前）城と寺町
28.五稜郭と箱館戦争の遺構

29.函館山と砲台跡
30.函館西部地区の街並み
31.路面電車

41.ピアソン記念館

43.オホーツク沿岸の古代遺跡群42.
森林鉄道蒸気機関車
「雨宮２１号」

44.流氷とガリンコ号

40.ワッカ／小清水原生花園

40.ワッカ／小清水原生花園

37.摩周湖

38.根釧台地の格子状防風林

39.野付半島と打瀬舟

36.霧多布湿原

35.旧国鉄士幌線コンクリートアーチ橋梁群

33.モール温泉

＜北海道各地＞

45.屯田兵村と兵屋

46.北海道の馬文化
　　（ばん馬、日高のサラブレッドなど）

47.アイヌ語地名

48.アイヌ文様

49.アイヌ口承文芸

50.サケの文化

51.北海道のラーメン

52.ジンギスカン

26.上ノ国の中世の館
たて

9.北海幹線用水路

12.江別のれんが

34.螺湾ブキ
ら わ ん

北海道遺産とは
次の世代に引き継ぎたい北海道の大切な宝物です。豊かな自然はもちろ
ん、北海道に生きてきた人々の歴史や文化、生活、産業など有形・無形
の財産の中から、道民参加によって選ばれました。
平成13年10月に第１回選定分25件が、平成16年10月に第2回選定分27件
が決まり、52件の北海道遺産が誕生しています。

北海道遺産構想とは
まちの宝物を探し、それを守り、磨き、活用する過程で、まちの元気や
魅力の種を育み、新しい魅力をもった北海道を創造していく運動です。
北海道遺産の多くには、北海道遺産に深く関わりながら活動する「担い手」
の市民が存在し、官主導ではない構想の象徴となっています。
すでに、北海道遺産が所在するまちでは様々な活動が展開されるととも
に、企業によるツアーや北海道遺産関連の商品開発も進み、この構想は
着実に歩み始めています。

北海道に生まれた物語、北海道が伝えるメッセージ
一つひとつの北海道遺産には、北の大地に生きた先人たちの物語がつまっています。そうした物語は、
ここに生きる私たち道民、北海道を愛するすべての人、そして将来、北海道を創造していく次の世代に
対して、忘れてはいけないメッセージを伝えています。私たち一人ひとりが、足元にある宝物に気づき、
誇りに思い、大切にし、活用することで新しい魅力をつくっていくことこそが北海道遺産構想が目指す
ものです。
今後、北海道遺産だけでなく、それぞれのまちから、物語性の豊かな魅力の種が生まれ、育まれていく
ことでしょう。種の大きさはそれぞれです。大きければよいとか、小さいからだめというものではあり
ません。一つひとつは小さくても、たくさんの元気や魅力が集まれば、新しい魅力を持った「大きな北
海道」をつくっていくことが可能なのではないでしょうか。
いつか、まちを離れていった子どもたちが自慢できる「ふるさとづくり」。まちを愛し、楽しむ「地域
人づくり」。地域の歴史や文化を発信していく「物語づくり」。活用することで経済につなげられる「資
産づくり」。次の世代へ遺し、引き継ぐ「まちづくり」。
今を生きる私たちから、未来の北海道人たちへ大切なメッセージを遺してみませんか。
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雄
大
な
日
高
山
脈
を
背
景
に
広
が
る
牧
場
の
風
景
は
、

馬
産
地
北
海
道
の
象
徴
的
景
色
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
多

く
の
牧
場
が
集
ま
っ
て
い
る
地
域
は
、
世
界
的
に
も
珍
し

い
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
牧
歌
的
な
地
域
は
、
北
海
道
の
代

表
的
イ
メ
ー
ジ
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
沿
道
に

は
す
で
に
現
役
を
退
い
た
中
央
競
馬
の
名
馬
た
ち
が
繋
養

さ
れ
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　

北
海
道
で
馬
は
、
明
治
以
前
か
ら
、
和
人
の
移
住
が
進

む
と
と
も
に
、
海
岸
沿
い
の
集
落
か
ら
集
落
へ
、
旅
人
や

荷
物
を
運
ん
だ
「
ど
さ
ん
こ
」
が
活
躍
し
て
い
た
。
開
拓

使
時
代
に
入
り
、
内
陸
へ
と
開
拓
が
進
み
農
耕
地
が
拡
大

す
る
と
、
農
耕
用
の
よ
り
強
力
な
馬
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
品
種
改
良
の
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
な

ど
か
ら
、
ペ
ル
シ
ュ
ロ
ン
種
や
ブ
ル
ト
ン
種
な
ど
の
重
種

馬
が
輸
入
さ
れ
た
。
馬
は
農
民
に
と
っ
て
労
働
力
と
し
て

苦
労
を
共
に
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
農
閑
期
に
は
、

互
い
の
馬
の
能
力
を
競
う
お
祭
り
ば
ん
馬
が
各
地
で
催
さ

れ
、
そ
れ
が
、
迫
力
あ
ふ
れ
る
「
ば
ん
え
い
競
馬
」
に
発

展
し
た
。

　
「
ば
ん
え
い
競
馬
」
は
、
旭
川
・
帯
広
・
北
見
・
岩
見

沢
の
各
市
で
開
か
れ
、
1
ト
ン
を
超
え
る
馬
体
が
荷
重
を

か
け
た
馬
橇
を
牽
く
力
強
い
競
い
合
い
を
見
せ
て
い
る
。

そ
の
勇
壮
な
姿
は
、
原
産
地
で
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
重
種

馬
、
そ
の
原
産
地
の
一
つ
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
視
察
団
に
、

大
き
な
感
銘
を
与
え
た
。

　

ま
た
、
馬
の
速
さ
を
求
め
て
、
競
走
馬
の
改
良
が
進
め

ら
れ
、
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
よ
り
す
ぐ
れ
た
血
統
が
生
産
さ

れ
て
い
る
。
北
海
道
で
は
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
国
内
生
産
約

８
２
０
０
頭
の
う
ち
、
90
％
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ

に
馬
産
地
王
国
で
あ
る
が
、
近
年
は
外
国
産
馬
の
輸
入
増

な
ど
で
苦
境
に
立
た
さ
れ
、
育
成
に
力
を
入
れ
国
際
競
争

力
を
も
っ
た
強
い
馬
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
生
じ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
競
馬
の
国
際
化
時
代
を
迎
え
、
日
本
中
央
競

馬
会（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）は
育
成
・
調
教
技
術
の
向
上
、
生
産
地
の

人
材
養
成
、生
産
育
成
の
研
究
と
普
及
の
た
め
、浦
河
町
に

日
高
育
成
牧
場
・
日
高
育
成
総
合
施
設
軽
種
馬
育
成
調
教

場
を
開
設
し
、
広
く
生
産
・
育
成
者
に
門
戸
を
開
き
、
世

界
に
通
用
す
る
強
い
馬
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
こ

で
育
成
さ
れ
た
馬
た
ち
は
、
中
央
競
馬
・
地
方
競
馬
に
そ

の
活
躍
の
場
を
求
め
て
巣
立
っ
て
い
く
。
北
海
道
に
お
け

る
競
馬
は
、
札
幌
競
馬
場
・
函
館
競
馬
場
で
の
中
央
競
馬
、

門
別
競
馬
場
・
札
幌
競
馬
場
・
旭
川
競
馬
場
で
の
地
方
競

馬
「
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
」
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

公
式
の
競
馬
か
ら
消
え
た
繋
駕
レ
ー
ス
が
、
そ
の
走
り

の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
愛
好
者
に
よ
っ
て
、
生
き
て
い

る
。
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
よ
り
一
回
り
小
さ
い
ト
ロ
ッ
タ
ー
種

が
二
輪
の
馬
車
を
牽
い
て
走
る
繋
駕
レ
ー
ス
は
、
日
本
で

は
明
治
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ど
れ
か
一

本
の
足
が
地
面
に
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
独
特
な
走
法
の
規
定
が
あ
り
、
そ
の
判
定
が
難
し
く
、

１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
を
最
後
に
姿
を
消
し
た
の
で
あ

6

「人馬一体」で進められた開拓

 
北
海
道
の
馬
文
化　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
ば
ん
馬
、
日
高
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
な
ど
）
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る
が
、
そ
の
６
年
後
、
道
東
地
方
を
中
心
に
、
草
競
馬
と

し
て
復
活
し
た
。
い
ま
は
、
熱
い
思
い
の
支
持
者
に
よ
っ

て
、
道
東
の
浜
中
町
や
別
海
町
、
浦
河
町
な
ど
で
競
技
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

馬
は
、
人
や
荷
物
を
運
ぶ
、
速
く
走
る
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
ふ
れ
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
の
心
や
体
に
癒

し
を
も
た
ら
す
。
各
地
で
、
自
然
の
中
を
馬
に
乗
っ
て
歩

く
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
の
は

そ
の
た
め
と
思
わ
れ
、
見
る
馬
か
ら
ふ
れ
合
う
馬
へ
と
広

が
り
つ
つ
あ
る
。
世
界
各
地
の
伝
統
あ
る
競
馬
場
の
周
辺

に
は
、
乗
馬
療
法
の
施
設
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で

馬
が
家
族
だ
っ
た
頃
を
伝
え
る
1
冊
の
絵
本

　
『
赤
べ
え
』
と
い
う
絵
本
が
あ
る
。
か
つ
て
、
農
耕
馬
が
、
家

族
の
一
員
と
し
て
荷
物
を
運
び
、
未
開
の
大
地
や
畑
を
耕
し
北
海

道
の
大
地
を
作
り
出
し
た
そ
の
歴
史
を
現
代
の
子
供
た
ち
に
伝
え

る
物
語
で
あ
る
。
十
勝
馬
事
振
興
会
が
2
0
0
4
（
平
成
16
）
年

に
発
行
し
、
北
海
道
の
小
学
校
に
配
っ
た
。

　

絵
を
描
い
た
の
は
、
ば
ん
え
い
競
馬
の
厩
務
員
を
し
て
い
る
谷

歩
さ
ん
。
毎
日
、
馬
と
ふ
れ
合
う
谷
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
描
け
る
馬

の
表
情
を
、
絵
本
の
中
に

見
な
が
ら
、
子
供
た
ち
は

北
海
道
と
馬
の
特
別
な
つ

な
が
り
を
学
び
、
育
っ
て

い
く
。

どさんこのトレッキング風景

も
、
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
の
有
用
性
が
認
識
さ
れ
て
、
心
身

の
障
害
者
療
育
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
障
害
者
の
方
々
が
馬
に
ふ
れ
た
り
、
乗
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
情
緒
の
安
定
や
、
身
体
的
機
能
の
向
上
な
ど
の

効
果
が
実
証
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
何
よ
り
も
行
動
範
囲

が
広
が
り
、
野
外
活
動
へ
の
参
加
が
可
能
な
こ
と
が
大
き

な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

馬
は
、人
類
の
友
と
し
て
長
い
間
と
も
に
歩
ん
で
き
た
。

そ
し
て
各
地
で
、数
々
の
馬
事
文
化
を
生
み
出
し
て
き
た
。

い
ま
ま
た
人
は
、
馬
に
よ
っ
て
、
楽
し
み
を
、
癒
し
を
、

そ
し
て
新
し
い
文
化
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

日
高
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
は
地
域
そ
の
も
の

　

遠
く
か
ら
ド
ド
ド
ッ
、
ド
ド
ド
ッ
と
地
面
の
鼓
動
が
な
り
始
め

る
。
や
が
て
緑
の
大
草
原
の
彼
方
か
ら
、
調
教
中
の
十
数
頭
の
馬

が
現
れ
、
地
鳴
り
と
と
も
に
通
り
過
ぎ
て
い
く
。
北
海
道
で
し
か

味
わ
え
な
い
雄
大
さ
と
感
動
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
Ａ
日
高
育
成
牧
場
の

敷
地
は
1
5
0
4
・
8
ha
。
世
界
で
勝
て
る
馬
づ
く
り
を
進
め
る

と
同
時
に
、
最
近
は
、
地
元
の
町
民
乗
馬
教
室
や
観
光
客
へ
の
見

学
コ
ー
ス
も
設
定
し
、
人
と
馬
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
日
高
地
方
の
9
町
で
は
、
2
0
0
4
（
平
成
16
）
年
「
ひ
だ

か
馬
立
国
宣
言
」
を
行
っ
た
。
こ
の
育
成
牧
場
を
中
心
に
、
地
域

が
観
光
、
産
業
、
教
育
、
生
活
と
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
馬
と
の
か
か

わ
り
を
大
切
に
し
、
日
高
地
方
を
さ
ら
に
元
気
に
し
て
い
こ
う
と

す
る
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

Ｊ
Ｒ
Ａ
日
高
育
成
牧
場
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屯
田
兵
と
は
、
明
治
期
に
北
海
道
内
に
配
備
さ
れ
た
農

業
開
拓
兼
務
の
軍
隊
制
度
で
、
1
8
7
5
（
明
治
8
）
年

に
札
幌
郡
琴
似
村
（
現
在
の
札
幌
市
西
区
琴
似
）
に
第
一

大
隊
第
一
中
隊
の
兵
村
が
置
か
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ

る
。

　

兵
村
は
一
中
隊
２
０
０
戸
を
単
位
に
編
制
し
、
兵
は
家

族
と
と
も
に
兵
村
の
住
居
「
兵
屋
」
に
居
住
し
、
軍
事
訓

練
と
開
墾
に
励
ん
だ
。
兵
屋
は
平
屋
建
て
５
６
・
7
㎡
、

マ
サ
葺
き
屋
根
、
８
畳
と
４
畳
半
の
和
室
に
、
炉
と
流
し

付
き
の
９
畳
ほ
ど
の
板
の
間
、
同
じ
大
き
さ
の
土
間
が

あ
っ
た
。
家
族
は
こ
の
和
室
で
寝
起
き
し
、
炉
の
あ
る
部

屋
が
食
事
や
団
欒
の
場
に
な
っ
た
。
便
所
は
外
に
あ
り
、

井
戸
や
浴
室
も
外
に
作
ら
れ
、
共
同
で
使
っ
た
。

　

質
素
な
建
物
な
の
で
、
冬
期
間
の
寒
さ
は
厳
し
く
、
時

に
は
生
木
を
炉
に
く
べ
た
の
で
、煙
が
部
屋
中
に
充
満
し
、

目
を
傷
め
る
人
が
続
出
し
た
。
ま
た
野
ネ
ズ
ミ
が
出
没
す

る
の
で
、
士
別
屯
田
な
ど
で
は
や
む
な
く
ネ
コ
を
配
る
と

い
う
苦
肉
の
策
も
と
ら
れ
た
と
い
う
。

　

屯
田
兵
は
当
初
、
北
辺
の
防
備
と
士
族
の
救
済
が
目
的

だ
っ
た
が
、１
８
７
７
（
明
治
10
）
年
の
西
南
戦
争
で
は
、

琴
似
・
山
鼻
の
両
屯
田
兵
に
も
出
兵
命
令
が
下
り
、
各
地

を
転
戦
し
た
。
こ
の
戦
い
で
27
人
の
戦
死
者
を
出
し
た
。

　

１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
か
ら
応
募
資
格
が
士
族
だ
け

で
な
く
平
民
ま
で
広
げ
ら
れ
た
が
、
１
８
９
４
（
明
治

27
）
年
に
日
清
戦
争
が
起
き
る
と
、
屯
田
兵
を
中
心
に
臨

時
第
７
師
団
が
編
制
さ
れ
、
出
動
体
制
が
組
ま
れ
た
。
２

8

 
屯
田
兵
村
と
兵
屋 

北
見
に
残
る
屯
田
兵
人
形

　

北
見
市
川
東
の
信
善
光
寺
本
堂
に
珍
し
い
屯
田
兵

人
形
75
体
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
人
形
は
開
基
の

吉
田
信
静
尼
が
、
ノ
ツ
ケ
ウ
シ
（
現
在
の
北
見
市
）

地
区
に
入
植
し
て
苦
労
を
重
ね
た
屯
田
兵
の
功
績
を

後
世
ま
で
伝
え
よ
う
と
発
願
し
、
屯
田
戸
主
の
協
賛

を
得
て
、
名
古
屋
市
の
玉
正
商
会
に
発
注
、
人
形
師

の
荒
川
宗
太
郎
が
、
弟
子
の
木
場
賢
治
と
二
人
で
製

作
し
た
。

　

信
静
尼
は
屯
田
兵
屋
を
回
っ
て
熱
心
に
説
い
た

が
、
最
初
の
こ
ろ
は
、「
生
き
て
い
る
う
ち
に
寺
に

収
め
る
人
形
を
作
る
な
ん
て
」
と
嫌
が
る
人
も
い
て

思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
。
そ
れ
で
も
信
静
尼
は
何
体

か
ず
つ
ま
と
ま
る
と
発
注
し
、
出
来
上
が
っ
た
人
形

か
ら
順
に
本
尊
脇
の
ひ
な
段
に
並
べ
て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
1
9
4
4
（
昭
和
19
）
年
2
月
2
日
、

信
静
尼
は
町
に
行
こ
う
と
道
を
歩
い
て
い
て
馬
そ
り

に
轢
か
れ
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。突
然
の
死
だ
っ
た
。

享
年
64
。
こ
れ
を
モ
デ
ル
に
し
た
の
が
新
田
次
郎
の

小
説
『
野
付
牛
の
老
尼
』
で
あ
る
。

　

屯
田
兵
人
形
の
材
料
は
キ
リ
と
サ
ワ
ラ
材
で
、
高

さ
6
7
･
5
㎝
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
中
央
に
三
輪

光
儀
大
隊
長
を
据
え
、
全
部
で
75
体
の
兵
士
の
人
形

が
並
ん
で
い
る
。
大
隊
長
だ
け
作
り
が
違
う
が
、
あ

と
は
63
体
が
黒
色
軍
装
、
11
体
が
カ
ー
キ
色
の
軍
装

だ
。顔
の
表
情
は
写
真
な
ど
を
使
っ
て
作
っ
た
の
で
、

札幌市の琴似に残る屯田兵屋

37の兵村に響いた
ラッパの音



年
後
に
は
第
７
師
団
が
創
設
さ
れ
た
の
で
、
屯
田
兵
制
度

の
意
味
合
い
が
薄
れ
、１
８
９
９
（
明
治
32
）
年
の
士
別
、

剣
淵
の
両
兵
村
を
最
後
に
募
集
を
中
止
し
た
。
こ
の
25
年

間
で
37
の
兵
村
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

支
庁
別
に
見
る
と
空
知
が
最
も
多
く
12
村
を
数
え
、
上

川
が
９
、
石
狩
が
６
と
続
き
、
以
下
、
網
走
、
根
室
、
釧

路
、
胆
振
が
１
、２
村
。
大
多
数
の
兵
村
が
北
海
道
中
央

部
に
集
中
し
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
。

　

札
幌
市
西
区
琴
似
、
美
唄
市
、
士
別
市
、
厚
岸
町
太
田
、

根
室
市
和
田
な
ど
に
兵
屋
や
被
服
庫
、
札
幌
市
北
区
新
琴

似
、江
別
市
野
幌
に
中
隊
本
部
の
建
物
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
上
湧
別
町
は
当
時
の
屯
田
区
画
で
あ
る
北
地

区
と
南
地
区
が
い
ま
も
そ
っ
く
り
残
っ
て
お
り
、
往
時
を

偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
秋
に
行
わ
れ
る
屯
田
祭
り
に
は
屯

そ
れ
ぞ
れ
違
う
。

　

北
見
屯
田
会
長
の
竹
口
武
雄
さ
ん
は
、
祖
父
の
人

形
を
見
つ
め
な
が
ら
、「
よ
く
ぞ
立
派
な
人
形
を
残

し
て
く
れ
た
も
の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
も
し
人
形

が
な
か
っ
た
ら
、
お
寺
に
来
て
も
寂
し
い
思
い
を
し

た
は
ず
。
わ
が
家
の
家
宝
み
た
い
な
も
の
で
す
」
と

し
み
じ
み
語
る
。

上湧別町のJRYに移築保存されて
いる屯田兵屋

Data
●お問い合わせ先
　札幌市観光文化局文化課

Tel. 011-211-2312
　上湧別町ふるさと館ＪＲＹ

Tel. 01586-2-3000
　　※湧別屯田兵の入植風景をジオラマや立
　　　体映像により紹介。明治30年に造られ
　　　た屯田兵屋が移築展示されている。
　　休館日：月曜日、祝日の翌日、年末年始
　　入館料：大人400円、高校生250円、小
　　　　　　中学生200円
　北網圏北見文化センター

Tel. 0157-23-6700

田
兵
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
屯
田
三
世
ら
に
よ
る
パ
レ
ー
ド

が
会
場
を
練
り
歩
き
、
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
町

立
博
物
館
ふ
る
さ
と
館
Ｊ
Ｒ
Ｙ
に
は
、
実
物
の
屯
田
兵
屋

を
は
じ
め
、
生
活
資
料
が
豊
富
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

北
海
道
の
開
拓
は
本
州
以
西
か
ら
の
入
植（
特
に
東
北
・

北
陸
か
ら
の
入
植
者
が
多
い
）
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
生

活
形
態
や
開
墾
の
状
況
を
把
握
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か

し
、
屯
田
兵
は
各
地
に
史
料
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
開
拓
の
状
況
、
生
活
、
住
居
な
ど
の
形

態
は
、
本
道
開
拓
の
一
つ
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
屯
田
兵
に
よ
る
開
拓
は
、
士
族
移

住
村
、
団
体
移
住
民
村
と
並
ん
で
特
筆
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。

第一大隊

第二大隊

第三大隊

第四大隊

特科

現市町村名 兵村名

札幌市

室蘭市
秩父別町

深川市

江別市

滝川市

旭川市

当麻町
剣淵町
士別町
根室市
厚岸町

北見市

端野町
上湧別町

美唄市

所属大隊 移住年 兵年数

屯田兵村の分布

琴似
琴似（発寒）
山鼻
新琴似
篠路
輪西
秩父（東・西）
一己（北・南）
納内
江別
江別（篠津）
野幌
滝川（北・南）
江部乙（北・南）
永山（東・西）
旭川（上・下）
当麻（東・西）
剣淵（北・南）
士別
和田（東・西）
太田（北・南）
上野付牛（相内）
中野付牛
下野付牛
湧別（北・南）
美唄
高志内
茶志内

明治 8
明治 9
明治 9
明治20
明治22
明治20
明治28
明治28
明治28
明治11
明治14
明治18
明治22
明治27
明治24
明治25
明治26
明治32
明治32
明治19
明治23
明治30
明治30
明治30
明治30
明治24
明治24
明治24

208
32
240
220
220
220
400
400
200
160
60
225
440
400
400
400
400
337
99
440
440
199
198
200
399
160
120
120

出典：HP「歴史東旭川屯田兵屋」
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ア
イ
ヌ
民
族
が
育
ん
で
き
た
文
化
の
一
つ
「
口
承
文

芸
」。
人
か
ら
人
へ
、
長
い
間
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
語

り
伝
え
ら
れ
て
き
た
。文
字
で
書
か
れ
た
文
芸
と
違
っ
て
、

語
り
方
や
表
現
な
ど
に
そ
の
人
、
そ
の
時
な
ら
で
は
の
味

わ
い
が
あ
る
。

　

ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
の
物
語
に
は「
英
雄
叙
事
詩
」「
神
謡
」

「
散
文
説
話
」な
ど
が
あ
る
。比
較
的
よ
く
耳
に
す
る「
ユ
ー

カ
ラ
」
と
い
う
言
葉
は
、
英
雄
叙
事
詩
を
指
す
呼
び
名
の

一
つ
「
ユ
カ
ﾗ
」
か
ら
来
て
い
る
。
英
雄
叙
事
詩
は
地
域

に
よ
っ
て
「
サ
コ
ﾛ
ベ
」「
ハ
ウ
キ
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
は
、
地
域
に
よ
っ
て

種
類
や
区
分
、
呼
び
方
が
違
う
。

　
「
英
雄
叙
事
詩
」
に
は
、
空
を
飛
ん
だ
り
、
海
に
潜
っ

た
り
、
土
の
中
を
突
き
進
ん
だ
り
出
来
る
超
人
的
な
力
を

持
つ
少
年
の
愛
と
冒
険
の
物
語
な
ど
、
わ
く
わ
く
す
る
壮

大
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
多
い
。
戦
い
の
場
面
で
は
激
し
い
描

写
が
繰
り
返
さ
れ
手
に
汗
を
握
る
。
物
語
は
長
大
で
、
数

十
分
か
ら
数
時
間
、
短
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
繰
り
返
し
な
が

ら
物
語
の
言
葉
を
の
せ
る
よ
う
に
し
て
語
ら
れ
る
。
語
り

手
や
聞
き
手
は
、
木
の
棒
な
ど
を
持
っ
て
、
座
っ
て
い
る

近
く
を
た
た
き
な
が
ら
拍
子
を
取
り
、
物
語
の
展
開
に
応

じ
て
は
短
い
か
け
声
を
か
け
た
り
も
す
る
。

　

ア
イ
ヌ
の
信
仰
で
は
、あ
ら
ゆ
る
も
の
に
「
魂
」
が
宿
っ

て
お
り「
カ
ム
イ
」と
敬
う
。「
神
謡
」に
は
、動
物
や
植
物
、

火
、
水
、
雷
、
病
気
な
ど
の
様
々
な
「
カ
ム
イ
」
が
登
場

し
、
カ
ム
イ
の
世
界
や
人
間
の
世
界
で
体
験
し
た
こ
と
を

10

人
か
ら
人
へ
、

途
切
れ
る
こ
と

な
く
語
り
伝
え

 
ア
イ
ヌ
口
承
文
芸 

平
取
町
と
白
老
町
の
取
り
組
み

　

平
取
町
に
住
む
川
上
将
史
さ
ん
は
22
歳
の
青
年
。

財
団
法
人
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
が
開

催
す
る
ア
イ
ヌ
語
弁
論
大
会
の
第
7
回
（
2
0
0
3

年
）
優
勝
者
だ
。
こ
の
大
会
は
毎
年
全
国
か
ら
約
20

人
が
参
加
。
英
雄
叙
事
詩
や
神
謡
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
節
で
披
露
す
る
。
す
べ
て
暗
唱
し

て
数
分
を
演
じ
上
げ
る
小
学
生
も
い
る
。

　

平
取
町
で
は
、
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
の
支
部
が
開

設
し
て
い
る
ア
イ
ヌ
語
教
室
や
、
町
立
二
風
谷
ア
イ

ヌ
文
化
博
物
館
が
実
施
し
て
い
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
で
継
承
者
の
養
成
が
図
ら
れ
て
い
る
。
川
上
さ

ん
も
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
初
め
て
ア
イ
ヌ
口
承
文

芸
に
本
格
的
に
触
れ
、
伝
承
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た

一
人
だ
。

　

ユ
カ
ﾗ
は
、「
ま
ね
る
」
と
い
う
意
味
を
も
つ
。

川
上
さ
ん
は
、
文
字
に
は
依
存
し
な
い
で
記
憶
し
、

口
伝
え
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
芸
は
、
よ
く
聴
い

て
、
覚
え
て
、
繰
り
返
し
そ
ら
ん
じ
る
こ
と
を
基
本

に
し
て
習
得
し
た
。
大
変
な
よ
う
で
も
、
そ
の
よ
う

に
努
力
す
る
こ
と
で
、
し
っ
か
り
身
に
つ
け
、
味
わ

い
豊
か
に
表
現
で
き
る
と
、
自
身
の
体
験
を
ふ
り
か

え
り
話
す
。
同
じ
よ
う
に
努
力
し
て
、
ア
イ
ヌ
語
で

物
語
る
仲
間
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
て
い
る
。
語
り

の
文
芸
を
聴
い
て
楽
し
も
う
と
す
る
人
、
つ
ま
り

フ
ァ
ン
を
増
や
し
鑑
賞
力
を
高
め
る
こ
と
も
「
伝
え

「サコﾛベを謡う」『アイヌ風俗絵巻』（市立函館図書館蔵）



語
り
な
が
ら
、
動
植
物
や
自
然
界
の
出
来
事
に
対
す
る
人

間
の
心
構
え
な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
。
多
く
の
場
合
、
語

り
手
で
あ
る
カ
ム
イ
が
だ
れ
で
あ
る
か
は
、
物
語
の
最
後

に
「･･･

と
○
○
が
語
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
形
で
初
め

て
明
示
さ
れ
る
。
物
語
ご
と
に
お
お
よ
そ
決
ま
っ
た
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
「
ア
テ
ヤ
テ
ヤ
テ
ン
ナ　

テ
ン
ナ
」「
フ
ム
フ

ム　

カ
ト
」
な
ど
の
言
葉
が
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
挿
入

さ
れ
、
独
特
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

　
「
散
文
説
話
」
は
、
主
人

公
も
話
の
内
容
も
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
る
。
よ

い
心
が
け
を
持
つ
主
人
公

は
、
様
々
な
苦
労
や
危
機
を

経
て
も
最
後
に
は
幸
せ
な
結

末
を
迎
え
る
と
い
う
よ
う
な

社
会
で
い
き
て
い
く
上
で
の

心
が
け
を
伝
え
る
も
の
や
、

そ
の
土
地
で
の
出
来
事
や
先

Data
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▲

▲

金
田
一
京
助
歌
碑

郵便局

門別町、苫小牧市

日高町

沙
流
川

萱
野
茂

二
風
谷
ア
イ
ヌ

資
料
館

二
風
谷
生
活
館

二風谷
工芸センター

二
風
谷
ア
イ
ヌ

文
化
博
物
館

沙
流
川
歴
史
館

マ
ン
ロ
ー
記
念
館

る
」
環
境
づ
く
り
と
し
て
重
要
だ
。
そ
の
た
め
の
機

会
を
多
様
に
設
け
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
、
担
い
手

団
体
と
し
て
の
平
取
町
の
考
え
方
だ
。

　

白
老
町
で
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
教
育
・
文
化
施
設
、

財
団
法
人
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
や
、
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
イ
オ
マ
ン
テ
リ
ム

セ
等
、
数
々
の
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踏
を
伝
え
る
白
老
民

族
芸
能
保
存
会
、
そ
し
て
北
海
道
ウ
タ
リ
協
会
白
老

支
部
と
と
も
に
ア
イ
ヌ
文
化
の
保
存
・
伝
承
・
普
及
・

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

特
に
ア
イ
ヌ
民
族
自
ら
が
運
営
す
る
ア
イ
ヌ
民
族

博
物
館
は
、
ア
イ
ヌ
語
や
古
式
舞
踏
、
ア
イ
ヌ
民
族

独
特
の
楽
器
ム
ッ
ク
リ
、
さ
ら
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
儀

式
や
食
文
化
を
学
ぶ
体
験
学
習
が
復
元
さ
れ
た
チ
セ

内
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
ア
イ
ヌ
文
化
に
直
に
ふ
れ

ら
れ
、か
つ
体
験
で
き
る
伝
承
の
里
と
な
っ
て
い
る
。

中
で
も
ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
を
学
ぶ
事
業
に
つ
い
て

は
、
白
老
地
方
に
伝
わ
る
ア
イ
ヌ
語
や
ウ
エ
ペ
ケ
ﾚ

な
ど
の
概
要
等
、
専
門
的
な
説
明
を
学
芸
員
や
研
究

者
か
ら
受
け
な
が
ら
、
伝
承
者
の
語
る
カ
ム
イ
ユ
カ

ﾗ
を
聞
き
、
物
語
が
伝
え
た
い
事
柄
や
単
語
の
意
味

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
定
期
的
な
催
し
で
あ
る

な
ど
、
伝
承
者
の
育
成
に
も
力
が
注
が
れ
て
い
る
。

　

近
年
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
で
学
ん
で
き
た
方
々

が
指
導
者
と
な
っ
て
、独
自
に
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
、

次
世
代
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

祖
が
体
験
し
た
こ
と
な
ど
大
切
に
伝
え
て
い
く
べ
き
物
語

な
ど
も
あ
る
。
日
常
会
話
に
近
い
よ
う
な
語
り
口
調
や
、

そ
れ
よ
り
も
や
や
単
調
に
聞
こ
え
る
口
調
、
逆
に
や
や
大

き
く
抑
揚
を
つ
け
た
り
す
る
口
調
で
語
ら
れ
る
。

　
「
ア
イ
ヌ
神
謡
集
」
の
著
者
・
知
里
幸
恵
（
１
９
０
３

年
〜
１
９
２
２
年
）。
病
に
冒
さ
れ
19
歳
で
そ
の
生
涯
を

閉
じ
る
ま
で
記
述
を
続
け
た
。
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
、

知
里
幸
恵
生
誕
１
０
０
周
年
を
機
に
「
ア
イ
ヌ
神
謡
集
」

が
注
目
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

ア
イ
ヌ
口
承
文
芸
が
よ
り
一
層
、
身
近
に
な
っ
た
。「
銀

の
し
ず
く
降
る
降
る
ま
わ
り
に
…
…
」
の
美
し
い
一
節
が

印
象
的
だ
。

　

ア
イ
ヌ
文
化
を
保
存
し
伝
え
る
団
体
や
各
地
域
で
は
、

口
承
文
芸
を
は
じ
め
ア
イ
ヌ
文
化
を
広
く
紹
介
し
理
解
を

深
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
口
承
文
芸
を
学
ぶ
た
め
の
文
献
や
Ｃ
Ｄ
も
整
い
始
め

（
上
の
表
参
照
）、
ま
た
、
図
書
館
や
博
物
館
で
聴
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

●お問い合わせ先
平取町立二風谷アイヌ文化博物館 　　

　Tel.01457-2-2892
白老町教育委員会社会教育課 　

　Tel.0144-85-2020

町立病院

アイヌ民族博物館
ポロト湖

若草町

東町しら
おい

白老中

日の出町

白老
東高校
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食
の
北
海
道
遺
産
が
「
ラ
ー
メ
ン
」
に
引
き
続
き
誕
生

し
た
。
北
海
道
で
は
、
花
見
や
海
水
浴
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど

人
が
集
ま
る
と
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食
べ
、
大
学
生
の
間
に

は
「
ジ
ン
パ
」
と
呼
ば
れ
る
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
パ
ー
テ
ィ
が

あ
る
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
専
門
店
が
あ

り
、
北
海
道
を
訪
れ
る
観
光
客
は
ビ
ー
ル
と
と
も
に
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
を
楽
し
む
。
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
は
名
実
と
も
に
北

海
道
な
ら
で
は
の
食
文
化
で
あ
る
。

　

し
か
し
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
は
謎
が
多
い
。
ル
ー
ツ
、
名

前
の
由
来
、
鍋
の
形
、
食
べ
方
な
ど
に
諸
説
が
あ
り
、
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
の
話
は
尽
き
な
い
。
北
海
道
に
な
ぜ
定
着
し

た
の
か
も
不
思
議
だ
。

　

北
海
道
で
初
め
て
羊
肉
が
食
べ
ら
れ
た
の
は
大
正
時
代

と
言
わ
れ
る
。
明
治
時
代
に
、
羊
毛
は
軍
服
の
大
切
な

素
材
と
な
っ
て
い
た
が
、
第
一
次
大
戦
時
に
輸
入
が
絶
え

た
こ
と
か
ら
、
政
府
は
、
国
内
で
の
綿
羊
飼
育
の
た
め
、

１
９
１
８
（
大
正
7
）
年
「
綿
羊
百
万
頭
計
画
」
を
打
ち

出
し
、
滝
川
、
札
幌
月
寒
な
ど
全
国
５
ヵ
所
に
種
羊
場
を

開
設
し
た
。
そ
の
際
、
羊
毛
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
羊

肉
を
は
じ
め
羊
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方
策
の
研
究
が
全
国

で
始
め
ら
れ
、
北
海
道
で
も
２
つ
の
種
羊
場
を
中
心
に
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
た
。
満
州
に
渡
っ
た
日
本
人
が
モ
ン

ゴ
ル
の
羊
の
焼
き
肉
「

羊
肉
（
カ
オ
ヤ
ン
ロ
ウ
）」
を

ヒ
ン
ト
に
考
え
た
と
言
わ
れ
る
が
、
味
付
け
な
ど
羊
肉
を

美
味
し
く
食
べ
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
新
し
い
料
理
と
し

て
北
海
道
で
生
ま
れ
た
と
い
え
る
。

　

最
初
の
レ
シ
ピ
は
、
月
寒
種
羊
場
の
山
田
喜
平
さ
ん
が

１
９
３
１
（
昭
和
6
）
年
に
書
い
た
『
緬
羊
と
其
飼
ひ
方
』

（
北
海
道
大
学
図
書
館
収
蔵
）
の
中
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

い
く
つ
か
の
羊
肉
料
理
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
中
に
「
成
吉

思
汗
（
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
）」
も
あ
り
、「
羊
肉
を
３
ミ
リ
く

ら
い
の
厚
さ
に
切
り
、
醤
油
・
酒
・
砂
糖
・
ト
ウ
ガ
ラ
シ
・

シ
ョ
ウ
ガ
・
ネ
ギ
・
ご
ま
油
を
合
わ
せ
た
中
に
30
分
ほ
ど

つ
け
、
七
輪
に
の
せ
た
金
網
で
焼
き
な
が
ら
食
べ
る
」
と

あ
る
。

　

１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
に
は
、
札
幌
狸
小
路
の
「
横

綱
」
と
い
う
店
に
初
め
て
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
が
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
登
場
し
た
。
羊
肉
独
特
の
臭
み
と
戦
い
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
、
途
中
、
閉
店
時
期
も
あ
っ
た
が
、
１
９
６
９

（
昭
和
44
）
年
ま
で
続
い
た
と
い
う
。

　

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
に
は
、
札
幌
に
「
ツ
キ
サ
ッ

プ
成
吉
思
汗
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
し
た
。
会
員
制
で
当
時
は

北
海
道
知
事
や
旧
北
海
道
拓
殖
銀
行
頭
取
な
ど
北
海
道
の

各
界
か
ら
会
員
が
集
ま
り
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
盛
り
立
て

た
。
こ
の
頃
か
ら
次
第
に
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
が
定
着
し
始
め

た
。

　

１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年
、ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
老
舗
「
松

尾
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
が
滝
川
市
で
創
業
し
た
。
滝
川
種
羊

場
が
推
奨
し
て
い
た
肉
を
タ
レ
に
漬
け
込
む
ス
タ
イ
ル
を

生
か
し
、
滝
川
産
の
リ
ン
ゴ
と
タ
マ
ネ
ギ
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
い
な
が
ら
お
い
し
さ
を
引
き
出
す
独
自
の
タ
レ
を
開
発

し
た
。
ま
さ
に
滝
川
な
ら
で
は
の
味
だ
。

12

北
の
花
見
は

煙
を
透
か
し
て

仰
ぎ
み
る

 
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン 



　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
「
鍋
」
は
独
特
で
、
中
央
が
盛
り
上

が
り
鉄
か
ぶ
と
の
形
を
し
て
い
る
。
中
央
で
肉
を
焼
き
、

周
囲
で
モ
ヤ
シ
や
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
野
菜
を
焼
く
と
肉
汁

や
タ
レ
が
野
菜
に
し
み
こ
む
。
松
尾
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
で

は
、
鍋
を
岩
手
県
の
南
部
鉄
の
業
者
に
発
注
し
て
い
る
と

い
う
。

　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
タ
レ
に
つ
け
込
ん

だ
肉
を
焼
く
方
法
と
、
焼
い
た
後
に
タ
レ
を
つ
け
る
方
法

の
２
系
統
あ
る
が
、
後
者
を
焼
く
た
め
に
、
鉄
か
ぶ
と
型

で
も
穴
が
開
い
て
い
る
鍋
も
あ
る
。

　
「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
と
い
う
勇
ま
し
い
名
前
も
ユ
ニ
ー

ク
だ
。
命
名
に
諸
説
あ
る
中
で
、
満
州
鉄
道
の
調
査
部
長

で
後
に
満
州
国
国
務
長
官
に
な
っ
た
駒
井
徳
三
氏
が
名
付

け
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
娘
の
満
洲
野
さ
ん
が
１
９
６
３

（
昭
和
38
）年
に
書
い
た
エ
ッ
セ
ー『
父
と
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
』

の
中
に
「
…
羊
肉
は
大
正
の
頃
か
ら
日
本
人
も
食
べ
始
め

た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
を
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
と
名
付
け
た

の
が
私
の
父
自
身
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
父
は
名
前
を
つ
け

る
こ
と
が
好
き
で
（
中
略
）
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
も
蒙
古
の

武
将
の
名
を
な
ん
と
な
く
つ
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と

書
い
て
い
る
。

　

滝
川
や
長
沼
、
厚
真
な
ど
地
域
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
が
特

産
品
と
な
り
地
域
づ
く
り
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
で
庶
民
的
、
鍋
を
つ
つ
き
な
が
ら
会
話
が
弾
む

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
。
食
文
化
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
現
代

の
家
族
や
社
会
に
忘
れ
が
ち
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文

化
も
伝
え
て
い
く
大
切
な
遺
産
で
あ
る
。

Data
●お問い合わせ先
　滝川市経済部商工労働課観光室

Tel. 0125-23-1234
　ジンギスカン食普及拡大促進協議会（事務局）

Tel. 011-221-2639

北
海
道
発
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を

　
「
北
海
道
の
食
と
し
て
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
よ

り
一
層
盛
り
立
て
よ
う
！
」
と
声
を
か
け
る
の
は

2
0
0
3
（
平
成
15
）
年
に
発
足
し
た
「
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
食
普
及
拡
大
促
進
協
議
会
」
会
長
の
飯
田

隆
雄
さ
ん
（
札
幌
大
学
経
済
学
部
教
授
）。
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
同
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。
2
0
0
4

（
平
成
16
）
年
に
は
4
月
29
日
を
「
羊
肉
（
ヨ
ー

ニ
ク
）
の
日
」
と
し
て
記
念
日
協
会
に
申
請
し
認

め
ら
れ
た
。
北
海
道
で
花
見
が
始
ま
る
こ
の
頃
、

人
々
は
心
を
弾
ま
せ
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
準
備
を
始

め
る
か
ら
だ
。
同
協
議
会
で
は
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

同
好
会
や
業
界
に
声
を
か
け
な
が
ら
北
海
道
発
の

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
今
で
は
羊
肉
の
ほ
と
ん
ど
は
輸
入
に
な
っ
て

い
る
が
、
一
緒
に
食
べ
る
野
菜
や
お
米
、
ビ
ー
ル

は
北
海
道
な
ら
で
は
の
も
の
。
経
済
効
果
も
大
き

い
。
北
海
道
産
の
羊
肉
を
使
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
の

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
も
楽
し
め
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と

飯
田
会
長
は
語
る
。

ジンギスカンの最初のレシピは
『緬羊と其飼ひ方』（昭和6年）に登場した。
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生
ま
れ
た
川
を
一
生
忘
れ
ず
、
長
い
旅
に
出
て
も
再
び

そ
こ
に
帰
っ
て
く
る
。
サ
ケ
は
不
思
議
な
魚
だ
。

　

北
海
道
に
は
「
サ
ケ
」
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

が
形
成
さ
れ
、
生
活
の
中
に
深
く
入
り
込
ん
で
い
る
。
そ

の
歴
史
は
古
く
、
擦
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
サ
ケ
を
捕
獲
し

た
と
推
定
さ
れ
る
装
置
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
サ
ケ
か
ら

多
く
を
学
び
多
く
の
恩
恵
を
得
て
き
た
。

　
「
サ
ケ
」
と
い
っ
て
も
そ
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
サ

ケ
科
サ
ケ
属
の
代
表
的
な
も
の
で
も
、
シ
ロ
ザ
ケ
、
ギ
ン

ザ
ケ
、
ベ
ニ
ザ
ケ
、
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
、
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
、

ニ
ジ
マ
ス
な
ど
多
く
の
仲
間
が
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、

国
内
で
漁
獲
さ
れ
る
の
は
「
シ
ロ
ザ
ケ
」
が
圧
倒
的
に
多

い
が
、
そ
の
シ
ロ
ザ
ケ
に
も
、
成
熟
度
や
時
期
に
よ
っ
て

「
秋
サ
ケ
（
ア
キ
ア
ジ
）」「
メ
ジ
カ
」「
ト
キ
シ
ラ
ズ
」「
ケ

イ
ジ
」
な
ど
呼
び
名
が
幾
通
り
も
あ
る
。
例
え
ば
「
ケ
イ

ジ
（
鮭
児
）」
は
、１
万
本
に
１
本
と
い
わ
れ
る
幻
の
サ
ケ
。

翌
年
以
降
に
産
卵
を
迎
え
る
未
成
熟
の
も
の
で
、
卵
巣
や

精
巣
に
栄
養
を
送
る
必
要
が
な
く
越
冬
前
に
栄
養
を
蓄
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、丸
々
と
太
っ
て
い
る
。
脂
の
の
り
と
、

そ
の
希
少
性
か
ら
、
一
本
数
万
円
か
ら
十
万
円
以
上
の
値

が
つ
く
も
の
も
あ
る
と
い
う
。

　

知
床
半
島
の
付
け
根
に
あ
る
標
津
町
は
、
我
が
国
で
最

大
の
水
揚
げ
量
を
誇
る
サ
ケ
の
町
で
、
こ
の
10
年
で
6

回
、
日
本
一
と
な
っ
た
。
日
本
全
体
で
の
サ
ケ
の
漁
獲
高

は
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
で
23
万
９
０
０
０
ト
ン
。
そ

の
う
ち
北
海
道
で
水
揚
げ
さ
れ
る
の
が
19
万
４
０
０
０
ト

ン
で
全
体
の
約
81
％
を
占
め
、
さ
ら
に
標
津
で
は
お
よ
そ

１
割
を
占
め
る
。

　

4
〜
6
月
に
か
け
て
海
へ
出
た
稚
魚
は
、
夏
を
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
で
過
ご
し
、
翌
年
の
夏
に
は
ベ
ー
リ
ン
グ
海
へ
と

移
動
す
る
。
そ
の
後
、冬
に
は
ア
ラ
ス
カ
湾
、夏
に
は
ベ
ー

リ
ン
グ
海
を
回
遊
し
、
3
〜
4
年
ほ
ど
海
で
過
ご
し
大
き

く
成
長
し
た
サ
ケ
は
、
産
卵
す
る
年
の
7
月
頃
か
ら
千
島

列
島
に
そ
っ
て
南
下
し
て
日
本
沿
岸
に
到
着
し
、
生
ま
れ

た
川
の
に
お
い
を
か
ぎ
わ
け
な
が
ら
戻
っ
て
く
る
。

　

北
海
道
沿
岸
で
行
わ
れ
る
「
秋
サ
ケ
」
漁
は
、
こ
う
し

て
川
に
戻
る
サ
ケ
を
捕
ら
え
る
定
置
網
漁
法
が
主
と
な
っ

て
お
り
、
使
わ
れ
る
定
置
網
は
全
長
お
よ
そ
１
・
５
㎞
、

幅
３
０
０
m
ほ
ど
で
、
手
網
、
胴
網
、
落
と
し
網
の
三
つ

の
部
分
か
ら
で
き
て
い
る
。
手
網
に
行
く
手
を
さ
え
ぎ
ら

れ
た
サ
ケ
が
、
網
沿
い
に
泳
い
で
い
る
う
ち
に
胴
網
、
落

と
し
網
へ
と
入
り
、
最
後
に
は
網
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
っ

て
捕
獲
さ
れ
る
。
網
だ
け
で
1
億
円
以
上
す
る
も
の
も
あ

る
が
、
一
回
の
落
と
し
網
に
３
０
０
０
尾
近
く
も
入
る
こ

と
が
あ
り
、
網
を
た
ぐ
り
寄
せ
る
作
業
は
豪
快
だ
。

　

北
海
道
の
食
文
化
に
お
い
て
も
サ
ケ
は
大
き
な
位
置
を

占
め
る
。
捨
て
る
と
こ
ろ
の
な
い
魚
と
言
わ
れ
、
身
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、筋
子
、氷
頭
（
頭
部
の
軟
骨
）
も
人
気
だ
。

背
わ
た
（
腎
臓
）
の
塩
か
ら
は
「
め
ふ
ん
」
と
呼
ば
れ
る

珍
味
で
あ
り
、
１
尾
に
一
つ
し
か
な
い
心
臓
の
串
焼
き
も

あ
る
。
さ
ば
い
た
後
の
ア
ラ
は
、
石
狩
鍋
（
み
そ
味
）
や

三
平
汁
（
塩
味
）
に
使
わ
れ
、
ま
さ
に
捨
て
る
と
こ
ろ
は

14

捨
て
る
と
こ
ろ
の

な
い「
神
の
魚
」

 
サ
ケ
の
文
化 

日本一の水揚げを誇る標津町のサケ漁



捨てるところのないサケの
料理法は多様だ

サーモン科学館（標津町）

Data

272

244

自衛隊

標津町役場

標津高

サーモン橋

加工体験センター

北
方
領
土
館

標
津
漁
港

標
津
川

サ
ー
モ
ン
科
学
館

●お問い合わせ先
　標津町水産課　　　　   Tel.01538-2-2131
　標津サーモン科学館　   Tel.01538-2-1141
　　開館時期：5～10月は無休。2～4、11月
　　　　　　　は水曜休館（水曜が祝日の場
　　　　　　　合は翌日）。12～1月は休館。
　　開館時間：9:30～17:00
　　　　　　　（入館は16:30まで）
　　入 館 料：一般610円、高校生400円、小
　　　　　　  中学生200円（団体割引あり）。

サ
ケ
は
自
然
の
使
者

　

秋
に
な
る
と
全
道
各
地
の
川
で
、サ
ケ
の
遡
上
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

サ
ケ
の
生
態
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
や
取
り
組
み
も
多

い
。
標
津
町
の
「
サ
ー
モ
ン
科
学
館
」
に
は
、
標
津
川
に
直
結
し
た
魚

道
水
槽
が
あ
り
、
川
を
遡
る
自
然
の
サ
ケ
の
産
卵
風
景
や
稚
魚
の
遊
泳

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
千
歳
市
に
あ
る
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
水
車
」
と

呼
ば
れ
る
捕
獲
施
設
で
は
、
千
歳
川
を
遡
る
サ
ケ
が
1
尾
ず
つ
水
車
に

か
か
っ
て
い
く
様
子
を
橋
の
上
か
ら
も
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

札
幌
市
の
中
心
部
を
流
れ
る
豊
平
川
に
も
サ
ケ
が
遡
上
す
る
。
一
時

期
、
サ
ケ
の
遡
上
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、「
カ
ム
バ
ッ
ク
・
サ
ー

モ
ン
運
動
」
が
子
供
た
ち
や
民
間
企
業
の
間
で
大
き
な
輪
と
な
っ
て
広

が
り
、
稚
魚
の
放
流
や
魚
道
整
備
、
き
れ
い
な
川
を
呼
び
戻
す
浄
化
運

動
な
ど
が
展
開
さ
れ
た
。
大
人
も
子
供
も
、
都
会
の
真
ん
中
に
サ
ケ
が

の
ぼ
り
、
産
卵
す
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
き
れ
い
な

自
然
環
境
づ
く
り
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

な
い
。
成
熟
し
た
天
然
の
サ
ケ
だ
か
ら
こ
そ
の「
山
漬
け
」

は
、
漁
師
の
保
存
食
。
塩
を
た
っ
ぷ
り
と
す
り
込
ん
だ
サ

ケ
に
重
し
を
し
、
ひ
と
月
ほ
ど
熟
成
さ
せ
保
存
す
る
。
こ

れ
を
食
べ
る
た
め
に
塩
出
し
を
し
て
、
漁
師
が
寝
泊
ま
り

す
る
番
屋
の
軒
に
何
本
も
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

別
名
「
番
屋
鮭
」
な
ど
と
も
言
わ
れ
る
。

　

サ
ケ
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
カ
ム
イ
・
チ
ェ
ッ
プ
（
神
の
魚
）」

と
呼
ば
れ
る
。
遡
上
の
時
期
に
な
る
と
新
し
い
サ
ケ
を
迎

え
、
神
か
ら
の
贈
り
物
に
感
謝
す
る
「
ア
シ
リ
チ
ェ
ッ
プ

ノ
ミ
」
と
呼
ば
れ
る
儀
式
を
行
う
。
ア
イ
ヌ
民
族
に
と
っ

て
も
、
食
と
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
サ
ケ
の
皮
で
靴
や

着
物
な
ど
の
日
用
品
を
作
る
な
ど
生
活
と
密
着
し
た
大
切

な
魚
で
あ
っ
た
。

　

長
い
旅
を
終
え
、
身
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し
な
が
ら
ふ
る
さ

と
の
川
を
遡
る
サ
ケ
。
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
、産
卵
、

受
精
を
終
え
、
力
尽
き
生
涯
を
閉
じ
る
そ
の
姿
は
感
動
的

で
、
生
命
の
壮
大
な
ド
ラ
マ
と
も
言
え
る
。



17 16

「
邪
魔
者
」を
知
恵
と
工
夫
で

観
光
の
目
玉
に

 
流
氷
と
ガ
リ
ン
コ
号 

流
氷
研
究
の
メ
ッ
カ

　

流
氷
は
、
わ
が
国
で
は
、
北
海
道
の
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
沿
岸
で
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
昔
か
ら
研

究
者
の
関
心
を
集
め
て
き
た
が
、
1
9
6
5
（
昭
和

40
）
年
に
北
海
道
大
学
の
低
温
科
学
研
究
所
は
、
紋

別
市
に
附
属
流
氷
研
究
施
設
を
設
置
し
、
流
氷
に
関

す
る
学
術
的
研
究
を
進
め
て
き
た
。
1
9
6
9
（
昭

和
44
）
年
に
は
沖
合
50
㎞
の
範
囲
を
カ
バ
ー
す
る
流

氷
観
測
用
の
レ
ー
ダ
ー
を
枝
幸
・
紋
別
・
網
走
に
設

置
し
、運
用
し
て
き
た
。
2
0
0
4
（
平
成
16
）
年
、

国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
に
伴
い
、
流
氷
研
究

施
設
を
廃
止
し
、
環
オ
ホ
ー
ツ
ク
観
測
研
究
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し
て
、
流
氷
観
測
レ
ー
ダ
ー
施
設
を
縮

小
、
2
0
0
5
（
平
成
17
）
年
か
ら
の
撤
退
を
決
定

し
た
。
こ
の
こ
と
は
北
海
道
大
学
の
事
情
に
よ
る
も

の
と
は
い
え
、
流
氷
研
究
者
だ
け
で
は
な
く
、
レ
ー

ダ
ー
の
情
報
に
頼
っ
て
き
た
漁
業
者
や
、
観
光
業
者

を
は
じ
め
地
域
の
人
々
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

北
海
道
で
は
、
流
氷
や
海
洋
に
関
す
る
科
学
的
知

識
を
一
般
の
人
々
に
分
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
学
ぶ

場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
流
氷
に
象
徴
さ
れ
る
オ

ホ
ー
ツ
ク
圏
域
の
自
然
と
生
活
文
化
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
に
、
1
9
9
1
（
平
成
3
）
年
、
紋

別
市
に
北
海
道
立
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
科
学
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
た
。

　

ま
た
、
紋
別
市
で
は
1
9
8
6
（
昭
和
61
）
年
以



オホーツクの流氷は
豊かな海を育てる

　

冬
の
訪
れ
と
と
も
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
北
部
の
シ
ベ
リ

ア
大
陸
沿
岸
で
最
初
の
海
氷
が
生
ま
れ
る
。
凍
る
範
囲
が

次
第
に
南
へ
拡
が
っ
て
い
き
、
流
氷
は
や
が
て
、
北
海
道

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
に
近
づ
い
て
く
る
。
そ
し
て
流
氷

が
接
岸
す
る
と
、
沿
岸
は
一
気
に
厳
し
い
寒
気
に
覆
わ
れ

る
。

　

流
氷
は
か
つ
て
、
こ
の
地
域
に
住
む
人
々
や
漁
業
者
に

と
っ
て
は
邪
魔
者
で
あ
っ
た
。
流
氷
の
接
岸
し
た
沿
岸
で

は
漁
が
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
浜
が
荒
ら
さ
れ
る
と

漁
業
者
た
ち
か
ら
嫌

わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
の
浜
は
、
漁

業
が
で
き
な
い
と
い

う
負
の
結
果
ば
か
り

で
は
な
く
、
雑
海
藻

が
除
去
さ
れ
る
た
め

昆
布
の
着
床
が
よ
く

な
る
と
か
、
流
氷
の

下
に
は
、
種
々
の
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
が

流
氷
と
と
も
に
到
来

し
て
底
魚
な
ど
の
餌

に
な
る
な
ど
、
浜
を

豊
か
に
し
て
い
る
こ

と
も
分
か
っ
て
き

た
。

　

１
９
８
７
（
昭
和

62
）
年
2
月
、
ア
ラ

ス
カ
の
油
田
開
発
に
移
動
用
乗
物
と
し
て
開
発
さ
れ
た
実

験
船
は
、
世
界
初
の
流
氷
砕
氷
船
「
ガ
リ
ン
コ
号
」
と
名

づ
け
ら
れ
紋
別
市
で
就
航
し
た
。
船
首
水
面
付
近
に
あ
る

流
氷
を
砕
く
巨
大
な
ド
リ
ル
で
、
沖
合
ま
で
航
行
で
き
る

砕
氷
船
は
、
冬
の
海
の
厳
し
さ
や
そ
の
不
思
議
を
人
々
に

伝
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ガ
リ
ン
コ
号
」
就
航
に
よ
っ

て
、
北
海
道
北
東
地
域
の
新
た
な
観
光
展
開
へ
と
つ
な

が
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
夏
主
体
で
あ
っ
た
観
光
が
、
冬
に

も
新
し
い
魅
力
を
持
っ
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。そ
の
後
、

網
走
市
で
も
新
た
な
観
光
砕
氷
船
が
就
航
し
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
沿
岸
各
地
に
、
冬
の
観
光
客
誘
致
に
向
け
て
の
努
力

が
続
い
て
い
る
。

　

そ
れ
と
と
も
に
新
し
い
冬
の
魅
力
が
生
ま
れ
て
き
た
。

１
９
９
６
（
平
成
8
）
年
に
紋
別
市
の
沖
合
1
㎞
に
造
ら

れ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
タ
ワ
ー
は
、
海
底
７
・
５
ｍ
か
ら
、
流

氷
の
観
察
や
流
氷
下
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
の
生
態
観
察

が
で
き
る
施
設
で
あ
る
。
流
氷
の
下
の
世
界
が
初
め
て

人
々
の
目
に
触
れ
、
海
の
中
に
住
む
い
ろ
い
ろ
な
生
物
の

生
態
や
動
き
が
関
心
を
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
中
の
代
表
格

は
「
ク
リ
オ
ネ
」
で
あ
る
。
巻
貝
の
一
種
で
あ
る
「
ク
リ

オ
ネ
」
は
そ
の
愛
ら
し
さ
で
、
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て

い
る
。
ま
た
、
外
か
ら
の
観
察
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い

体
験
型
観
光
と
も
言
え
る
流
氷
の
下
へ
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
も

人
気
を
呼
ん
で
、
年
々
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
新
た
な
観
光
の
き
っ
か
け
を
与
え
た
初
代

｢

ガ
リ
ン
コ
号｣

は 

１
９
９
６
（
平
成
8
） 
年
3
月
に
最

終
運
航
と
な
り
、
現
在
は
翌
年
の
１
月
に
就
航
し
た
「
ガ

リ
ン
コ
号
Ⅱ
」
が
活
躍
し
て
い
る
。

Data

オホーツク海

紋別港
ガリンコ号Ⅱ

238

紋別
バスターミナル稚

内

オホーツクタワー

海洋交流館

道立流氷科学センター

網
走

●お問い合わせ先
　[流氷に関するお問い合わせ]
　北海道立オホーツク流氷科学センター事業課　

Tel. 01852-3-5400
　[ガリンコ号に関するお問い合わせ]
　オホーツク・ガリンコタワー㈱  Tel. 01582-4-8000
　[全般的なお問い合わせ]
　紋別市流氷都市推進室 　　 Tel. 01582-4-5300

降
毎
年
2
月
に
、
世
界
各
国
の
流
氷
研
究
者
が
一
堂

に
会
す
る
「
北
方
圏
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
て
お
り
、
紋
別
市
は
、
流
氷
研
究
国
際
都
市
を
宣

言
す
る
な
ど
「
流
氷
研
究
の
メ
ッ
カ
」
と
も
い
え
る

ま
ち
に
な
っ
て
い
る
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
地
域
は
、
北
海
道
の
中
で
は

最
も
豊
か
な
海
で
あ
る
。
そ
れ
は
流
氷
の
も
た
ら
し

た
恵
み
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
だ
ま
だ
自
然
界
に
は

解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
一
時
は
„
厄

介
者
“
と
呼
ば
れ
た
流
氷
が
、
地
元
の
人
々
の
知
恵

と
工
夫
で
„
オ
ホ
ー
ツ
ク
か
ら
の
贈
り
物
“
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
、
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
と
な
っ

た
。
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北
海
道
の
北
東
部
に
は
、
南
西
部
と
は
異
な
る
文
化
を

も
つ
遺
跡
が
見
ら
れ
る
。
特
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
の
地
域

に
は
、
縄
文
、
続
縄
文
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
、
ア
イ
ヌ
文

化
ま
で
各
時
代
の
遺
跡
が
分
布
し
、
白
滝
村
な
ど
内
陸
部

で
は
、旧
石
器
時
代
の
特
色
あ
る
遺
跡
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
中
で
も
、
常
呂
川
河
口
遺
跡
は
、
掘
り
出
さ
れ
た

遺
構
・
遺
物
の
数
量
と
内
容
に
お
い
て
突
出
し
て
い
る
。

擦
文
文
化
期
の
竪
穴
・
土
壙
墓
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
期
の

竪
穴
住
居
・
土
壙
墓
、
続
縄
文
文
化
期
の
竪
穴
住
居
・
土

壙
墓
・
埋
甕
、
縄
文
晩
期
の
土
壙
墓
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の

遺
構
の
下
層
に
縄
文
後
期
・
中
期
・
前
期
の
遺
構
が
確
認

さ
れ
、
竪
穴
の
窪
み
を
利
用
し
た
ア
イ
ヌ
文
化
期
の
送
り

場
遺
構
な
ど
各
時
期
の
遺
構
が
一
帯
で
確
認
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
以
降
に
調
査
さ
れ

た
縄
文
後
期
の
朱
円
周
堤
墓
（
斜
里
町
）
も
、
そ
の
規
模

の
大
き
さ
で
群
を
抜
い
て
い
る
。

　

流
氷
の
見
ら
れ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
を
中
心
に
、
５
世

紀
か
ら
13
世
紀
に
か
け
て
現
わ
れ
、
忽
然
と
消
え
た
人
々

が
い
る
。
早
く
か
ら
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
モ
ヨ
ロ
貝
塚
に

代
表
さ
れ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
を
残
し
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
人

で
あ
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
人
は
、
縄
文
人
な
ど
と
は
異
な
っ

た
人
々
で
あ
り
、
そ
の
遺
跡
の
分
布
は
、
サ
ハ
リ
ン
南
部

か
ら
利
尻
・
礼
文
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
、
根
室
、
千
島
に

及
ん
で
い
る
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
特
徴
を
少
し
取
り
上
げ
て
見
よ

う
。
漁
労
に
お
い
て
、
同
時
代
の
続
縄
文
人
や
擦
文
人
が

18

謎
に
包
ま
れ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化

 
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
の
古
代
遺
跡
群 

常呂遺跡（常呂町）



使
っ
て
い
な
い
大
型
の
網
を
持
ち（
後
世
の
ア
イ
ヌ
民
族
・

ウ
ィ
ル
タ
民
族
・
ニ
ヴ
フ
民
族
も
持
た
な
い
）、
ブ
タ
・

イ
ヌ
を
食
用
家
畜
と
し
て
飼
育
し
、
海
獣
を
多
く
狩
猟
し

て
い
た
。
住
居
は
、同
時
代
の
擦
文
文
化
と
比
較
す
る
と
、

お
よ
そ
３
倍
の
広
さ
を
持
ち
、
六
角
形
で
、
家
の
中
に
は

熊
の
祭
壇
が
お
か
れ
て
い
た
。
そ
の
家
で
は
、
複
数
の
核

家
族
（
一
家
族
５
人
く
ら
い
）
か
ら
形
成
さ
れ
た
一
団
で

生
活
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
が
、
変
容
・
消
滅
し
た

原
因
は
、
擦
文
文
化
に
よ
る
影
響
が
あ
ろ
う
こ
と
は
、「
オ

ホ
ー
ツ
ク
文
化
か
ら
擦
文
文
化
へ
と
変
容
を
遂
げ
つ
つ
あ

る
段
階
の
文
化
」
と
い
わ
れ
る
「
ト
ビ
ニ
タ
イ
文
化
」
が
、

現
在
の
網
走
と
釧
路
を
結
ん
だ
線
の
東
側
で
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
が
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
消
滅
し
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
人
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
、
そ
の
ル
ー
ツ

と
と
も
に
、
い
ま
だ
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。

Data

常呂遺跡
モヨロ貝塚

白滝遺跡群

朱円周堤墓

美
幌

斜
里

北
見留

辺
蘂

白
滝

紋別市 オホーツク海

上湧別町

生田原

サロマ湖

能取湖

摩周湖

弟子屈

屈斜路湖

女満別

網走
遠軽

丸瀬布

●お問い合わせ先
　モヨロ貝塚：網走市立郷土博物館　

Tel. 0152-43-3090
　常呂遺跡：ところ遺跡の館

Tel. 0152-54-3393
　朱円周堤墓：斜里町立知床博物館  　

Tel. 01522-3-1256
　白滝遺跡群：白滝村教育委員会　

Tel. 01584-8-2963

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
研
究
の
出
発
点

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
代
表
的
な
遺
跡
で
あ
る
モ
ヨ

ロ
貝
塚
は
、
大
正
期
か
ら
米
村
喜
男
衛
が
、
精
力
的

な
調
査
・
保
存
活
動
を
行
い
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
研

究
の
出
発
点
と
な
っ
た
遺
跡
で
、
1
9
3
6
（
昭
和

11
）
年
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

 

1
9
4
1
（
昭
和
16
）
年
、
海
軍
基
地
建
設
工
事

の
時
、
数
百
体
の
人
骨
が
出
土
し
、
1
9
4
7
（
昭

和
22
）
年
か
ら
は
、
3
回
に
わ
た
り
東
京
大
学
、
北

海
道
大
学
、
網
走
市
立
郷
土
博
物
館
の
共
同
調
査
団

に
よ
り
、貝
塚
の
一
部
と
竪
穴
住
居
跡
数
基
が
発
掘
・

調
査
さ
れ
た
。
こ
こ
で
発
掘
さ
れ
た
人
骨
は
、
北
海

道
で
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
人
骨
と
は
タ
イ
プ
が

異
な
り
、現
在
、オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
を
担
っ
た
オ
ホ
ー

ツ
ク
人
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

い
ま
や
世
界
の
白
滝
と
い
っ
て
よ
い
遺
跡
が
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
に
そ
そ
ぐ
湧
別
川
と
そ
の
支
流
支
湧
別
川
の
流

域
、
白
滝
村
に
あ
る
。
90
ヵ
所
以
上
も
の
旧
石
器
時
代
の

遺
跡
が
あ
り
、「
白
滝
遺
跡
群
」
と
総
称
さ
れ
て
い
る
。

白
滝
村
は
黒
曜
石
の
原
産
地
で
あ
り
、
標
高
１
１
４
７
ｍ

の
赤
石
山
一
帯
に
は
、
ア
ジ
ア
で
も
最
大
級
で
、
埋
蔵
量

数
十
億
ト
ン
と
も
言
わ
れ
る
黒
曜
石
の
露
頭
が
見
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
周
囲
に
は
、
質
量
と
も
に
豊
富
な
遺

跡
が
あ
る
。
2
万
年
前
の
後
期
旧
石
器
時
代
の
石
器
は
、

道
内
で
は
渡
島
地
方
、
道
外
で
は
４
０
０
㎞
離
れ
た
サ
ハ

リ
ン
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
縄
文
時
代
に
は
、
青
森

三
内
丸
山
遺
跡
、
北
方
で
は
ア
ム
ー
ル
川
の
河
口
に
近
い

遺
跡
で
も
確
認
さ
れ
、
東
北
ア
ジ
ア
一
帯
で
使
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。ロ
シ
ア
の
共
同
研
究
者
か
ら
も
、

白
滝
産
黒
曜
石
製
石
器
製
作
の
技
術
や
流
通
の
調
査
が
提

唱
さ
れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

黒曜石で作られた石器
（白滝村）

モヨロ貝塚（網走市）

朱
円
周
堤
墓
（
斜
里
町
）
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森
林
鉄
道
蒸
気
機
関
車
「
雨
宮
21
号
」
は
、
東
京･

雨

宮
製
作
所
で
製
造
さ
れ
た
初
の
国
産
11
ト
ン
機
関
車
で
、

道
内
で
は
唯
一
の
動
態
保
存
、
す
な
わ
ち
動
け
る
状
態
で

保
存
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
文
化
遺
産
で
あ
る
。

　
「
雨
宮
21
号
」
が
丸
瀬
布―

武
利
意
間
の
森
林
鉄
道
に

配
置
さ
れ
た
の
は
１
９
２
８
（
昭
和
3
）
年
。
以
来
、
戦

中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
国
有
林
か
ら
伐
り
出
し
た
丸
太

や
生
活
物
資
を
搬
送
し
て
き
た
。
町
の
人
々
は
「
雨
宮
21

号
」
を
„
カ
ン
コ
ー
の
汽
車
“
と
呼
ん
で
親
し
ん
だ
。
カ

ン
コ
ー
と
は
官
行
、
国
の
汽
車
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
、森
林
鉄
道
は
廃
止
に
な
り
、

「
雨
宮
21
号
」
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
い
う
寸
前
に
、
地
元
の

人
々
の
要
望
が
実
を
結
ん
で
、
北
見
営
林
局
は
丸
瀬
布
町

へ
払
い
下
げ
を
決
め
た
。

　

同
年
５
月
13
日
、
サ
ヨ
ナ
ラ
運
転
。

　

と
こ
ろ
が
１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
春
、
林
野
庁
の
意

向
で「
雨
宮
21
号
」は
群
馬
県
へ
移
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
っ

た
。
驚
い
た
町
長
や
有
志
の
メ
ン
バ
ー
は
、
営
林
局
に
対

し
て
文
書
で
「
地
元
保
存
」
を
要
請
し
、
７
０
０
人
の
署

名
を
集
め
て
、

「
木
材
で
走
る
機
関
車
を
残
し
て
ほ
し
い
。
森
林
愛
護
思

想
を
高
め
る
意
味
か
ら
も
、
ぜ
ひ
」

　

と
訴
え
た
。

　

林
野
庁
は
「
雨
宮
21
号
」
を
断
念
し
、
抜
き
打
ち
的
に

置
戸
町
に
保
存
し
て
い
る
機
関
車
を
群
馬
県
に
移
す
こ
と

に
し
た
。
こ
う
し
て
「
雨
宮
21
号
」
は
１
９
７
６
（
昭
和

20

森
に
響
く

「
カ
ン
コ
ー
の
汽
車
」の
音

 
森
林
鉄
道
蒸
気
機
関
車
「
雨
宮
21
号
」 



運転室

木材を運搬していた当時の雨宮21号

51
）
年
、
丸
瀬
布
町
に
正
式
に
譲
渡
さ
れ
た
。
鉄
道
廃
止

か
ら
す
で
に
15
年
が
経
過
し
て
い
た
。

　

町
は
「
雨
宮
21
号
」
を
札
幌
に
運
ん
で
復
元
、
整
備
す

る
一
方
、
市
街
地
か
ら
９
㎞
離
れ
た
同
町
上
武
利
に
森
林

公
園
い
こ
い
の
森
を
造
成
し
、„
森
林
鉄
道
の
走
る
緑
と

渓
谷
の
マ
チ
“
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
８
の
字
形
の

一
周
軌
道
を
敷
設
す
る
な
ど
着
々
と
準
備
を
進
め
た
。

　

い
こ
い
の
森
の
周
辺
に
は
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
や
昆
虫

生
態
館
、
郷
土
資
料
館
な
ど
も
設
置
さ
れ
、
温
泉
施
設
も

で
き
た
。

　

１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年
5
月
1
日
、「
雨
宮
21
号
」
は
、

　

ボ
ー
ッ

　

懐
か
し
い
汽
笛
を
響
か
せ
て
走
り
だ
し
た
。
丸
瀬
布
の

人
た
ち
は
そ
の
雄
姿
に
歓
声
を
上
げ
た
。

　

２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
元
旦
、「
雨
宮
21
号
」
は
積

雪
に
埋
ま
っ
た
森
林
の
中
を
、
白
い
煙
を
吐
き
な
が
ら
豪

快
に
走
り
抜
け
た
。「
雨
宮
21
号
」
と
「
21
世
紀
」
の
到

来
を
引
っ
か
け
た
記
念
運
行
に
、
人
々
は
感
激
の
面
持
ち

だ
っ
た
。

Data
4月末～10月末の土、日、祝日、夏休み期間に
運行

333

丸瀬布

役場

緑ヶ丘スキー場
武利ダム

森林公園
いこいの森

太平高原
牧場

武利岳

旭川・白滝

道の駅

スポーツ
公園

湧別川

「雨宮21号」

●お問い合わせ先
　丸瀬布町商工観光課　Tel. 01584-7-2211

有
志
の
情
熱
が
果
た
し
た
動
態
保
存

「
カ
ン
コ
ー
の
汽
車
を
何
と
か
し
て
残
し
た
か
っ
た
」

と
述
懐
す
る
の
は
丸
瀬
布
町
の
郷
土
史
研
究
家
、
秋
葉

実
さ
ん
だ
。

　

秋
葉
さ
ん
が
「
雨
宮
21
号
」
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
処
分
を

知
っ
た
の
は
1
9
5
6（
昭
和
31
）年
秋
。
毎
年
ス
キ
ー

場
の
麓
で
開
く
有
志
ら
の
「
山
賊
会
」
と
い
う
宴
会
の

席
上
だ
っ
た
。
役
場
職
員
か
ら
「
雨
宮
21
号
」
は
10
万

円
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
な
る
、
と
聞
か
さ
れ
、
酒
の
勢
い

も
手
伝
っ
て
有
志
ら
が
、

「
俺
は
2
万
円
出
す
」

「
5
千
円
な
ら
す
ぐ
で
も
い
い
ぞ
」

　

と
言
い
出
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
資
金
の
目
算
が

つ
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
機
関
車
だ
け
買
っ
て
も
、
機
関
庫
も
な
け

れ
ば
用
地
も
な
い
。
秋
葉
さ
ん
は
翌
朝
、
町
長
を
訪
ね

て
、「
機
関
車
を
寄
付
す
る
か
ら
、
保
存
策
を
考
え
て

ほ
し
い
」
と
頼
ん
だ
。

　

町
長
は
そ
の
熱
い
心
情
に
う
た
れ
、「
雨
宮
21
号
」

の
譲
渡
に
か
け
ず
り
回
っ
た
。
秋
葉
さ
ん
は
地
元
民
の

家
々
を
歩
い
て
署
名
活
動
を
し
た
。
紆
余
曲
折
の
末
、

「
雨
宮
21
号
」
の
動
態
保
存
が
決
定
し
た
。

　

1
9
8
2
（
昭
和
57
）
年
5
月
1
日
、
黒
い
機
関
車

が
ま
る
で
生
き
物
の
よ
う
に
力
強
く
走
り
出
し
た
。

「
あ
の
日
の
喜
び
は
、
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
秋
葉

さ
ん
は
語
る
。



 
野
付
半
島
と
打
瀬
舟 
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エ
ビ
の
尻
尾
の
よ
う
に
根
室
水
道
に
突
き
だ
し
た

野
付
半
島
に
囲
ま
れ
た
浅
い
湾
が
尾
岱
沼
で
あ
る
。

野
付
風
蓮
道
立
自
然
公
園
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

浅
い
湾
で
は
打
瀬
舟
（
う
た
せ
ぶ
ね
）
と
い
う
特
殊

な
帆
掛
け
舟
が
ホ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
獲
り
に
使
わ
れ

て
い
る
。
水
深
が
浅
く
て
、
し
か
も
ア
マ
モ
な
ど
の

海
草
・
海
藻
が
多
い
湾
で
は
ス
ク
リ
ュ
ー
が
使
え
な

い
の
で
帆
を
使
う
漁
法
が
考
え
ら
れ
た
。
帆
掛
け
舟

は
海
草
や
海
藻
を
傷
め
な
い
か
ら
、
そ
れ
ら
を
食
料

と
す
る
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
の
保
護
の
た
め
に
も
意
義

は
大
き
い
。

　

尾
岱
沼
を
囲
む
野
付
半
島
は
ご
く
低
い
砂
嘴
（
さ

し
）
で
、
そ
の
先
端
部
に
は
か
つ
て
集
落
も
あ
っ
た

と
い
う
が
、
年
々
砂
州
が
沈
下
し
続
け
て
、
今
で
は

ト
ド
ワ
ラ
（
椴
原
）
と
呼
ば
れ
た
ト
ド
マ
ツ
の
枯
木

の
立
ち
並
ぶ
景
観
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

れ
は
少
々
寂
し
い
が
、
一
風
変
っ
た
荒
々
し
い
光
景

で
有
名
だ
っ
た
。

　

砂
嘴
の
付
け
根
近
く
オ
ン
ニ
ク
ル
に
あ
る
ナ
ラ
ワ

ラ
（
楢
原
）
が
辛
う
じ
て
残
っ
て
い
て
面
白
い
風
景

を
み
せ
て
い
る
が
、
樹
形
の
点
で
は
ト
ド
マ
ツ
な
ど

の
針
葉
樹
に
比
べ
る
と
凄
み
が
な
く
て
到
底
、
及
ば

な
い
の
が
惜
し
い
。
こ
の
ナ
ラ
ワ
ラ
も
地
盤
沈
下
や

湾
内
流
の
浸
食
に
よ
る
海
水
の
侵
入
で
の
立
ち
枯
れ

で
あ
る
。

　

砂
嘴
の
岸
辺
や
潮
溜
ま
り
に
は
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ

（
サ
ン
ゴ
ソ
ウ
）、
ウ
シ
オ
ツ
メ
ク
サ
、
ウ
ミ
ミ
ド
リ
、

オ
オ
シ
バ
ナ
、
ハ
マ
シ
オ
ン
な
ど
の
塩
生
植
物
の
群

落
が
あ
る
。
砂
州
に
は
ハ
マ
ナ
ス
群
落
が
広
く
み
ら

れ
る
ほ
か
、
チ
シ
マ
フ
ウ
ロ
、
エ
ゾ
フ
ウ
ロ
、
オ
オ

ハ
ナ
ウ
ド
、
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
、
キ
バ
ナ
ノ
カ
ワ
ラ
マ

ツ
バ
、
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、
チ
シ
マ
ア
ザ
ミ
、
ト
ウ
ゲ

ブ
キ
、
シ
コ
タ
ン
タ
ン
ポ
ポ
、
キ
オ
ン
、
エ
ゾ
カ
ン

ゾ
ウ
、
ク
ロ
ユ
リ
、
ク
ル
マ
ユ
リ
、
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
、

カ
ラ
マ
ツ
ソ
ウ
、
セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
、
ハ
マ
ニ
ン
ニ
ク
、

ハ
マ
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
、
ク
サ
フ
ジ
、
エ
ゾ
カ
ワ
ラ
ナ

デ
シ
コ
、
コ
ケ
モ
モ
、
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
な
ど
が
い
わ

ゆ
る
原
生
花
園
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
一
部
に
は
ミ

ズ
ゴ
ケ
を
と
も
な
う
淡
水
の
湿
地
も
あ
っ
て
、
そ
こ

に
は
ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
、
ム
ジ
ナ
ス
ゲ
、
チ
シ
マ
ガ
リ

ヤ
ス
、
ナ
ガ
ボ
ノ
シ
ロ
ワ
レ
モ
コ
ウ
な
ど
が
み
ら
れ

る
。

　

湾
内
は
波
が
静
か
で
ほ
と
ん
ど
湖
に
近
い
環
境
だ

か
ら
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ
、
マ
ガ
モ
な

ど
も
や
っ
て
く
る
し
一
部
は
越
冬
も
す
る
。
日
本
で

は
数
少
な
い
ア
カ
ア
シ
シ
ギ
の
繁
殖
地
で
も
あ
る
。

海
岸
草
原
に
は
ユ
キ
ホ
オ
ジ
ロ
、
シ
マ
ア
オ
ジ
、
ノ

ゴ
マ
、
ヒ
バ
リ
、
ベ
ニ
マ
シ
コ
、
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
、

シ
マ
セ
ン
ニ
ュ
ウ
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
、
セ
ン
ダ
イ
ム

シ
ク
イ
が
み
ら
れ
る
。　

　

砂
嘴
は
付
け
根
か
ら
先
端
ま
で
26
㎞
あ
る
。
こ
れ

は
砂
嘴
と
し
て
は
日
本
で
一
番
長
い
。
根
室
水
道
に

22

霞
の
海
原
に

ゆ
ら
め
く
三
角
帆
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江
戸
時
代
に
は
歓
楽
街
も
!?

　

国
後
島
に
も
っ
と
も
近
い
要
衝
と
し

て
1
7
9
9
（
寛
政
11
）
年
に
は
幕
府

に
よ
っ
て
野
付
に
通
行
屋
が
設
け
ら
れ

た
。
19
世
紀
初
め
に
は
有
数
の
鰊
漁
場

と
し
て
根
室
場
所
の
番
屋
か
ら
の
出
稼

ぎ
の
人
で
賑
わ
っ
た
と
い
う
。『
東
蝦

夷
日
誌
』
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
松
浦
武

四
郎
の
絵
図
に
は
、
シ
ュ
シ
ュ
ウ
シ
、

リ
ウ
ン
ケ
、
キ
マ
キ
、
シ
ュ
フ
イ
な
ど

の
地
名
が
書
き
込
ま
れ
、
弁
天
社
殿
を

含
め
て
か
な
り
の
家
々
の
立
ち
並
ぶ
光

景
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
キ
ラ

ク
（
喜
楽
か
？
）
と
呼
ば
れ
る
歓
楽
街

も
あ
っ
た
、と
い
う
話
も
伝
え
ら
れ
る
。

通
行
屋
の
土
塁
、
賑
わ
っ
た
頃
の
畑
の

跡
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
野
付
場

所
の
経
営
に
力
を
注
い
だ
秋
田
出
身
の

加
賀
家
文
書
が
別
海
町
郷
土
資
料
館
附

属
の
加
賀
家
文
書
館
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。

　

野
付
半
島
の
付
け
根
の
部
分
は
標
津

町
だ
が
、
そ
れ
か
ら
先
の
部
分
は
別
海

町
に
属
す
る
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

に
は
半
島
と
尾
岱
沼
の
自
然
や
歴
史
が

展
示
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ト
ド
ワ
ラ

ま
で
夏
季
に
は
馬
車
が
動
い
て
い
る
。

ま
た
、
ト
ド
ワ
ラ
か
ら
尾
岱
沼
港
ま
で

と
、
砂
嘴
の
最
先
端
（
野
付
岬
）
の
ア

ラ
ハ
マ
ワ
ン
ド
と
尾
岱
沼
港
ま
で
を
遊

覧
船
で
往
復
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

一
番
突
き
出
し
た
と
こ
ろ
に
野
付
岬
灯
台
が
あ
る
。

そ
の
目
の
前
に
国
後
島
が
横
た
わ
る
。
北
方
領
土
に

も
っ
と
も
近
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

打
瀬
舟
は
、
小
型
底
引
き
網
漁
法
と
い
う
漁
の
や

り
方
で
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
浅
く
て
、
し
か

も
海
草
が
多
く
て
ス
ク
リ
ュ
ー
が
使
え
な
い
海
で
の

漁
法
で
あ
る
。
名
産
の
ホ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
は
、
こ

こ
で
は
ア
マ
モ
と
い
う
海
草
の
中
に
い
る
か
ら
、
こ

の
漁
法
が
も
っ
と
も
有
効
な
の
だ
。
ア
マ
モ
は
海
藻

で
は
な
く
て
海
中
に
生
え
て
い
る
が
顕
花
植
物
で
あ

る
。
和
名
は
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
オ
ト
ヒ
メ
ノ
モ
ト
ユ
イ

ノ
キ
リ
ハ
ズ
シ
（
竜
宮
の
乙
姫
の
元
結
い
の
切
り
外

し
）
と
言
っ
て
、
植
物
の
名
前
と
し
て
は
も
っ
と
も

長
い
。

　

漁
は
毎
年
、
春
は
６
〜
７
月
、
秋
は
10
〜
11
月
の

短
い
期
間
の
み
行
わ
れ
る
。
湾
に
浮
か
ぶ
白
い
三
角

形
の
帆
が
霞
に
か
す
ん
で
ゆ
ら
め
く
姿
は
、
野
付
湾

の
風
物
詩
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

Data

335 野付半島

打瀬舟

ネイチャー
センター

原生花園

白鳥台

●お問い合わせ先
　別海町商工観光課 Tel. 01537-5-2111
　別海町観光協会 Tel. 01537-5-2111
　別海町郷土資料館 Tel. 01537-5-0802
　野付半島ネイチャーセンター
 Tel. 01538-2-1270

松浦武四郎『東蝦夷日誌』
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温
泉
天
国
・
北
海
道
。
た
く
さ
ん
の
温
泉
が
あ
る
中
で
、

世
界
に
も
め
ず
ら
し
い
北
海
道
な
ら
で
は
の
成
り
立
ち
と

成
分
を
も
つ
温
泉
が
あ
る
。
モ
ー
ル
温
泉
だ
。

　

モ
ー
ル
温
泉
は
、
泥
炭
を
通
し
て
湧
出
す
る
も
の
で
独

特
の
茶
褐
色
の
湯
が
特
徴
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
バ
ー
デ
ン

バ
ー
デ
ン
に
あ
る
も
の
が
有
名
で
、
日
本
で
は
、
北
海
道

の
十
勝
に
代
表
し
て
み
ら
れ
る
ほ
か
、
石
狩
平
野
や
豊

富
町
な
ど
で
も
湧
出
し
て
い
る
。
呼
び
名
の
モ
ー
ル
は

「M
oor

」
の
ド
イ
ツ
語
読
み
に
ち
な
む
も
の
で
、
泥
炭
の

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
主
成
分
は
植
物
性
腐
食
質
で
、

鉱
物
成
分
よ
り
植
物
成
分
が
多
い
の
が
他
の
温
泉
と
の
違

い
だ
。
ま
た
、
熱
源
は
、
地
熱
に
加
え
て
地
下
で
の
植
物

の
堆
積
物
に
よ
る
発
酵
熱
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

北
欧
や
ロ
シ
ア
で
は
、
泥
炭
の
微
粉
末
を
温
水
に
混
ぜ

て
入
浴
す
る
そ
う
だ
が
、
十
勝
川
の
場
合
、
天
然
に
こ
れ

ら
の
泥
炭
質
の
可
溶
成
分
を
含
ん
で
湧
出
し
て
い
る
。
こ

の
主
成
分
は
フ
ミ
ン
質
あ
る
い
は
フ
ミ
ン
酸
と
い
い
、
美

容
に
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
人
体
皮
下
浸
透

度
が
非
常
に
高
く
、短
時
間
で
身
体
の
し
ん
ま
で
暖
ま
り
、

さ
ら
に
植
物
性
で
ま
ろ
や
か
な
た
め
皮
膚
を
刺
激
せ
ず
、

入
浴
後
は
肌
が
ス
ベ
ス
ベ
す
る
こ
と
か
ら
人
気
が
高
く
、

十
勝
川
温
泉
で
は
モ
ー
ル
温
泉
を
「
美
人
の
湯
」
と
呼
び

親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

十
勝
川
温
泉
は
か
つ
て
ア
シ
の
生
い
茂
る
湿
地
帯
に
湧

出
し
、
そ
こ
に
点
在
す
る
沼
は
、
厳
寒
の
冬
に
な
っ
て
も

凍
る
こ
と
な
く
、
鹿
や
野
生
の
馬
な
ど
が
傷
を
癒
し
に
来

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。『
十
勝
川
温
泉
の
歴
史
』（
帯
広
百

年
記
念
館
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）
に
よ
る
と
、
本

格
的
な
温
泉
利
用
は
、
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
頃
に
依

馬
喜
平
が
、
自
然
に
湧
い
た
ぬ
る
ま
湯
を
利
用
し
た
大
き

さ
1
ｍ
四
方
ほ
ど
の
露
天
風
呂
を
作
り
、
近
所
の
住
民
と

と
も
に
利
用
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
温
度
が

低
か
っ
た
た
め
に
加
熱
し
て
利
用
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

そ
の
後
、
１
９
１
１
（
明
治
44
）
年
に
本
別
出
身
の
前

田
友
三
郎
が
簡
単
な
建
物
を
建
て
て
、
い
わ
ゆ
る
湯
治
宿

の
経
営
を
始
め
た
。
前
田
は
１
９
１
３
（
大
正
2
）
年
に
、

当
時
帯
広
に
あ
っ
た
十
勝
館
と
い
う
建
物
を
買
収
し
、
こ

の
土
地
に
総
2
階
建
て
、
延
べ
70
坪
の
本
格
的
な
旅
館
を

建
て
、
経
営
を
始
め
た
。
こ
の
建
物
は
「
風
呂
に
入
る
だ

け
で
2
銭
も
と
ら
れ
た
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
当
時
と
し

て
は
豪
華
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
今
の
笹
井
ホ
テ
ル

の
前
身
で
あ
る
。

　

１
９
２
８
（
昭
和
3
）
年
に
は
、
雨
宮
駒
平
が
温
泉
宿

を
創
設
し
た
。
雨
宮
は
、
客
の
誘
致
を
図
る
た
め
に
、
乗

合
自
動
車
の
運
行
を
計
画
。
１
９
３
０
（
昭
和
5
）
年
、

よ
う
や
く
許
可
を
と
り
、
フ
ォ
ー
ド
28
年
型
の
大
型
乗
用

車
を
買
い
入
れ
て
、
帯
広
か
ら
一
日
４
往
復
の
定
期
運
行

を
始
め
た
。
当
時
は
雨
宮
温
泉
と
呼
ば
れ
、
一
般
的
に
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
小
樽
新
聞
で
広
く
全

道
か
ら
選
定
し
た
5
つ
の
名
泉
の
中
に
、
将
来
非
常
に
発

展
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
こ
の
温
泉
が
入
っ
た
。

　

１
９
３
１
（
昭
和
6
）
年
、
林
豊
洲
が
十
勝
川
沿
い
の
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地
域
の
新
た
な
取
り
組
み

　

か
つ
て
、
北
海
道
各
地
の
河
川
や
湖
沼
、
田
ん
ぼ

で
も
ホ
タ
ル
は
普
通
に
見
ら
れ
て
い
た
。
十
勝
川
地

区
に
も
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
生
息
し
て
い
た
。
近

代
化
の
波
に
よ
り
、
各
地
で
だ
ん
だ
ん
生
息
数
が
減

少
し
、
十
勝
川
地
区
で
は
1
9
9
0
（
平
成
2
）
年

の
夏
を
最
後
に
ホ
タ
ル
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
。
水
田
の
減
反
や
農
薬
の
使
用
な
ど
が
原

因
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
普
通
に
見
ら
れ
て
い
た
初
夏
の
光
景
を

呼
び
戻
し
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、2
0
0
3（
平

成
15
）
年
11
月
に
十
勝
川
温
泉
で
は
、
ホ
タ
ル
の
住

め
る
せ
せ
ら
ぎ
を
手
造
り
で
完
成
さ
せ
、
ホ
タ
ル
の

幼
虫
と
餌
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
を
放
流
し
た
。

　

こ
の
せ
せ
ら
ぎ
に
は
モ
ー
ル
温
泉
水
が
利
用
さ
れ

て
い
る
。
モ
ー
ル
温
泉
に
は
、
カ
ワ
ニ
ナ
の
餌
と
な

る
珪
藻
類
に
欠
か
せ
な
い
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ホ
タ
ル
は
順
調
に
生
育
し
、

2
0
0
4
（
平
成
16
）
年
6
月
末
か
ら
7
月
下
旬
ま

で
毎
日
ホ
タ
ル
の
鑑
賞
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
観

光
客
や
地
元
住
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

十
勝
川
温
泉
観
光
協
会
や
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
思
い
は
熱
い
。「
ホ

タ
ル
を
呼
び
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
の
大
切
さ

を
多
く
の
人
た
ち
と
考
え
て
い
き
た
い
。
そ
れ
と
同

時
に
、
こ
の
モ
ー
ル
温
泉
が
大
切
な
資
源
で
あ
る
こ

と
を
き
ち
ん
と
私
た
ち
自
身
が
再
認
識
し
、
多
く
の

人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
、
次
の
世
代
に
も
確
実
に

伝
え
る
取
り
組
み
を
進
め
た
い
」
と
語
る
。

地
点
で
次
々
と
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
豊
洲
は
現
在
の

十
勝
毎
日
新
聞
社
の
基
礎
を
築
き
、郷
土
の
産
業
の
進
展
、

文
化
の
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
な
ど
に
大
き
く
寄
与
し

た
人
物
で
あ
る
。
特
に
観
光
開
発
の
必
要
性
を
説
き
、
巧

み
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
っ
て
然
別
湖
や
糠
平
湖
な
ど
十
勝
の

景
勝
地
が
大
雪
山
国
立
公
園
に
編
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
観

光
宣
伝
の
た
め
に
自
ら
歌
も
作
っ
た
。「
ラ
ン
ラ
ン
ラ
ン

ト
セ
カ
ネ
ガ
フ
ル
」
で
有
名
な
『
十
勝
小
唄
』
を
芸
者
に

歌
わ
せ
、
十
勝
を
全
国
的
に
宣
伝
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の

歌
は
、
今
で
も
歌
い
継
が
れ
る
数
少
な
い
郷
土
民
謡
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。

　

豊
洲
は
１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
、
今
の
観
月
苑
付
近

に
45
度
の
適
温
を
持
つ
温
泉
を
掘
り
当
て
た
。
こ
れ
は
今

の
泉
温
、
泉
質
と
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
温

泉
地
帯
で
初
め
て
、
加
熱
せ
ず
に
使
え
る
温
泉
の
湯
を
使

い
、
和
風
建
築
の
観
月
苑
を
建
て
た
。
こ
れ
に
先
だ
っ
て

豊
洲
は
当
時
「
雨
宮
温
泉
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
温
泉

を
「
十
勝
川
温
泉
」
と
名
づ
け
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。

　

こ
う
し
て
十
勝
川
温
泉
に
は
笹
井
、
雨
宮
、
十
勝
川
、

観
月
の
４
つ
の
旅
館
が
で
き
、
周
辺
に
は
料
理
屋
や
、
雑

貨
店
な
ど
が
開
業
し
、
温
泉
街
が
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
。

戦
後
、
さ
ら
に
数
件
の
宿
が
新
し
く
開
業
し
、
現
在
で

は
、
年
間
１
３
０
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
温
泉
地

と
な
っ
て
い
る
。
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静
内
二
十
間
道
路
の
桜
並
木
は
数
あ
る
桜
並
木

の
中
で
一
際
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
牧
場
の
中

を
お
よ
そ
７
㎞
ほ
と
ん
ど
真
っ
直
ぐ
に
走
る
道
路

も
ざ
ら
に
は
な
い
が
、
そ
の
幅
が
二
十
間
つ
ま
り

36
ｍ
の
敷
き
幅
だ
か
ら
並
で
は
な
い
。
も
っ
と
も

道
幅
い
っ
ぱ
い
に
車
が
走
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
て
、
今
は
中
央
の
道
路
に
加
え
て
左
右
に
副

道
が
あ
り
、
こ
れ
を
併
せ
る
と
ま
さ
に
二
十
間
に

な
る
の
だ
。

　

こ
の
二
十
間
道
路
の
両
側
を
飾
る
桜
並
木
の
大

半
が
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
あ
る
。
そ
の
数
、
平
成

17
年
現
在
で
お
よ
そ
３
０
０
０
本
。

　

場
所
は
静
内
町
か
ら
北
東
へ
約
７
㎞
の
台
地
上

で
、
な
ぜ
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
こ
う
も
壮
大
な
桜

並
木
が
と
い
う
と
、
こ
こ
は
も
と
も
と
、
御
料
牧

場
つ
ま
り
皇
室
の
牧
場
が
置
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ

で
、
そ
の
い
わ
ば
行
啓
道
路
を
飾
る
並
木
と
し
て

し
つ
ら
え
ら
れ
た
の
だ
。

　

記
録
に
よ
る
と
１
８
７
２
（
明
治
5
）
年
、
当

時
開
拓
次
官
だ
っ
た
黒
田
清
隆
が
新
冠
、
静
内
、

沙
流
三
郡
に
ま
た
が
る
お
よ
そ
７
万
ha
の
牧
場
を

開
設
、
野
生
馬
２
２
６
２
頭
を
放
牧
し
た
の
が
始

ま
り
だ
と
い
う
。
そ
の
後
、
１
８
７
７
（
明
治

10
）
年
に
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ダ
ン
に
よ
っ
て
面
積
を

縮
小
し
て
設
計
し
直
さ
れ
、
近
代
的
牧
場
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
。
こ
の
牧
場
は
新
冠
御
料
牧
場
と
呼

ば
れ
て
皇
室
の
牧
場
と
し
て
経
営
さ
れ
、
貴
賓
の

宿
舎
と
し
て
龍
雲
閣
が
建
て
ら
れ
た
。
１
９
１
１

（
明
治
44
）
年
に
は
大
正
天
皇
（
当
時
皇
太
子
）、

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
に
は
昭
和
天
皇
（
当
時

皇
太
子
）
が
宿
泊
、
伊
藤
博
文
も
こ
こ
に
絶
筆
と

い
わ
れ
る
七
言
絶
句
の
書
を
残
し
て
い
る
。
龍
雲

閣
に
は
こ
の
他
に
も
狩
野
探
幽
の
作
と
い
わ
れ
る

屏
風
「
牛
馬
の
図
」
や
多
く
の
賓
客
ら
が
残
し
た

馬
具
や
食
器
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

御
料
牧
場
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
農
林
省
管

轄
と
な
り
、
一
部
は
北
海
道
大
学
実
験
牧
場
に
移

管
さ
れ
た
。

　

二
十
間
道
路
が
で
き
た
の
は
１
９
０
３
（
明
治

36
）
年
で
、
そ
の
後
１
９
１
６
（
大
正
5
）
年
か

ら
約
3
年
を
費
や
し
て
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
が

植
え
ら
れ
て
現
在
に
至
っ
た
。
道
路
本
線
だ
け
で

は
な
く
枝
道
に
も
並
木
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
か
ら

実
際
に
は
総
延
長
は
も
っ
と
長
い
。
長
さ
で
は
日

本
有
数
だ
ろ
う
。

　

特
徴
的
な
の
は
桜
並
木
の
外
側
に
ト
ド
マ
ツ
が

列
植
し
て
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
風
除
け
の
つ
も

り
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
常
緑
を
背
景
と
し
て
桜
が

ま
こ
と
に
よ
く
映
え
る
。
も
う
一
つ
は
、
背
景
が

広
々
と
し
た
牧
場
で
、
日
高
の
馬
が
の
び
の
び
と

駆
け
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
二
つ
と
も
他
に
は

な
い
効
果
的
な
演
出
で
あ
る
。
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長
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世
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昭和20年頃の二十間道
路。この荒れた土の道に
春、桜が咲き並ぶ姿は今
とは違う美しさがあった
に違いない。桜の木々は
まだ低いことが分かる。

龍雲閣と伊藤博文の絶筆
といわれる書（下）

　

日
本
の
桜
並
木
の
大
部
分
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で

あ
る
。
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
山
桜
系
だ
か
ら
、
花

盛
り
に
葉
も
出
て
開
い
て
し
ま
う
の
と
、
花
が
紅

色
が
か
っ
て
い
る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
少
し
地
味

に
な
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
風
情
が
あ
る
の
だ
が
、

明
る
い
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
見
慣
れ
た
人
に
は
派
手

や
か
さ
が
足
り
な
い
、
と
い
う
人
も
少
な
く
な

い
。
山
桜
系
の
並
木
と
い
う
の
は
よ
そ
に
は
な
い

か
ら
、
そ
の
点
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
桜
並
木
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
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地
元
の
人
々
が
守
り
育
て
て
き
た「
道
」

　

北
海
道
で
は
5
月
の
黄
金
週
間
の
頃
に
桜
の
季
節
を
迎

え
る
。
二
十
間
道
路
の
桜
並
木
は
1
9
6
4
（
昭
和
39
）

年
に
第
１
回
し
ず
な
い
桜
祭
り
が
行
わ
れ
て
以
来
、
桜
の

季
節
に
は
毎
年
、
20
万
人
以
上
の
人
た
ち
が
集
ま
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
阿
波
踊

り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
咲
き
誇
る
壮
大
な
桜
並
木
の
下
で

行
わ
れ
、
思
い
思
い
に
長
い
冬
を
終
え
て
訪
れ
た
春
を
楽

し
む
。1
9
8
6（
昭
和
61
）年
に
は「
日
本
の
道
百
選
」（
建

設
省
）、
1
9
8
7
（
昭
和
62
）
年
に
は
「
北
海
道
二
十

景
北
の
彩
時
記
」（
北
海
道
郵
政
局
）、
1
9
8
8
（
昭
和

63
）
年
に
は
「
北
海
道
ま
ち
づ
く
り
1
0
0
選
」（
同
実

行
委
員
会
）、
1
9
9
0
（
平
成
2
）
年
に
は
日
本
さ
く

ら
の
会
に
よ
る
さ
く
ら
名
所
百
選
の
一
つ
に
も
選
ば
れ

た
。
ま
た
、
1
9
9
3
（
平
成
5
）
年
に
は
「
北
海
道
ま

ち
づ
く
り
1
0
0
選
ふ
る
さ
と
の
魅
力
の
発
掘
部
門
」（
同

実
行
委
員
会
）、
1
9
9
4
（
平
成
6
）
年
に
は
読
売
新

聞
社
の
「
新
・
日
本
街
路
樹
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
高
校
生
の
協
力
に
よ

り
、
沿
道
に
コ
ス
モ
ス
を
植
え
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て

い
る
。
春
に
は
桜
を
、
秋
に
は
秋
桜
を
愛
で
よ
う
と
い
う

粋
な
取
り
組
み
だ
。

　

1
9
0
3
（
明
治
36
）
年
に
行
啓
道
路
と
し
て
開
か
れ

て
か
ら
1
0
0
年
。
そ
の
間
、
地
元
の
多
く
の
方
々
が
こ

の
桜
並
木
を
愛
し
、
成
長
を
願
っ
て
手
入
れ
を
続
け
、
守

り
育
て
て
き
た
こ
と
に
も
う
一
度
、
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
。
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歴
史
都
市
の
お
も
し
ろ
さ
は
、
町
が
た
ど
っ
て
き
た
時

の
流
れ
が
、
建
物
や
街
路
の
細
か
な
つ
く
り
の
変
化
に
堆

積
し
、
そ
れ
を
足
と
目
で
読
み
と
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ

る
。
函
館
の
よ
う
な
港
町
で
あ
れ
ば
、
海
や
坂
、
山
が
加

わ
っ
て
、
一
層
く
っ
き
り
と
目
に
映
え
て
く
る
。

　

函
館
は
北
海
道
へ
の
玄
関
口
で
あ
り
、
日
本
が
近
代
へ

と
踏
み
い
っ
た
歴
史
の
玄
関
口
で
も
あ
っ
た
。
い
ま
は
内

陸
部
へ
大
き
く
ひ
ろ
が
っ
た
函
館
市
だ
が
、
そ
の
原
点
は

函
館
山
麓
の
西
部
旧
市
街
に
あ
る
。
旧
市
街
の
中
央
に
ひ

と
き
わ
広
く
通
さ
れ
た
坂
道
が
あ
っ
て
、
基
坂
（
も
と
い

ざ
か
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
基
」
は
文
字
通
り
函
館
の

原
点
を
記
念
し
て
つ
け
た
名
称
だ
。

　

基
坂
の
下
端
に
は
、
１
８
５
９
（
安
政
６
）
年
、
国
際

貿
易
港
と
し
て
の
開
港
と
同
時
に
運
上
所
、
後
の
税
関
が

設
け
ら
れ
た
。
坂
を
登
り
つ
め
た
と
こ
ろ
に
は
、
旧
函
館

区
公
会
堂
が
華
や
か
な
姿
を
見
せ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は

幕
府
の
奉
行
所
が
あ
っ
た
。
１
８
０
３
（
享
和
３
）
年
、

坂
道
の
真
正
面
に
建
て
ら
れ
た
役
所
で
あ
る
。
時
代
が
明

治
に
な
っ
て
、
開
拓
使
函
館
支
庁
、
函
館
県
庁
、
次
い
で

北
海
道
庁
の
支
庁
に
看
板
が
変
わ
っ
た
。
１
９
０
９
（
明

治
42
）
年
に
建
て
ら
れ
た
函
館
支
庁
、
の
ち
の
渡
島
支
庁

舎
が
残
っ
て
い
る
。
い
ま
は
あ
た
り
が
元
町
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
、
庁
舎
は
位
置
を
少
し
脇
に
移
し
て
観
光
案
内

所
に
な
っ
て
い
る
。

　

基
坂
は
こ
の
よ
う
に
幕
政
時
代
の
函
館
の
原
点
を
象
徴

し
て
い
る
が
、
原
点
は
は
る
か
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
。
函

館
（
昔
は
箱
館
と
書
い
た
）
の
ル
ー
ツ
は
、
箱
の
よ
う
に

四
角
な
館
＝
城
砦
だ
っ
た
と
い
う
。
館
の
位
置
は
基
坂
の

現
在
の
市
立
病
院
跡
の
あ
た
り
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

基
坂
が
通
さ
れ
る
前
は
、
海
べ
り
の
下
町
と
は
崖
で
へ
だ

て
ら
れ
た
高
台
に
な
っ
て
い
て
、
海
を
見
わ
た
す
絶
好
の

立
地
だ
っ
た
。

　

海
べ
り
の
道
筋
は
い
ま
の
市
電
通
り
に
あ
た
る
。
船
着

き
場
を
背
後
に
し
て
問
屋
が
軒
を
連
ね
て
い
た
。
箱
館
港

町
は
18
世
紀
末
に
は
、
松
前
、
江
差
と
な
ら
ん
で
「
松
前

の
三
湊
」
と
謳
わ
れ
た
。
た
だ
そ
の
中
心
は
、
古
く
は
岬

寄
り
の
弁
天
町
に
あ
っ
た
が
、
少
し
ず
つ
末
広
町
（
昔
の

町
名
で
は
内
澗
町
）
へ
、
さ
ら
に
大
正
・
昭
和
期
に
は
末

広
町
の
十
字
街
か
ら
現
函
館
駅
前
一
帯
へ
と
移
っ
て
い
っ

た
。

　

末
広
町
の
旧
金
森
洋
物
店
（
１
８
８
０
年
／
道
指
定
有

形
文
化
財
）
は
、
こ
の
あ
た
り
が
中
心
だ
っ
た
時
代
を
代

表
す
る
。
１
８
７
８
、７
９
（
明
治
11
、
12
）
年
と
続
い

た
大
火
の
あ
と
、
開
拓
使
の
指
導
で
防
火
造
市
街
の
建
設

が
進
め
ら
れ
た
。
末
広
町
街
路
は
防
火
造
商
家
が
ず
ら
り

と
並
ぶ
街
並
み
に
な
っ
た
が
、
同
じ
防
火
造
で
も
伝
統
的

な
土
蔵
造
り
が
一
般
的
だ
っ
た
中
で
、
金
森
洋
物
店
を
中

心
と
し
た
こ
の
一
画
だ
け
は
多
く
が
れ
ん
が
造
で
建
て
ら

れ
た
。
開
拓
使
が
れ
ん
が
を
製
造
し
、
そ
の
使
用
を
奨
励

し
た
こ
と
を
受
け
入
れ
た
、
函
館
商
人
の
進
取
性
が
よ
く

表
わ
れ
て
い
る
。

　

建
物
の
表
面
は
赤
れ
ん
が
で
は
な
く
、
白
漆
喰
を
塗
っ
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大火と函館商人の
進取性が生んだ「街」

 
函
館
西
部
地
区
の
街
並
み 
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街
の
主
役
と
脇
役
た
ち

　

西
部
の
街
並
み
を
歩
き
ま
わ
る
と
、
ま
る
で
ス
ペ
ク

タ
ク
ル
で
も
観
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
各
時
代
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
名
優
た
ち
が
次
か
ら

次
と
登
場
し
て
く
る
。
主
役
も
脇
役
も
そ
れ
ぞ
れ
に
個

性
豊
か
だ
。

　

主
役
の
一
番
手
は
旧
函
館
区
公
会
堂
（
1
9
1
3
年

／
重
要
文
化
財
）
で
あ
ろ
う
か
。
鮮
や
か
な
青
み
と
黄

色
と
い
う
ペ
イ
ン
ト
が
意
表
を
つ
く
。
正
面
二
階
の
ベ

ラ
ン
ダ
は
外
見
も
華
や
か
だ
が
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
基

坂
を
通
し
て
海
を
見
下
ろ
す
眺
望
が
な
ん
と
も
豪
華

だ
。

　

近
く
に
は
、
ロ
シ
ア
正
教
会
の
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

復
活
聖
堂
（
1
9
1
6
年
／
重
要
文
化
財
）
が
あ
る
。

エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
役
柄
で
人
気
度
で
は
ト
ッ
プ
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
す
ぐ
下
に
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
カ
ト

リ
ッ
ク
元
町
教
会
（
1
9
2
4
年
）
が
あ
る
し
、
東
本

願
寺
函
館
別
院
の
大
屋
根
が
見
え
て
い
る
。
東
本
願
寺

の
伽
藍
は
日
本
で
最
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
寺
院
と

し
て
も
知
ら
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
が
肩
を
寄
せ

合
っ
て
い
る
姿
は
、
開
放
的
な
開
港
場
の
気
風
を
よ
く

あ
ら
わ
し
て
い
る
。
国
際
的
と
い
え
ば
、
旧
イ
ギ
リ
ス

領
事
館
（
1
9
1
3
年
／
現
開
港
記
念
館
）
や
旧
ロ

シ
ア
領
事
館
（
1
9
0
8
年
）
が
あ
る
。
中
華
会
館

（
1
9
1
5
年
）
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

こ
う
し
た
主
役
に
混
じ
る
脇
役
が
ま
た
す
ご
い
。
和

洋
さ
ま
ざ
ま
な
商
家
や
住
宅
が
び
っ
し
り
建
っ
て
い

る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
一
階
は
格
子
戸
の
伝
統
的
な
構

え
な
の
に
、
二
階
が
下
見
板
ペ
イ
ン
ト
に
縦
長
の
ガ
ラ

ス
窓
を
お
き
、
立
派
な
軒
飾
り
を
ま
わ
す
と
い
う
上
下

和
洋
折
衷
デ
ザ
イ
ン
の
町
家
で
あ
る
。
庶
民
の
工
夫
を

し
ゃ
れ
た
姿
で
表
わ
し
た
建
築
様
式
と
い
っ
て
よ
い
。

て
仕
上
げ
た
。
旧
金
森
洋
物
店
で
は
、
壁
の
隅
角
や
窓
ま

わ
り
に
石
積
み
形
や
ア
ー
チ
形
を
つ
く
り
だ
し
て
、
文
明

開
化
時
代
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
さ
れ
た
。
こ
の
れ
ん
が
・

白
漆
喰
は
函
館
の
お
気
に
入
り
に
な
っ
た
よ
う
で
、
明
治

中
期
の
太
刀
川
商
店
（
１
９
0
１
年
／
重
要
文
化
財
）
は

こ
の
手
法
で
、
重
厚
な
土
蔵
造
り
の
意
匠
を
主
と
し
な
が

ら
、
よ
く
見
る
と
ア
ー
チ
の
よ
う
な
洋
風
も
取
り
込
ん
で

い
る
。
明
治
末
の
旧
金
森
船
具
店
（
１
９
１
１
年
／
現
金

森
美
術
館
）
は
ル
ネ
サ
ン
ス
風
の
デ
ザ
イ
ン
で
つ
く
ら
れ

て
い
る
。

　

函
館
は
大
火
の
町
と
し
て
知
ら
れ
る
。
１
９
３
４
（
昭

和
９
）
年
の
大
惨
禍
で
最
後
に
な
っ
た
が
、
先
に
ふ
れ
た

明
治
11
、
12
年
の
あ
と
、
明
治
40
年
、
大
正
10
年
と
市
街

の
中
枢
を
焼
き
尽
く
す
大
火
に
襲
わ
れ
た
。
そ
の
つ
ど
街

は
立
派
に
再
興
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
結
果
と
し
て
焼

失
域
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
色
が
街
並
み
に
刻
印

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

西
部
市
街
は
大
半
が
１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
の
大
火

で
失
わ
れ
た
後
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
め
に
か
け
て
再
興

さ
れ
た
。
た
だ
し
弁
天
町
の
方
は
一
部
が
焼
失
を
ま
ぬ
が

れ
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
大
火
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
の

建
物
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
元
町
・
末
広
町
の
あ
た
り

か
ら
宝
来
町
方
面
は
大
正
10
年
に
焼
け
て
い
て
、
宝
来

町
「
銀
座
街
」
は
こ
の
大
火
後
、
防
火
帯
と
し
て
再
興
さ

れ
た
。
そ
れ
も
当
時
は
日
本
で
も
最
先
端
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
、
同
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
で
建
て
ら
れ
た
。
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箱
館
戦
争
は
１
８
６
８
（
明
治
元
）
年
10
月
20
日
の
旧

幕
府
脱
走
軍
の
蝦
夷
地
侵
攻
に
始
ま
り
、
翌
69
年
春
の
新

政
府
軍
の
猛
反
撃
に
よ
り
、
旧
幕
府
脱
走
軍
は
つ
い
に
降

伏
、
5
月
18
日
の
五
稜
郭
明
け
渡
し
で
終
焉
を
告
げ
た
。

戊
辰
戦
争
の
最
後
の
戦
い
で
あ
る
。

　

戦
争
の
地
域
は
道
南
一
帯
に
及
び
、随
所
に
そ
の
遺
跡
、

遺
構
が
見
ら
れ
る
。
明
治
元
年
の
戦
い
は
榎
本
武
揚
率
い

る
旧
幕
府
脱
走
軍
艦
隊
が
森
町
鷲
ノ
木
に
上
陸
し
た
地
点

か
ら
始
ま
り
、
五
稜
郭
へ
向
け
進
撃
す
る
途
中
、
激
戦
と

な
っ
た
七
飯
の
峠
下
や
大
野
、
土
方
歳
三
ら
が
進
撃
し
た

川
汲
峠
、
戦
火
に
覆
わ
れ
た
松
前
藩
の
居
城
・
福
山
城
下
、

松
前
藩
の
新
城
、
厚
沢
部
の
館
城
、
開
陽
丸
が
座
礁
沈
没

し
た
江
差
町
の
鴎
島
な
ど
、
そ
の
戦
闘
の
跡
を
た
ど
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

五
稜
郭
は
蝦
夷
島
仮
政
権
の
本
営
地
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
、
士
官
以
上
の
入
札
に
よ
り
総
裁
に
榎
本
、
副
総
裁
に

松
平
太
郎
を
選
出
し
た
。
榎
本
は
朝
廷
に
た
い
し
て
最
後

の
「
嘆
願
書
」
を
提
出
し
た
。

　

だ
が
新
政
府
は
こ
れ
を
握
り
つ
ぶ
し
、
賊
徒
追
討
を
決

め
る
。

　

決
戦
を
覚
悟
し
た
榎
本
は
、
急
ぎ
五
稜
郭
の
北
東
側
の

東
照
宮
を
守
備
す
る
た
め
に
四
稜
郭
を
造
成
し
、
さ
ら
に

権
現
台
場
や
千
代
ヶ
岡
陣
屋
、
弁
天
岬
台
場
、
松
前
、
江

差
な
ど
の
守
り
を
強
化
し
た
。

　

１
８
６
９
（
明
治
２
）
年
４
月
、
新
政
府
軍
は
反
撃
を

開
始
し
、乙
部
の
海
岸
か
ら
上
陸
し
た
。
海
岸
近
く
に「
官

軍
上
陸
の
地
」
碑
が
立
っ
て
い
る
。
新
政
府
軍
は
一
気
に

江
差
を
突
破
し
、
松
前
を
奪
い
返
し
た
う
え
、
福
島
、
木

古
内
、
上
磯
な
ど
で
戦
闘
を
展
開
し
た
。
大
野
の
二
股
口

は
箱
館
に
通
じ
る
難
所
で
、
も
っ
と
も
激
戦
と
な
っ
た
場

所
で
あ
る
。

　

新
政
府
軍
は
じ
り
じ
り
と
五
稜
郭
へ
迫
り
、
5
月
11
日

に
箱
館
総
攻
撃
を
か
け
た
。
こ
の
日
、
土
方
歳
三
が
一
本

木
関
門
を
突
破
し
た
後
に
戦
死
し
た
。
弁
天
岬
台
場
は
降

伏
し
、
16
日
、
千
代
ヶ
岡
陣
屋
は
壮
絶
な
戦
い
の
末
に
陥

落
し
た
。
そ
の
夜
、
榎
本
は
切
腹
し
よ
う
と
し
て
果
た
せ

ず
、つ
い
に
降
伏
を
決
意
し
た
。
18
日
五
稜
郭
明
け
渡
し
。

　

箱
館
五
稜
郭
祭
り
は
毎
年
、
こ
の
明
け
渡
し
の
日
に
近

い
土
日
に
開
催
さ
れ
る
。
圧
巻
は
両
軍
の
パ
レ
ー
ド
だ
。

マ
ー
チ
に
乗
っ
て
葵
の
紋
の
旗
を
押
し
立
て
て
旧
幕
府
脱

走
軍
、
つ
ま
り
蝦
夷
地
仮
政
権
軍
が
登
場
す
る
。
黒
い
フ

ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
に
身
を
固
め
た
榎
本
武
揚
が
松
平
太
郎
や

大
島
圭
介
、
荒
井
郁
之
助
ら
を
従
え
て
進
む
。
こ
こ
で
も

人
気
は
「
誠
」
の
旗
を
ひ
る
が
え
す
新
選
組
の
土
方
歳
三

ら
だ
。

　

続
い
て
新
政
府
軍
総
裁
の
黒
田
清
隆
以
下
の
武
将
が

赤
、
黒
、
白
の
シ
ャ
グ
マ
を
か
ぶ
り
、
威
風
堂
々
と
進
む
。

酒
樽
の
行
列
は
、
榎
本
が
オ
ラ
ン
ダ
留
学
時
代
に
学
ん
だ

「
海
津
全
書
」
を
兵
火
に
焼
く
の
は
忍
び
な
い
と
し
て
黒

田
に
贈
っ
た
の
に
た
い
す
る
黒
田
が
返
礼
の
酒
で
あ
る
。

　

途
中
、
大
砲
が
ド
、
ド
ー
ン
、
と
轟
音
を
響
か
せ
、
沿

道
を
埋
め
た
人
々
を
魅
了
す
る
。
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道
南
一
帯
に
残
る

激
戦
の
傷
跡

 
五
稜
郭
と
箱
館
戦
争
の
遺
構 
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も
う
一
つ
の
「
碧
血
碑
」

　

函
館
市
谷
地
頭
町
の
函
館
山
山
腹
に
建
つ
「
碧
血
碑
」
は
旧
幕
府
脱
走
軍
の
戦
死
者
を

祭
る
慰
霊
碑
で
、
1
8
7
5
（
明
治
8
）
年
に
生
き
残
っ
た
旧
幕
府
脱
走
軍
兵
ら
や
同
志

に
よ
り
建
立
さ
れ
た
。
碧
血
の
意
味
は
中
国
の
故
事
に
あ
る
「
義
に
殉
じ
た
武
人
の
血
は

死
後
3
年
を
経
て
碧
玉
と
化
す
」
か
ら
取
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
碧
血
碑
は
も
う
一
つ
、
厚
沢
部
町
稲
倉
に
現
存
す
る
。
た
だ
し
こ
ち
ら
は
官

軍
も
賊
軍
も
な
い
悲
し
み
の
碑
で
あ
る
。

　

1
8
6
8
（
慶
応
4
年
、
9
月
に
明
治
と
改
元
）
年
8
月
、
松
前
藩
内
で
正
義
隊
に
よ

る
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
り
、
政
権
が
変
動
し
た
の
を
機
に
、
厚
沢
部
に
新
城
の
建
設
が
始

ま
っ
た
。
本
丸
を
中
心
に
柵
を
回
し
表
門
、
北
門
を
つ
け
た
だ
け
の
新
城
・
館
城
が
で
き

た
の
は
10
月
20
日
。

　

と
こ
ろ
が
皮
肉
に
も
こ
の
日
、
榎
本
武
揚
率
い
る
旧
幕
府
脱
走
軍
艦
隊
が
鷲
ノ
木
か
ら

上
陸
し
た
。
五
稜
郭
を
奪
っ
た
旧
幕
府
脱
走
軍
は
捕
虜
の
松
前
藩
士
を
使
者
に
立
て
、
松

前
に
「
共
存
」
を
伝
え
た
。
だ
が
松
前
藩
は
使
者
を
斬
り
捨
て
た
。
激
怒
し
た
榎
本
は
松

前
攻
撃
を
命
じ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
城
は
落
ち
た
。

　

藩
主
の
徳
広
は
い
ち
早
く
新
城
の
館
に
逃
れ
た
が
、
旧
幕
府
脱
走
軍
は
す
か
さ
ず
館
へ

向
か
い
、
厚
沢
部
の
鶉
と
稲
倉
石
で
激
戦
に
な
り
、
両
軍
多
く
の
死
者
を
出
し
た
。
そ
の

挙
げ
句
、
館
城
は
落
城
し
た
。
藩
主
ら
は
熊
石
ま
で
逃
れ
、
そ
こ
か
ら
船
で
津
軽
へ
落
ち

延
び
た
が
、
藩
主
は
喀
血
死
。
側
近
は
自
害
と
偽
り
の
書
面
を
新
政
府
に
提
出
し
て
体
面

を
保
っ
た
。

　

鶉
山
道
を
開
い
た
厚
沢
部
の
麓
長
吉
は
、
付
近
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
死
体
を
、
敵
も

味
方
も
な
く
一
か
所
に
ま
と
め
て
合
葬
し
た
。
松
前
藩
士
の
末
裔
が
碧
血
碑
を
建
て
、
改

め
て
こ
こ
に
埋
葬
し
た
の
は
1
9
1
9
（
大
正
8
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

姥神大神宮

227鴎島

開陽丸

追分会館 江差町役場

江差署

JR江差駅

新地町繁華街

「開陽丸」は徳川幕府がオランダに
発注した機帆走軍艦。1867（慶応
3）年に日本へ到着。翌1868（明
治元）年、榎本率いる旧幕府脱走
軍が江差攻撃のため進んだが、暴
風のため江差沖で座礁、沈没した。
1975（昭和50）年から始まった引
き揚げ作業によって発掘された遺
物は3万3000点近くに達し、それ
らは日本初の海底遺跡に登録され
た。1990（平成2）年、江差町に
実物大の開陽丸が再現され、さま
ざまな資料や遺物が補完･展示さ
れている（2004年の台風18号の影
響により現在は休艦中・2005年3
月現在）。
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真
正
面
に
の
こ
ぎ
り
の
歯
を
立
て
た
よ
う
な
赤
茶
け
た

岩
が
む
き
出
し
に
そ
そ
り
立
ち
、
谷
底
に
は
無
数
の
噴
気

孔
や
湧
出
口
。
火
山
ガ
ス
が
噴
出
す
る
姿
や
、
む
せ
か
え

る
よ
う
な
硫
黄
臭
は
、
ま
さ
に
地
獄
の
光
景
だ
。

　
「
地
獄
谷
」
は
北
海
道
を
代
表
す
る
温
泉
地
・
登
別
温

泉
最
大
の
源
泉
で
、
約
１
万
年
前
、
活
火
山
が
噴
火
し
た

時
に
生
ま
れ
た
爆
裂
火
山
口
跡
で
あ
る
。
長
径
４
５
０

m
、
面
積
11 

ha
の
谷
底
に
は
、
大
地
獄
を
は
じ
め
、
昭
和
、

32

世
界
に
も
稀
な「
デ
パ
ー
ト
」は

「
地
獄
」で
作
ら
れ
る

 
登
別
温
泉
地
獄
谷 

剣
山
、
大
、
竜
巻
、
虎
、
血
の
池
、
硫
黄
、
御
初
、
奥
地

獄
、
鉛
、
乙
女
、
鉄
砲
、
湯
ノ
花
、
鉄
泉
、
千
畳
の
名
の

つ
い
た
大
小
15
の
地
獄
が
あ
り
、
そ
の
凄
さ
を
物
語
っ
て

い
る
。
こ
こ
か
ら
成
分
の
異
な
る
湯
が
毎
分
3
0
0
0
ℓ

も
噴
き
出
し
、温
泉
街
の
旅
館
や
ホ
テ
ル
に
給
湯
さ
れ
る
。

　

登
別
温
泉
の
源
泉
は
地
獄
谷
の
他
に
も
あ
り
、
温
度
は

45
度
か
ら
90
度
と
高
温
で
、
１
日
１
万
ト
ン
の
温
泉
が
自

然
湧
出
し
て
い
る
。
最
大
の
特
徴
は
、硫
黄
泉
や
食
塩
泉
、

鉄
泉
、
明
ば
ん
泉
な
ど
11
種
類
も
の
温
泉
が
湧
出
し
て
い

る
こ
と
で
、「
温
泉
の
デ
パ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
だ
。

こ
の
こ
と
は
世
界
的
に
も
珍
し
く
、
古
く
か
ら
多
く
の
研

究
者
が
足
を
運
ぶ
。

　
「
ノ
ボ
リ
ベ
ッ
と
い
う
小
川
有
り
、
こ
の
川
上
に
温
泉

湧
き
出
て
、
流
れ
来
る
た
め
白
粉
と
紺
青
を
か
き
た
て
る

が
如
し
、
一
日
も
水
底
の
見
ゆ
る
事
な
し
」。
こ
れ
は
約

２
１
０
年
前
、
蝦
夷
地
を
探
検
し
た
最
上
徳
内
の
『
蝦
夷

草
子
』
に
描
写
さ
れ
た
登
別
の
風
景
で
あ
る
。
川
底
が
見

え
な
い
ほ
ど
温
泉
水
が
流
れ
込
む
様
子
か
ら
、
当
時
か
ら

豊
富
に
温
泉
が
湧
き
出
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

登
別
の
語
源
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
ヌ
プ
ル
ペ
ッ
（
白
く
濁
っ

た
川
・
色
の
濃
い
川
）」
に
由
来
し
、
温
泉
街
を
流
れ
る

川
を
ア
イ
ヌ
語
で「
ク
ス
リ
サ
ン
ペ
ッ（
薬
湯
そ
こ
を
通
っ

て
浜
に
出
る
川
）」
と
呼
ぶ
。
古
く
か
ら
ア
イ
ヌ
の
人
々

も
こ
の
温
泉
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

 

１
８
５
８
（
安
政
5
）
年
に
は
、「
北
海
道
」
の
名
付

け
親
で
も
あ
る
探
検
家
の
松
浦
武
四
郎
が
訪
れ
た
記
録
が
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温
泉
だ
け
で
は
な
い
登
別
の
魅
力

　

地
獄
谷
の
周
辺
に
は
活
火
山
地
帯
だ
か
ら
こ
そ
の
見
所
が
多
い
。
地
獄

谷
の
北
東
に
位
置
し
、
周
囲
約
1
㎞
の
ひ
ょ
う
た
ん
型
の
沼
「
大
湯
沼
」。

最
深
部
は
約
25
m
あ
り
、
地
底
か
ら
湧
き
出
た
1
3
0
度
の
熱
湯
に
よ
っ

て
温
め
ら
れ
、
灰
黒
色
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、大
正
時
代
に
起
こ
っ
た
小
爆
発
で
生
ま
れ
た
「
大
正
地
獄
」
は
、

直
径
10
ｍ
と
小
さ
い
な
が
ら
も
、
10
日
間
程
度
の
周
期
で
湯
の
量
が
増
減

す
る
間
欠
泉
で
、
今
も
89
度
の
湯
が
激
し
く
噴
き
出
し
煮
え
た
ぎ
る
。
湯

量
が
減
っ
た
と
き
に
は
地
の
底
か
ら
不
気
味
な
地
鳴
り
が
聞
こ
え
る
と
い

う
。
湯
の
色
が
白
、
青
、
黒
、
ピ
ン
ク
、
グ
レ
ー
な
ど
7
色
に
変
わ
る
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
獄
谷
の
周
辺
は
自
然
の
宝
庫
で
も
あ
る
。「
日
和
山
」
は
今

も
頂
の
裂
け
目
か
ら
白
煙
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
が
、
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
、

ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
、
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
高
山
植
物
が
群
落
を
作
っ
て
お
り

名
所
と
し
て
も
人
気
が
高
い
。

　

登
別
市
で
は
、こ
う
し
た
１
万
年
前
の
火
山
活
動
が
く
れ
た
「
地
獄
谷
」

の
恩
恵
を
多
く
の
方
々
に
堪
能
し
て
も
ら
お
う
と
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
地
獄
谷
や
大
湯
沼
の
周
辺
に
は
自
然
探
勝
路

が
整
備
さ
れ
、
地
獄
谷
の
展
望
台
で
は
5
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
、
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
市
民
が
待
機
し
、希
望
に
応
じ
て
案
内
を
し
て
く
れ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
地
獄
の
種
類
や
火
山
性

地
質
の
影
響
を
受
け
た
特
殊
な
植
物
、
ク
マ
ゲ
ラ
や
コ
ミ
ミ
ズ
ク
な
ど
数

多
く
生
息
す
る
野
鳥
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
。
当
時
は
険
し
い
山
道
し
か
な
く
、
訪
れ
る
人
は
稀

だ
っ
た
ら
し
い
。

　

こ
の
温
泉
地
に
道
を
つ
け
た
の
は
、
近
江
商
人
・
岡
田

半
兵
衛
で
あ
る
。
地
獄
谷
の
硫
黄
採
掘
の
た
め
に
道
を
開

き
、
湯
治
人
止
宿
場
と
い
う
共
同
浴
場
を
作
っ
た
。
さ
ら

に
、
明
治
維
新
の
混
乱
期
に
は
、
皮
膚
病
に
苦
し
む
妻
の

た
め
に
山
道
を
分
け
入
り
温
泉
に
た
ど
り
着
き
、
妻
の
治

療
を
始
め
た
滝
本
金
蔵
が
、
そ
の
効
果
に
感
動
し
、
明
治

政
府
公
認
の
「
湯
守
」
の
許
可
を
取
り
付
け
た
。
大
工
の

腕
を
生
か
し
て
湯
宿
を
設
け
、
け
も
の
道
に
私
費
を
投
じ

て
道
路
を
整
備
し
、
客
馬
車
の
運
行
な
ど
も
手
が
け
た
と

い
う
。
妻
を
思
う
気
持
ち
か
ら
い
ま
の
登
別
温
泉
が
生
ま

れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
登
別
温
泉
は
、
１
９
０
５
（
明
治
38
）
年
に

日
露
戦
争
傷
病
兵
の
保
養
地
に
指
定
さ
れ
、「
名
湯
」
と

し
て
全
国
に
名
が
広
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
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ブ
ナ
は
温
帯
の
代
表
的
樹
種
と
し
て
世
界
の
北
半
球
中

緯
度
地
方
に
広
く
分
布
す
る
。
日
本
の
ブ
ナ
林
は
東
北
地

方
に
多
く
、
白
神
山
地
の
原
生
林
が
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
で
は
渡
島
半
島
が
そ
の
分
布
域

で
黒
松
内
低
地
帯
は
そ
の
北
限
に
な
る
。

　

黒
松
内
低
地
帯
の
最
大
の
ブ
ナ
群
落
で
あ
る
歌
才
ブ
ナ

林
は
1
9
2
8
（
昭
和
３
）
年
に
天
然
記
念
物
指
定
を
受

け
た
。
太
平
洋
戦
争
末
期
と
戦
後
の
一
時
期
に
伐
採
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
た
り
し
た
が
、
幸
い
に
ま
ぬ
が
れ
て
保
存

さ
れ
た
。
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
Ｊ
Ｒ

函
館
本
線
黒
松
内
駅
の
南
東
約
４
km
に
位
置
す
る
面
積

9
2
･
4
3
ha
の
林
だ
が
、
こ
の
他
に
白
井
川
保
護
林
、

ツ
バ
メ
の
沢
保
護
林
、
添
別
町
有
林
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら

に
近
隣
の
狩
場
山
、
大
平
山
な
ど
に
も
ブ
ナ
林
が
み
ら
れ

る
。

　

歌
才
ブ
ナ
林
は
、
ブ
ナ
の
分
布
北
限
の
特
徴
と
し
て
ブ

ナ
の
優
占
度
が
低
く
（
全
体
の
6
割
程
度
）、
シ
ナ
ノ
キ
、

ミ
ズ
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
シ
ラ
カ
ン
バ
、
ハ
リ
ギ
リ
、

キ
ハ
ダ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
な
ど
が
混
交
す
る
。

こ
の
林
の
ブ
ナ
の
最
大
胸
高
直
径
は
1
3
6
cm
で
、
推
定

樹
齢
2
5
0
年
に
達
す
る
。

　

林
の
下
に
は
ハ
イ
イ
ヌ
ガ
ヤ
、
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
、
コ
マ

ユ
ミ
、
ハ
ナ
ヒ
リ
ノ
キ
、
ホ
ツ
ツ
ジ
、
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
、

ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ
、
ナ
ツ
ハ
ゼ
、
オ
オ
バ
ス
ノ
キ
、
ツ
ル

シ
キ
ミ
、
ク
マ
イ
ザ
サ
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
ジ
ュ
ウ
モ
ン

ジ
シ
ダ
、
シ
ラ
ネ
ワ
ラ
ビ
、
ク
ジ
ャ
ク
シ
ダ
、
ク
サ
ソ
テ
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四
季
を
通
し
て

「
緑
の
ダ
ム
」に

あ
ふ
れ
る
美
し
さ

 
北
限
の
ブ
ナ
林 

日
本
で
唯
一
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー　

　

ア
メ
リ
カ
大
陸
に
は
ア
メ
リ
カ
ブ
ナ
と
メ
キ
シ
コ

ブ
ナ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
英
国
南
部
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ブ
ナ
が
、
ま
た
、
中
国
に
は
チ
ェ
ン
ブ
ナ
、
エ
ン

グ
ラ
ー
ブ
ナ
、
テ
リ
ハ
ブ
ナ
お
よ
び
ナ
ガ
エ
ブ
ナ
が

分
布
す
る
。
台
湾
に
は
タ
イ
ワ
ン
ブ
ナ
が
、
そ
し
て

日
本
に
は
ブ
ナ
と
イ
ヌ
ブ
ナ
お
よ
び
タ
ケ
シ
マ
ブ
ナ

が
あ
る
。

　

幕
末
の
探
検
家
・
松
浦
武
四
郎
は
、
そ
の
克
明
な

記
録
で
有
名
な
『
東
蝦
夷
日
誌
』
で
、
長
万
部
か
ら

黒
松
内
へ
の
経
路
を
「
右
に
ス
ツ
ツ
ベ
ツ
（
寿
都

別
）、
左
黒
松
内
川
を
眺
め
々
下
り
て
風
栗
（
ピ
ラ

ニ
）
の
木
臺
、是
ぶ
な
多
き
が
故
に
名
づ
く
。
後
ろ
、

ツ
、
メ
シ
ダ
、
シ
シ
ガ
シ
ラ
な
ど
の
羊
歯
類
も
多
い
。
添

別
町
有
林
で
は
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
が
こ
と
に
目
に
付
く
。

　

な
ぜ
、
ブ
ナ
が
こ
の
あ
た
り
を
北
限
と
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
あ
る
。
温
潤
な
気
候
下
に

あ
る
日
本
に
お
い
て
、
植
物
の
生
育
を
左
右
す
る
第
一
条

件
は
温
度
だ
が
、
成
長
期
間
の
温
度
条
件
を
示
す
温
量
指

数
（
月
平
均
気
温
の
う
ち
、
植
物
の
生
長
に
有
効
な
５
度

以
上
の
数
値
を
合
算
し
た
も
の
）
か
ら
は
ブ
ナ
の
生
育
は

も
っ
と
北
の
ほ
う
で
も
可
能
だ
。
で
は
、
な
ぜ
黒
松
内
低

地
帯
を
越
え
な
い
か
？
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ウ
タ
サ
イ
（
丸
山
）
と
云
う
山
あ
り
」（
カ
ッ
コ
内

筆
者
）
と
記
し
て
い
る
。
風
栗
（
ピ
ラ
ニ
）
は
ブ
ナ

の
こ
と
だ
と
し
て
い
る
が
ア
イ
ヌ
名
が
そ
う
な
の
か

ど
う
か
確
か
で
は
な
い
。
バ
チ
ェ
ラ
ー
の
辞
書
に
は

B
eech=A

tuisam

と
な
っ
て
い
る
。

　

黒
松
内
町
に
は
黒
松
内
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ

て
ブ
ナ
と
ブ
ナ
林
に
つ
い
て
の
資
料
を
備
え
、
学
芸

員
が
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
ブ
ナ
に
絞
っ

た
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
日
本
で
唯
一
の
も

の
だ
。
年
間
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
野
外
・
屋
内
講

座
や
展
示
な
ど
の
企
画
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
近
く

に
は
歌
才
自
然
の
家
と
い
う
研
修
室
を
備
え
た
宿
泊

施
設
も
あ
る
。

　

山
火
事
原
因
説
あ
り
、
結
実
期
に
日
本
海
側
か
ら
低
地

帯
を
太
平
洋
側
に
吹
き
抜
け
る
冷
た
い
風
に
よ
る
と
い
う

説
あ
り
、
羊
蹄
火
山
群
阻
害
説
あ
り
、
降
水
量
制
約
説
あ

り
、
気
候
特
性
反
映
食
性
配
置
説
あ
り
と
諸
説
が
出
さ
れ

た
。
氷
河
期
に
い
っ
た
ん
、
南
に
追
い
や
ら
れ
た
の
が
い

ま
、
少
し
ず
つ
北
に
分
布
域
を
広
げ
て
い
る
途
中
だ
と
も

み
ら
れ
る
。
そ
し
て
も
っ
と
北
に
分
布
す
る
ミ
ズ
ナ
ラ
林

と
こ
こ
で
競
合
し
つ
つ
す
み
分
け
て
い
る
（
ニ
ッ
チ
境
界

説
：
渡
辺
、
１
９
８
５
）
と
い
う
の
が
い
ま
の
と
こ
ろ
、

も
っ
と
も
う
な
ず
け
る
見
方
ら
し
い
。

　

ブ
ナ
と
い
う
木
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
な

か
っ
た
。別
の
良
材
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ブ
ナ
は
家
具
材
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン

の
も
の
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
お
椀
な

ど
の
雑
器
類
に
し
か
使
わ
れ
な
か
っ
た
。
最
近
ま
で
材
は

ほ
と
ん
ど
輸
出
さ
れ
て
き
た
。
並
木
や
庭
園
に
使
わ
れ
る

こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
２
０
０
５
（
平
成
17
）

年
に
は
函
館
駅
前
の
植
え
込
み
に
ブ
ナ
が
登
場
す
る
。
黒

松
内
町
で
も
市
街
地
や
国
道
並
木
に
ブ
ナ
を
採
用
し
て
い

る
。　
　

　

近
年
は
そ
の
新
緑
や
黄
葉
や
灰
白
色
の
木
肌
の
美
し
さ

が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
黒
松
内
に
は
ブ
ナ
林
を
楽

し
む
人
た
ち
が
四
季
を
通
し
て
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ブ
ナ
の
落
葉
は
繊
維
が
硬
い
の
で
な
か
な
か
分
解
し
に

く
く
、
林
内
を
歩
く
と
地
面
が
、
弾
力
が
あ
っ
て
ま
る
で

ク
ッ
シ
ョ
ン
の
上
に
い
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
こ
の
堆

積
し
た
落
葉
の
層
が
高
い
保
水
力
を
持
ち
、「
ブ
ナ
の
森

は
緑
の
ダ
ム
」
と
い
わ
れ
、
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

ブ
ナ
の
実
（
種
子
）
は
三
角
錐
型
を
し
て
い
る
の
で
蕎

麦
の
実
に
見
立
て
て
ソ
バ
グ
リ
（
蕎
麦
栗
）
の
名
も
あ
る
。

こ
れ
は
ク
マ
も
好
物
だ
そ
う
で
、
結
実
の
多
い
年
に
は
か

な
り
食
べ
る
と
い
う
。
ブ
ナ
は
漢
字
で
は
「
山
毛
欅
」
と

書
く
ほ
か
、「
掬
」
あ
る
い
は
「
橅
」
と
も
書
く
。
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冬
、
厳
し
い
寒
さ
や
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
北
海
道
人
に

と
っ
て
最
大
の
娯
楽
は
ス
キ
ー
だ
っ
た
。
小
学
校
の
校
庭

や
公
園
に
は
小
さ
い
山
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
日
そ

こ
で
ス
キ
ー
を
滑
る
。
ゲ
レ
ン
デ
の
整
備
が
進
ん
で
い
な

い
頃
か
ら
、
ス
キ
ー
愛
好
者
は
シ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
ア
ザ

ラ
シ
の
皮
を
ス
キ
ー
板
の
裏
側
に
張
り
、
山
を
登
り
、
新

雪
を
豪
快
に
滑
り
降
り
た
と
い
う
。

　

北
海
道
と
ス
キ
ー
の
関
わ
り
は
古
く
、
そ
の
始
ま
り
は

定
か
で
は
な
い
が
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
軍
人
テ
オ
ド
ー
ル
・

フ
ォ
ン
・
レ
ル
ヒ
少
佐
が
新
潟
で
ス
キ
ー
術
を
伝
え
た（
日

本
の
ス
キ
ー
発
祥
と
言
わ
れ
て
い
る
）
翌
年
の
１
９
１
２

（
明
治
45
）
年
、
次
の
赴
任
地
と
な
っ
た
旭
川
第
七
師
団

で
ス
キ
ー
の
講
習
を
行
っ
て
以
来
、
本
格
的
に
広
ま
っ
た

と
さ
れ
る
。
翌
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
、
ニ
セ
コ
地
域

に
お
い
て
も
、
レ
ル
ヒ
中
佐
（
北
海
道
へ
の
赴
任
途
中
で

昇
格
）
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
住
民

た
ち
に
ス
キ
ー
技
術
が
伝
え
ら
れ
た
。
ニ
セ
コ
ヒ
ラ
フ
ス

キ
ー
場
入
口
の
レ
ル
ヒ
記
念
公
園
で
一
本
杖
を
持
ち
ス

キ
ー
を
履
い
た
レ
ル
ヒ
中
佐
の
像
が
私
た
ち
を
迎
え
る
。

　

大
正
時
代
か
ら
は
、
北
大
ス
キ
ー
部
や
小
樽
高
商
（
現

小
樽
商
大
）
ス
キ
ー
部
が
相
次
い
で
ニ
セ
コ
地
域
で
毎
年

合
宿
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。今
も
当
時
の
練
習
場
が「
北

大
ス
ロ
ー
プ
」「
高
商
ス
ロ
ー
プ
」
の
名
で
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
に
よ
り
、
地
域
の
住
民
の
間
に
ス
キ
ー
熱

が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

北
海
道
の
各
地
に
ス
キ
ー
場
が
整
備
さ
れ
、
多
く
の
ス

キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
る
。
そ
の
一
つ
、
ニ
セ
コ
連
峰
は
蝦
夷

富
士
と
呼
ば
れ
る
羊
蹄
山
の
西
側
に
あ
り
、
主
峰
の
標
高

１
３
０
８
・
２
ｍ
の
ア
ン
ヌ
プ
リ
を
中
心
に
イ
ワ
オ
ヌ
プ

リ
、
チ
セ
ヌ
プ
リ
な
ど
の
山
々
が
連
な
り
、
ヒ
ラ
フ
、
東

山
な
ど
の
数
多
く
の
大
規
模
な
ゲ
レ
ン
デ
が
切
り
開
か
れ

て
い
る
。

　

ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
「
ニ
セ
コ
」
の
名
を
広
め
る
契
機
と

な
っ
た
の
が
、
昭
和
初
期
ス
イ
ス
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
で
開

催
さ
れ
た
第
２
回
冬
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
こ
の
大
会
に

日
本
は
初
参
加
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
、「
ス
キ
ー

の
宮
様
」
と
し
て
親
し
ま
れ
た
秩
父
宮
様
が
視
察
と
ス

キ
ー
練
習
を
兼
ね
て
こ
の
ニ
セ
コ
地
域
を
訪
問
、
当
時
の

新
聞
に
は
「
極
東
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
」
の
語
が
紙
面
に
の

り
、
後
に
「
東
洋
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
」
と
し
て
ニ
セ
コ
地

域
の
名
が
国
内
外
に
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
に
は
倶
知
安
町
と
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ
市
は
姉
妹
都
市
の
提
携
を
結
び
、
２
０
０
４
（
平

成
16
）
年
に
は
姉
妹
都
市
提
携
40
周
年
を
迎
え
た
。
両
地

域
は
ス
キ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
受
け
入
れ
や
、
音
楽

や
食
文
化
な
ど
、
幅
広
い
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

　

ニ
セ
コ
地
域
の
ス
キ
ー
場
の
最
大
の
特
色
は
そ
の
素
晴

ら
し
い
雪
質
で
あ
る
。
北
海
道
の
中
で
も
豪
雪
地
帯
と
し

て
知
ら
れ
、
日
本
海
か
ら
の
北
西
の
季
節
風
が
ニ
セ
コ
周

辺
の
山
々
に
吹
き
つ
け
、
多
い
年
に
は
２
ｍ
を
超
え
る
積

雪
と
な
る
。
そ
の
う
え
、
寒
気
は
非
常
に
強
く
、
こ
れ
が

と
く
に
乾
い
て
さ
ら
さ
ら
と
し
た
（
し
ば
し
ば
「
砂
糖
の

36

世
界
に
誇
る

パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー

と
い
う「
商
品
」

  
ス
キ
ー
と
ニ
セ
コ
連
峰 
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ニ
セ
コ
山
中
の
„
歴
史
の
生
き
証
人
“ 

　

1
9
4
1
（
昭
和
16
）
年
か
ら
、
ニ
セ
コ
連
峰
の
厳

寒
の
気
象
を
利
用
し
て
、
軍
用
機
の
墜
落
事
故
の
原
因

の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
機
体
へ
の
着
氷
実
験
が
行
わ
れ

た
。「
雪
は
天
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
で
あ
る
」
の
言
葉

で
知
ら
れ
る
、
中
谷
宇
吉
郎
北
海
道
大
学
教
授
が
、
旧

日
本
軍
の
依
頼
を
受
け
、
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
山
頂
に

着
氷
観
察
所
と
本
物
の
零
戦
を
設
置
し
、
過
酷
な
状
況

下
で
の
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。
戦
争
終
結
に
よ
っ
て
研

究
は
終
わ
り
、
建
物
も
封
鎖
さ
れ
た
が
、
そ
の
機
体

が
ア
ン
ヌ
プ
リ
山
中
で
発
見
さ
れ
、
1
9
9
0 

（
平

成
2
）
年
に
右
翼
が
倶
知
安
町
風
土
館
に
よ
っ
て
回

収
さ
れ
た
。

　

現
在
、
展
示
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
60
年

間
、
い
つ
の
時
代
も
ス
キ
ー
を
楽
し
む
人
々
の
笑
い

声
を
聞
き
、
冬
山
の
数
々
の
厳
し
さ
を
見
て
き
た
生

き
証
人
が
い
ま
甦
え
る
。

よ
う
な
」
と
形
容
さ
れ
る
）
雪
質
を
生
み
出
す
要
因
で
あ

る
。
こ
れ
だ
け
の
雪
質
を
誇
る
地
域
は
世
界
で
も
稀
で
、

全
国
の
ス
キ
ー
愛
好
者
の
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
晴
天
の

日
に
、
ゲ
レ
ン
デ
か
ら
見
る
真
向
か
い
の
蝦
夷
富
士
（
羊

蹄
山
）
の
姿
は
格
別
だ
。

　

近
年
、
娯
楽
の
多
様
化
に
よ
り
ス
キ
ー
人
口
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
ニ
セ
コ
地
域
は
今
、
新
た
に
最
高

の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
求
め
て
訪
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

か
ら
の
観
光
客
で
賑
わ
い
始
め
た
。

　

ニ
セ
コ
連
峰
の
自
然
は
雄
大
で
、
四
季
を
通
じ
て
自
然

を
楽
し
め
る
。
美
し
い
湖
沼
群
や
お
花
畑
を
見
な
が
ら
の

登
山
や
、
数
多
く
あ
る
温
泉
、
最
近
で
は
尻
別
川
を
中
心

に
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー
体
験
も
で
き
る
な
ど
、
ア
ウ

夕闇に浮かぶスキー場は幻想的

ニセコ地域は今、四季を通したアウトドア
レジャーの拠点としても注目されている。

ト
ド
ア
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
、
ま
す
ま
す
人
気
が
高
ま
り
つ

つ
あ
る
。
周
辺
の
広
大
な
じ
ゃ
が
い
も
畑
も
北
海
道
な
ら

で
は
の
光
景
だ
。Data
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積
丹
半
島
は
、
切
り
立
っ
た
断
崖
と
奇
岩
怪
石
が
連
な

る
海
岸
美
、
有
島
武
郎
の
小
説
『
生
ま
れ
出
ず
る
悩
み
』

の
主
人
公
、
木
田
金
次
郎
が
愛
し
た
絵
の
よ
う
な
„
積
丹

ブ
ル
ー
“
と
呼
ば
れ
る
青
色
の
海
と
白
波
、
か
つ
て
の
ニ

シ
ン
漁
千
石
場
所
の
記
憶
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
悲
話
伝

説
が
織
り
な
す
北
海
道
の
歴
史
・
自
然
史
物
語
の
宝
庫
で

あ
る
。

　

ま
た
、
積
丹
半
島
は
、
１
８
５
６
（
安
政
3
）
年
発
見

の
道
内
最
古
の
炭
鉱
・
茅
沼
炭
鉱
、
１
９
０
６
（
明
治

39
）
年
の
北
海
道
初
の
岩
内
水
力
発
電
所
、１
９
８
９
（
平

成
元
）
年
に
運
転
が
開
始
さ
れ
た
北
海
道
電
力
泊
原
子
力

発
電
所
と
い
っ
た
三
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
史
上
の
„
北

海
道
初
“
を
持
つ
場
所
で
も
あ
る
。

　

こ
の
半
島
は
５
万
年
前
の
溶
岩
台
地
で
あ
り
、
鉱
物
が

豊
富
で
、
金
銀
重
晶
石
（
稲
倉
石
鉱
山
）、
亜
鉛
（
余
市

鉱
山
）、
マ
ン
ガ
ン
（
大
江
鉱
山
）
の
大
鉱
山
が
あ
っ
た
。

海
岸
は
、
こ
の
風
化
し
や
す
い
岩
石
が
一
年
中
強
い
北
西

の
季
節
風
波
浪
を
受
け
て
強
く
浸
食
さ
れ
、
切
り
立
っ
た

海
食
崖
の
男
性
的
な
景
観
の
断
崖
を
形
成
し
、
浸
食
が
免

れ
た
部
分
も
波
打
ち
際
に
奇
岩
怪
石
を
生
ん
だ
。
も
と
も

と
溶
岩
台
地
で
火
道
跡
だ
っ
た
岩
石
は
ロ
ー
ソ
ク
岩
、
弊

子
岩
な
ど
の
名
所
岩
と
な
り
、
そ
の
美
し
さ
は
洋
上
観
光

で
も
楽
し
ま
れ
る
。

　

海
岸
美
の
反
面
、
半
島
の
交
通
は
難
所
が
多
く
、
明
治

期
の
漁
業
時
代
は
北
前
船
や
磯
船
の
巡
航
だ
け
、
大
正
期

に
は
海
岸
線
の
み
の
道
路
開
削
で
狭
い
危
険
な
ト
ン
ネ
ル
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丹
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ル
ー
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ン
の
記
憶

 
積
丹
半
島
と
神
威
岬 

漁
業
遺
産
「
袋
澗
」

　

積
丹
半
島
東
海
岸
の
岸
辺
海
中
に
は
、
城
壁
の
よ

う
な
珍
し
い
石
積
み
の
遺
物
が
多
数
見
ら
れ
る
。
半

島
一
周
で
1
1
4
基
も
あ
る
。
観
光
客
に
は
理
解
で

き
な
い
謎
の
構
造
物
だ
が
、
こ
れ
が
積
丹
半
島
の
ニ

シ
ン
史
で
忘
れ
ら
れ
な
い
漁
業
土
木
遺
産
で
あ
る

「
袋
澗
（
ふ
く
ろ
ま
）」
の
遺
構
で
あ
る
。
ニ
シ
ン
場

の
網
元
が
大
金
を
投
入
し
、
本
州
か
ら
の
護
岸
工
事

専
門
の
石
屋
を
呼
ん
で
造
ら
せ
た
。
小
さ
い
も
の
で

磯
船
4
、5
隻
の
み
の
係
留
も
の
か
ら
、
大
き
い
も

の
で
は
今
の
大
型
漁
港
に
匹
敵
す
る
縦
横
1
0
0
ｍ

近
い
も
の
ま
で
あ
っ
た
。

　

積
丹
半
島
で
は
、
3
〜
4
月
の
漁
期
に
季
節
風
波

浪
が
凄
ま
じ
い
上
、
崖
海
岸
の
た
め
、
沖
で
大
漁
し

た
ニ
シ
ン
を
水
揚
げ
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
明
治
の
網
元
は
知
恵
を
働
か
せ
て
、
ニ

シ
ン
を
枠
船
（
2
0
0
石
）
か
ら
、
20
石
程
度
ず
つ

直
径
3
ｍ
、
長
さ
15
ｍ
く
ら
い
の
小
袋
（
袋
網
）
に

分
け
移
し
て
、
天
馬
船
で
そ
れ
を
岸
に
造
っ
た
石
積

み
の
堅
牢
な
生
け
簀
の
袋
澗
（
船
溜
り
兼
用
）
に
水

路
で
引
き
込
み
、
ゆ
っ
く
り
水
揚
げ
し
た
。
こ
の
装

置
で
積
丹
の
ニ
シ
ン
漁
獲
高
は
急
上
昇
し
、
全
道
一

の
漁
場
に
発
展
し
た
。
最
盛
期
の
明
治
後
期
に
は

1
0
0
ｍ
間
隔
で
造
ら
れ
る
ほ
ど
で
、「
袋
澗
銀
座
」

が
現
出
し
た
と
い
う
。
1
9
3
3
（
昭
和
8
）
年
に

積
丹
の
ニ
シ
ン
は
消
え
、
バ
ブ
ル
の
見
本
の
よ
う
な



が
半
島
を
巡
っ
て
連
な
り
、
泊
、
兜
海
岸
の
崖
の
中
腹
に

は
地
元
網
元
が
苦
労
を
乗
り
越
え
開
削
し
た
旧
道
も
残

る
。
１
９
９
６
（
平
成
8
）
年
2
月
に
発
生
し
た
余
市
町

豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崖
崩
事
故
で
は
バ
ス
の
乗
客
ら
が
犠
牲
と

な
り
、
改
め
て
半
島
開
発
の
困
難
さ
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ

た
。
同
年
11
月
、半
島
開
発
上
念
願
の
半
島
一
周
道
路（
国

道
２
２
９
号
）
が
長
大
ト
ン
ネ
ル
貫
通
で
開
通
し
、
大
幅

な
観
光
客
の
入
り
込
み
と
産
業
開
発
が
期
待
さ
れ
た
が
、

２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
9
月
に
発
生
し
た
台
風
18
号
に

よ
り
、
強
風
と
高
潮
で
高
架
橋
が
流
さ
れ
、
再
び
不
通
と

な
っ
た
。こ
の
半
島
の
生
活
は
自
然
の
美
の
恩
恵
の
反
面
、

厳
し
さ
と
の
戦
い
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

積
丹
半
島
は
ニ
シ
ン
産
業
と
文
化
で
も
名
高
い
。
表
積

丹
と
呼
ば
れ
る
西
海
岸
（
余

市
、
美
国
側
）
は
小
樽
市
へ
つ

な
が
り
、
ニ
シ
ン
漁
の
機
械

化
や
、
海
上
の
船
同
士
で
ニ

シ
ン
を
買
う„
つ
ぶ
買
い
“
な

ど
に
よ
り
、
多
く
の
ニ
シ
ン

大
尽
と
文
化
が
育
っ
た
。
余

市
の
シ
リ
パ
岬
周
辺
の
海
岸

に
は
、
当
時
の
ニ
シ
ン
番
屋

が
多
数
残
っ
て
お
り
、
美
国

漁
港
裏
手
の
旧
漁
港
に
は
、

ニ
シ
ン
大
番
屋
と
ソ
ー
ラ
ン

節
発
祥
の
地
碑
が
あ
る
。

　

一
方
、
岩
内
漁
港
か
ら
茅

沼
、
泊
、
兜
、
盃
、
神
恵
内
、

高
価
な
袋
澗
は
銀
行
の
抵
当
に
な
る
な
ど
急
速
に
廃

れ
、
崩
壊
し
、
北
海
道
庁
に
よ
り
一
部
は
漁
港
に
改

修
さ
れ
た
。
現
存
し
て
い
る
も
の
は
、
土
木
遺
産
と

し
て
の
学
会
評
価
も
高
く
、
今
後
、
ニ
シ
ン
村
整
備

な
ど
地
域
お
こ
し
の
適
材
と
し
て
、
間
知
石
練
り
積

み
の
堤
体
補
修
、
ユ
ン
ボ
な
ど
で
浚
渫
、
プ
ー
ル
や

ウ
ニ
養
殖
、
ア
ザ
ラ
シ
の
遊
び
場
な
ど
の
利
活
用
が

望
ま
れ
て
い
る
。

赤
石
、
川
白
、
沼
前
に
か
け
て
の
東
海
岸
（
裏
積
丹
）
は
、

一
周
道
路
の
未
開
通
で
産
業
の
発
達
が
遅
れ
た
が
、
そ
の

お
か
げ
で
自
然
が
保
存
さ
れ
、
奇
岩
と
崖
海
岸
、
積
丹
ブ

ル
ー
と
白
波
の
絶
景
地
で
、
そ
の
神
秘
性
が
人
気
を
集
め

て
い
る
。
現
在
、
こ
こ
に
は
多
数
の
近
代
的
な
渡
沢
橋
が

建
設
中
で
、
開
発
か
保
全
か
の
対
立
現
象
が
一
周
道
路
開

通
後
の
積
丹
半
島
に
も
遅
ま
き
な
が
ら
出
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
東
積
丹
観
光
で
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
神
威
岬
で

あ
る
。
こ
こ
は
海
岸
美
の
極
致
と
い
え
る
離
岸
独
立
巨
岩

か
ら
な
る
沈
降
海
岸
で
、そ
の
雄
々
し
い
美
し
さ
に
加
え
、

種
々
の
ア
イ
ヌ
伝
説
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
神
威
岬

は
、
江
差
、
松
前
地
方
の
ニ
シ
ン
隆
盛
時
（
明
治
時
代
）

に
歌
わ
れ
た
『
江
差
追
分
』
に
あ
る
「
忍
路
（
お
し
ょ
ろ
）、

高
島
お
よ
び
も
な
い
が
、
せ
め
て
歌
棄
、
磯
谷
ま
で
」
の

境
目
で
も
あ
り
、
女
人
禁
制
の
余
市
場
所
小
樽
市
側
ま
で

の
追
い
ニ
シ
ン
漁
で
、
そ
の
手
前
の
磯
谷
場
所
で
別
れ
の

悲
哀
を
歌
っ
た
歌
詞
と
し
て
古
く
か
ら
名
高
い
。

往時のニシン漁
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余
市
蒸
溜
所
は
１
９
３
４
（
昭
和
9
）
年
、
ニ
ッ
カ
ウ

ヰ
ス
キ
ー
創
業
者
で
あ
る
竹
鶴
政
孝
に
よ
り
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ

ス
キ
ー
第
一
の
蒸
溜
所
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。

  

余
市
町
は
札
幌
か
ら
西
に
約
50
㎞
、
積
丹
半
島
の
付
け

根
に
位
置
し
、
澄
ん
だ
空
気
と
夏
で
も
あ
ま
り
気
温
が
上

が
ら
な
い
気
候
に
加
え
、
近
く
に
良
質
の
ピ
ー
ト
に
恵
ま

れ
て
い
る
土
地
。

  

「
ウ
イ
ス
キ
ー
は
北
の
風
土
が
育
む
も
の
」
と
い
う
信

念
を
持
つ
竹
鶴
に
と
っ
て
、
こ
こ
「
余
市
」
は
自
分
の
理

想
と
す
る
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し

た
理
想
郷
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
地
と
の
出

合
い
か
ら
2
年
、
１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
に
竹
鶴
政
孝

の
長
年
に
わ
た
る
意
思
と
悲
願
を
託
し
た
ポ
ッ
ト
ス
チ
ル

に
火
が
く
べ
ら
れ
、
モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
の
製
造
が
開
始

さ
れ
た
。
以
来
、
今
も
変
わ
ら
ぬ
製
法
で
ウ
イ
ス
キ
ー
の

蒸
溜
、
貯
蔵
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
豊
か
な
自
然
の
恵
み

と
、
厳
し
い
北
の
気
候
風
土
に
囲
ま
れ
た
余
市
は
ニ
ッ
カ

ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、
同
社
の
モ
ル
ト
品
質

の
原
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

竹
鶴
は
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
、広
島
県
竹
原
町
（
現

竹
原
市
）
の
造
り
酒
屋
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
家
業
を

継
ぐ
べ
く
、
大
阪
高
等
工
業
（
現
・
大
阪
大
学
）
醸
造
科

へ
進
む
が
、
学
校
で
洋
酒
の
世
界
に
興
味
を
も
ち
、
卒
業

後
大
手
洋
酒
メ
ー
カ
ー
の
摂
津
酒
造
に
入
社
、
2
年
後
の

１
９
１
８
（
大
正
7
）
年
7
月
、
単
身
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

に
渡
り
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
の
応
用
化
学
科
に
聴
講
生
と

40

 
ニッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
余
市
蒸
溜
所 

し
て
入
学
、
こ
こ
で
豊
富
な
ウ
イ
ス
キ
ー
関
係
の
文
献
と

ウ
イ
リ
ア
ム
博
士
に
出
会
っ
た
。  

  

竹
鶴
は
ウ
イ
リ
ア
ム
博
士
の
紹
介
を
受
け
、
ウ
イ
ス

キ
ー
づ
く
り
の
本
場
ロ
ー
ゼ
ス
と
い
う
町
の
収
税
官
史
の

家
に
下
宿
し
た
。
ハ
イ
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
方
は

多
く
の
蒸
溜
所
が
点
在
し
、
竹
鶴
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
訪

れ
て
は
製
造
方
法
を
学
ん
で
い
っ
た
。
と
く
に
ロ
ン
グ

モ
ー
ン
の
工
場
で
は
、
麦
の
乾
燥
か
ら
蒸
溜
器
の
掃
除
ま

で
を
体
験
。
ま
た
、
蒸
溜
器
を
叩
い
て
、
そ
の
反
響
で
蒸

溜
の
進
み
具
合
を
知
る
と
い
う
コ
ツ
も
体
得
し
た
。

  

竹
鶴
は
見
た
こ
と
、
習
っ
た
こ
と
を
す
べ
て
そ
の
日
の

う
ち
に
克
明
に
ノ
ー
ト
に
記
録
、こ
の
ノ
ー
ト
は
後
に「
実

習
報
告
」
と
し
て
残
さ
れ
、
日
本
に
お
け
る
本
格
ウ
イ
ス

キ
ー
づ
く
り
の
た
め
大
い
に
役
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
留
学
時
に
生
涯
の
伴
侶

と
な
る
ジ
ェ
シ
ー
・
ロ
ベ
ル
タ
・
カ
ウ
ン
（
愛
称
リ
タ
）

と
出
会
い
、
結
婚
。
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
11
月
、
3

年
ぶ
り
に
愛
妻
と
と
も
に
帰
国
す
る
が
、
当
時
は
本
格
ウ

イ
ス
キ
ー
づ
く
り
の
計
画
も
実
現
で
き
ず
、
摂
津
酒
造
を

退
社
。
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
6
月
に
寿
屋
（
現
在
の

サ
ン
ト
リ
ー
）
に
入
社
し
、
本
格
ウ
イ
ス
キ
ー
の
製
造
に

と
り
か
か
り
、
１
９
２
９
（
昭
和
4
）
年
4
月
1
日
、
日

本
人
と
し
て
初
め
て
つ
く
っ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
が
世
に
出
る

こ
と
と
な
る
。
１
９
３
４
（
昭
和
9
）
年
3
月
、
10
年
の

契
約
期
間
を
終
え
、
寿
屋
を
退
社
。

　

そ
し
て
、
ウ
イ
ス
キ
ー
は
自
然
・
気
候
風
土
が
育
む
も

理想郷づくりから70年、
余市のまちにモルトが薫る



「
日
本
の
一
青
年
が

  
英
国
の
秘
密
を

  
盗
み
出
し
た
」

　

竹
鶴
政
孝
が
本
場
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
味
を
日
本
に
導
入
し
た
情
熱
を
語
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
1
9
6
2
（
昭
和
37
）
年
に
来
日
し
た
英
国
の
ヒ
ュ
ー

ム
首
相
は
、ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
味
の
良
さ
に
感
銘
し
て
、歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー

の
挨
拶
で
「
日
本
の
一
青
年
が
1
9
1
8
年
、
1
本
の
万
年
筆
と
ノ
ー
ト
で
イ

ギ
リ
ス
伝
統
の
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
の
秘
密
を
盗
ん
で
い
っ
た
」
と
語
っ
た
。

  

余
市
町
こ
そ
、
情
熱
の
男
・
竹
鶴
政
孝
が
全
国
を
行
脚
し
て
最
後
に
辿
り
着

い
た
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
の
理
想
郷
で
あ
っ
た
。

  

竹
鶴
は
1
9
7
9
（
昭
和
54
）
年
に
85
歳
で
没
す
る
ま
で
、「
ウ
イ
ス
キ
ー

を
左
右
す
る
の
は
優
れ
た
自
然
と
人
の
心
構
え
だ
」
と
述
べ
、
生
涯
、
ウ
イ
ス

キ
ー
づ
く
り
を
貫
い
た
。 の

と
心
に
決
め
、
北
海
道
の
余
市
に
同
年
7
月
「
大
日
本

果
汁
株
式
会
社
」
を
設
立
し
た
。
10
月
に
念
願
の
ウ
イ
ス

キ
ー
づ
く
り
を
開
始
、
モ
ル
ト
原
酒
の
熟
成
を
待
つ
間
に

リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
の
製
造
を
手
が
け
る
な
ど
し
て
貯
蔵

庫
に
眠
る
モ
ル
ト
原
酒
の
熟
成
を
ひ
た
す
ら
待
ち
続
け
、

１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
10
月
、
念
願
の
第
1
号
ウ
イ
ス

キ
ー
を
出
荷
、そ
の
名
を
大
日
本
果
汁
の
「
日
」
と
「
果
」

今も創業当時と同じ製法でウイスキーが作られている。余市蒸溜
所はすべて当時の社員たちの手で建てられ、木が植えられた。主
に軟石で造られた建物群はスコットランドをほうふつさせる。

●お問い合わせ先  
　ニッカウヰスキー余市蒸溜所

　Tel.  0135-23-3131
　余市町総務部企画政策課

Tel.  0135-21-2142

Data

5
229

229

229

276

5

393

積
丹
岬

島
武
意

海
岸 美

国 古
平
町

シ
リ
パ
岬

ロ
ー
ソ
ク
岩

シリパ・
セタカムイ
ライン

カブト
ライン

神
恵
内岩
内
町

小
樽

おたる
よい
ち

札
幌

キ
ロ
ロJR函館本線

倶知安・ニセコ

ニッカウヰスキー
余市蒸溜所

か
ら
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
と
命
名
。

　

以
後
70
年
の
歳
月
を
費
や
し
、
製
造
方
法
は
当
時
と
同

じ
く
直
火
蒸
溜
に
て
、
香
り
高
い
重
厚
な
モ
ル
ト
原
酒
を

製
造
し
て
い
る
。

　

余
市
蒸
溜
所
で
は
、
尖
が
り
屋
根
の
石
造
り
の
工
場
群

（
工
場
正
門
、
第
一
麦
芽
乾
燥
塔
、
第
二
麦
芽
乾
燥
塔
、

蒸
溜
工
場
、
仕
込
み
工
場
、
醗
酵
タ
ン
ク
室
、
混
和
工
場
、

製
樽
工
場
、
貯
蔵
庫
27
棟
）
や
創
立
当
時
の
事
務
所
（
余

市
町
指
定
文
化
財
）、
リ
タ
ハ
ウ
ス
（
旧
研
究
室
）
な
ど

が
点
在
し
、
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て

い
る
。
ま
た
、
ウ
イ
ス
キ
ー
製
造
工
程
と
１
９
９
８
（
平

成
10
）
年
に
貯
蔵
庫
を
2
棟
改
造
し
て
造
ら
れ
た
ウ
イ
ス

キ
ー
博
物
館
の
見
学
が
で
き
、
博
物
館
の
中
で
は
シ
ン
グ

ル
カ
ス
ク
ウ
イ
ス
キ
ー
（
原
酒
）
10
年
の
試
飲
、
ウ
イ
ス

キ
ー
会
館
で
は
ウ
イ
ス
キ
ー
・
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
・
ア
ッ

プ
ル
ワ
イ
ン
の
試
飲
が
楽
し
め
る
な
ど
、
年
間
通
じ
て
大

勢
の
見
学
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

竹鶴　政孝
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札
幌
は
昔
か
ら
役
人
と
商
人
の
ま
ち
で
、
大
工
場
が
な

い
の
が
特
徴
だ
っ
た
。
北
海
道
の
開
拓
を
本
格
的
に
進
め

た
開
拓
使
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
招
聘
し
た
ホ
ー
レ
ス
・
ケ
プ

ロ
ン
の
指
導
の
も
と
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
工
業
団

地
方
式
を
導
入
し
、
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
、
札
幌
の

中
心
部
か
ら
や
や
東
方
面
の
４
ブ
ロ
ッ
ク
（
現
在
の
北
１

条
東
１
〜
４
丁
目
）
に
、
北
海
道
初
の
工
業
団
地
「
札
幌

器
械
所
」
を
設
置
し
た
。
輸
入
し
た
蒸
気
機
関
や
タ
ー
ビ

ン
水
車
を
動
力
に
し
た
製
材
工
場
、
製
鉄
所
、
鋳
造
所
、

製
粉
所
、
刃
物
工
場
な
ど
30
棟
以
上
の
製
造
工
場
を
集
積

さ
せ
、
こ
の
地
区
を
開
拓
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
拠

点
と
し
た
。

　

工
業
団
地
は
昭
和
30
年
代
の
都
市
化
に
伴
い
、
郊
外
へ

の
移
転
や
デ
パ
ー
ト
の
配
送
セ
ン
タ
ー
化
が
進
め
ら
れ
、

そ
の
中
心
的
機
能
を
果
た
し
た
「
札
幌
市
工
業
局
」
は
開

拓
の
村
に
移
築
保
存
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
こ
の
辺
り
は
、

歯
車
工
場
、
製
缶
工
場
な
ど
が
密
集
す
る
東
京
蒲
田
に
近

い
雰
囲
気
を
も
つ
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

苗
穂
地
区
は
、
こ
の
「
札
幌
器
械
所
」
が
あ
っ
た
地
域

に
隣
接
し
て
い
る
。
国
鉄
苗
穂
駅
周
辺
は
、
豊
平
川
の
豊

か
な
伏
流
水
や
貨
物
輸
送
の
利
便
性
か
ら
、
国
鉄
車
両
工

場
、
札
幌
ビ
ー
ル
（
元
ビ
ー
ト
工
場
）、
雪
印
乳
業
、
福

山
醸
造
、
フ
ル
ヤ
製
菓
な
ど
の
工
場
が
集
積
し
、
そ
の
職

員
や
Ｏ
Ｂ
が
住
む
「
産
業
の
ま
ち
」
と
し
て
栄
え
た
。
現

在
で
も
大
小
様
々
な
工
場
や
倉
庫
が
建
ち
並
ん
で
下
町
の

雰
囲
気
を
つ
く
り
、
北
海
道
に
根
ざ
し
た
代
表
的
な
企
業

42

北
海
道
を
代
表

す
る
工
場
群
と

職
人
の
ま
ち

が
製
造
を
続
け
、
ま
た
、
記
念
館
・
博
物
館
を
整
備
し
、

北
海
道
の
産
業
の
歴
史
を
伝
え
て
い
る
。

【
福
山
醸
造
株
式
会
社
】

　

前
身
の
福
山
商
店
は
、
１
８
９
１
（
明
治
24
）
年
に
創

業
。
１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
に
札
幌
駅
前
か
ら
苗
穂
地

区
に
移
転
し
、１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
に
ト
モ
エ
醤
油
、

１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
に
福
山
醸
造
に
社
名
を
変
更
し

た
。
現
在
で
も
こ
こ
で
醤
油
を
製
造
し
て
お
り
、
全
道
一

の
シ
ェ
ア
を
誇
る
。
11
棟
の
レ
ン
ガ
積
み
の
濾
過
、
醗
酵

工
場
は
87
年
の
歴
史
を
も
つ
建
築
遺
産
と
し
て
も
価
値
が

高
い
。
現
役
工
場
で
あ
り
内
部
の
見
学
は
で
き
な
い
が
、

古
い
れ
ん
が
造
り
に
創
業
１
１
０
年
を
超
え
る
軌
跡
が
刻

ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

【
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
博
物
館
】

　

１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
に
開
館
し
た
日
本
で
唯
一
の

ビ
ー
ル
博
物
館
。
建
物
は
、
１
８
９
０
（
明
治
23
）
年
に

札
幌
製
糖
会
社
の
工
場
と
し
て
建
設
さ
れ
、
そ
の
後
札
幌

麦
酒
会
社
の
製
麦
工
場
と
し
て
使
わ
れ
た
明
治
の
面
影
を

残
す
赤
れ
ん
が
造
り
の
貴
重
な
遺
産
だ
。
１
８
７
６ 

（
明

治
９
）
年
開
拓
使
麦
酒
醸
造
所
の
誕
生
か
ら
の
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
の
歴
史
を
中
心
と
し
た
日
本
の
ビ
ー
ル
産
業
史
を

豊
富
な
資
料
・
映
像
や
明
治
以
来
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
説

明
し
、
実
物
資
料
の
中
で
は
札
幌
工
場
で
２
０
０
３
（
平

成
15
）
年
ま
で
使
用
し
て
い
た
直
径
６
・
１
ｍ
、
５
０
０

㎖
缶
で
17
万
本
に
あ
た
る
ビ
ー
ル
仕
込
み
用
の
煮
沸
釜

は
圧
巻
で
あ
る
。

 
札
幌
苗
穂
地
区
の
工
場
・
記
念
館
群 

福山醸造サッポロビール博物館



産
業
遺
産
と
ま
ち
づ
く
り

　

苗
穂
地
区
の
近
隣
住
民
で
作
る
苗
穂
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
ま
ち
の
工
場
・
記
念
館

群
が
北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機

に
、
地
域
と
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
、
北
海
道
産

業
史
を
知
る
上
で
重
要
な
こ
の
地
域
を
よ
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
意
欲
的
だ
。

　

協
議
会
内
の
ニ
ュ
ー
ス
部
会
で
は
、
ま
ち
の
壁

新
聞
と
も
い
う
べ
き
「
は
ば
た
く
苗
穂
」
で
選
定

を
伝
え
、
今
後
は
ツ
ア
ー
な
ど
も
企
画
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。

　

も
と
も
と
こ
の
協
議
会
は
「
な
え
ぼ
」
の
歴
史

や
見
所
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
一
覧
に
し
た
「
散
策

マ
ッ
プ
」
を
作
成
す
る
な
ど
、
札
幌
の
ま
ち
づ
く

り
団
体
の
中
で
も
高
い
行
動
力
を
持
っ
て
い
る
と

評
判
で
、こ
れ
か
ら
の
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

博
物
館
は
２
０
０
４（
平
成
16
）年
12
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
原
料
の
麦
芽
や
ホ
ッ
プ
を
手
に

取
っ
て
香
り
を
か
い
だ
り
味
わ
え
る
コ
ー
ナ
ー
も
新
し

く
な
っ
た
。
ま
た
試
飲
コ
ー
ナ
ー
（
有
料
）
で
は
、ビ
ー

ル
に
関
し
て
の
知
識
や
情
報
な
ど
に
耳
を
傾
け
な
が
ら

ビ
ー
ル
を
味
わ
え
る
。

【
雪
印
乳
業
史
料
館
】

　

明
治
初
期
に
ク
ラ
ー
ク
博
士
ら
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ

た
大
農
法
が
一
旦
後
退
し
、
農
業
と
酪
農
の
混
合
農
法

に
な
っ
た
大
正
時
代
、
酪
農
の
代
表
企
業
と
し
て
雪
印

乳
業
は
バ
タ
ー
造
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
敷
地
内
に

あ
る
「
雪
印
乳
業
史
料
館
」
は
、
１
９
７
７
（
昭
和

52
）
年
、
雪
印
乳
業
の
創
業
50
周
年
を
記
念
し
て
設
立

さ
れ
て
以
来
３
５
０
万
人
が
入
館
し
て
い
る
。
館
内
に

は
、
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
な
ど
の
乳
製
品
の
製
造
過
程
や

歴
史
を
教
え
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
特
に
バ

タ
ー
チ
ャ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
創
業
当
時
の
バ
タ
ー
づ
く

り
の
機
械
や
、
粉
乳
用
の
濃
縮
機
・
乾
燥
機
な
ど
の
実

物
、
昔
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
工
場
全
体
を
１
／
10
の
サ

●お問い合わせ先
　サッポロビール博物館   Tel. 011-731-4368
　　開　館：5月～9月 9:00～17:30
　　　　　　（入館17:00 まで）／11月～4月 
　　　　　　9:00～16:30（入館16:00まで）
　　休　館：12月29日～1月5日
　　入館料：無料（試飲は有料）
　雪印乳業史料館 Tel. 011-704-2329
　　開　館：9:00～15:30
　　休　館：土・日・祝日（７、８月は無休）
　　入館料：無料
　　※前日までの予約が必要
　北海道鉄道技術館　   Tel. 011-721-6624
　　開　館：毎月第2、第4土曜日　
　　　　　　13:30-16:00
　　入館料：無料

Data

雪印乳業
史料館北海道

鉄道技術館
サッポロビール
博物館

福山醸造

苗穂駅
イ
ズ
に
し
た
模
型
な
ど
が
系
統
的
に
並
べ
ら
れ
、
長
い
歴

史
の
中
で
の
改
良
の
歩
み
が
一
目
で
わ
か
る
。
隣
の
ミ
ル

ク
工
場
の
見
学
も
で
き
、
見
学
者
へ
の
史
料
館
自
慢
の
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
も
魅
力
的
だ
。

【
北
海
道
鉄
道
技
術
館
】

　

明
治
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
に
呼
応
し
て
、
北
海
道
で

は
小
樽
市
手
宮
の
鉄
道
工
場
（
明
治
13
年
）
を
は
じ
め
明

治
末
期
ま
で
に
複
数
の
鉄
道
車
両
工
場
が
作
ら
れ
た
。
現

在
の
苗
穂
工
場
は
、
１
９
０
９ 

（
明
治
42
）
年
に
鉄
道
院

北
海
道
鉄
道
管
理
局
札
幌
工
場
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
の
規
模
は
当
時
の
日
本
製
鋼
所
室
蘭
製
作
所
に
並

び
道
内
最
大
で
、
約
50
万
㎡
の
広
大
な
敷
地
に
20
棟
の
れ

ん
が
建
築
等
の
重
厚
な
大
型
建
物
が
林
立
し
て
い
た
。
現

在
の
苗
穂
工
場
の
敷
地
面
積
は
約
20
万
㎡
と
半
減
し
て
い

る
が
、
約
１
０
０
０
台
の
工
作
機
械
が
稼
動
し
て
い
る
。

　
「
北
海
道
鉄
道
技
術
館
」
は
当
時
、
倉
庫
と
し
て
使
っ

て
い
た
赤
れ
ん
が
造
り
の
建
物
を
利
用
し
て
、
１
９
８
７

（
昭
和
62
）
年
に
開
館
し
た
。
北
海
道
の
国
鉄
の
歴
史
や

札
幌
工
場
の
様
子
を
語
る
実
物
資
料
が
展
示
公
開
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
館
内
に
は
リ
ゾ
ー
ト
列
車
と
し
て
人
気
を

博
し
た
「
ア
ル
フ
ァ
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

が
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
苗
穂
工
場
内
に
は
「
Ｃ
62
」

な
ど
の
歴
史
的
車
両
が
静
態
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

毎
年
10
月
の
鉄
道
旬
間
に
は
技
術
館
に
加
え
工
場
内
部

も
一
般
公
開
さ
れ
、
多
数
の
市
民
や
鉄
道
フ
ァ
ン
に
親
し

ま
れ
て
い
る
。

北海道鉄道技術館

雪
印
乳
業
史
料
館



　

開
拓
使
は
１
８
６
９
（
明
治
２
）
年
、
明
治
政
府
（
太

政
官
）
直
属
の
機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
、
１
８
８
２
（
明

治
15
）
年
ま
で
北
海
道
、
樺
太
の
開
拓
事
業
に
あ
た
っ

た
。
札
幌
に
は
開
拓
使
の
手
に
な
る
建
築
が
10
棟
近
く
遺

さ
れ
て
い
る
。
西
欧
文
明
の
移
植
に
よ
る
近
代
国
家
建
設

を
め
ざ
し
た
こ
の
時
代
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
建
築
群
で

あ
る
。

　

時
計
台
は
１
８
７
８
（
明
治
11
）
年
札
幌
農
学
校
の
演

武
場
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。
札
幌
農
学
校
は
Ｗ
・
Ｓ
・
ク

ラ
ー
ク
博
士
を
教
頭
に
む
か
え
て
、１
８
７
６
（
明
治
９
）

年
に
開
校
し
た
。
開
校
当
初
は
小
規
模
な
学
校
で
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
位
置
が
今
の
時
計
台
を
含
む
一
角
で
あ
っ
た
。

開
校
時
に
は
北
側
に
外
人
教
師
館
を
改
装
し
た
講
堂
と
南

側
に
寄
宿
舎
が
あ
る
だ
け
で
、
二
棟
の
間
が
大
き
く
空
い

て
い
た
。
中
央
講
堂
を
建
て
る
予
定
で
、
あ
れ
こ
れ
計
画

が
練
ら
れ
た
の
だ
が
、
結
局
下
階
は
博
物
展
示
室
な
ど
、

二
階
に
大
き
な
ホ
ー
ル
を
も
つ
演
武
場
が
実
現
し
た
。
演

武
（
ド
リ
ル
）
と
い
う
の
は
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
故
国
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
州
立
大
学
で
当
時
行
わ
れ
て
い
た
軍

事
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
、
体
育
実
技
と
大
講
堂
を

兼
用
す
る
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
ま
だ
市
民
会
館
な
ど
な

か
っ
た
時
代
の
こ
と
、
こ
の
演
武
場
は
一
般
市
民
の
講
演

会
や
音
楽
会
な
ど
に
広
く
開
放
さ
れ
て
い
た
。

　

１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
、農
学
校
が
現
在
の
北
大
キ
ャ

ン
パ
ス
地
に
移
転
し
た
と
き
、
演
武
場
が
取
り
壊
し
を
ま

ぬ
が
れ
た
の
は
市
民
に
深
く
根
付
い
て
い
た
こ
と
も
一
因

で
あ
る
。

　

時
計
塔
は
最
初
か
ら
つ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
建
物
完
成

の
１
年
後
、
ボ
ス
ト
ン
の
ハ
ワ
ー
ド
社
か
ら
取
り
よ
せ
た

自
鳴
鐘
付
き
大
時
計
が
、
い
ざ
到
着
し
て
み
る
と
塔
が
小

さ
す
ぎ
て
建
て
直
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。
以
来
１
２
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
時
を
告
げ
、

時
鐘
の
音
を
響
か
せ
続
け
た
の
は
奇
跡
に
近
く
、
そ
の
陰

に
は
営
々
と
時
計
の
保
守
管
理
に
尽
く
し
て
き
た
井
上
時

計
店
主
親
子
二
代
の
奉
仕
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

豊
平
館
は
、
時
計
台
に
比
べ
て
一
般
的
な
観
光
人
気
で

は
及
ば
な
い
が
、
普
段
着
と
は
違
う
、
少
し
晴
れ
が
ま
し

い
建
物
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
建
築
的
な
評
価
で
も

高
い
点
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

開
拓
使
官
営
の
ホ
テ
ル
と
し
て
１
８
８
０
（
明
治
13
）

年
に
建
築
完
成
、
造
園
な
ど
の
仕
上
げ
が
続
い
て
翌
年

オ
ー
プ
ン
し
た
。
実
際
は
明
治
天
皇
の
東
北
北
海
道
巡
幸

で
の
行
在
所
に
あ
て
る
目
的
が
重
な
っ
て
、
開
拓
使
の
総

力
を
注
ぎ
こ
ん
で
建
て
ら
れ
、
14
年
に
わ
た
る
事
業
を
代

表
す
る
記
念
建
築
と
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
と
し
て
も
日
本
の

ホ
テ
ル
史
上
最
初
期
の
も
の
に
数
え
ら
れ
る
。

　

コ
リ
ン
ト
・
オ
ー
ダ
ー
の
円
柱
を
立
て
た
華
や
か
な
半

円
形
ポ
ー
チ
に
は
、
貴
顕
の
馬
車
が
乗
り
つ
け
、
二
階
の

バ
ン
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ル
ー
ム
は
舞
踏
会
で
も
開
く
構
想

が
伺
え
る
。
一
階
に
は
食
堂
や
ビ
リ
ヤ
ー
ド
・
ル
ー
ム
が

あ
り
、
客
室
は
居
間
と
寝
室
セ
ッ
ト
の
ス
イ
ー
ト
が
10
組
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道
都
の
１
２
０
年
を
見
続
け
て

 
開
拓
使
時
代
の
洋
風
建
築　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

時計台

豊平館

清華亭

（
時
計
台
、
豊
平
館
、
清
華
亭
な
ど
） 



設
け
ら
れ
て
い
た
。
北
の
鹿
鳴
館
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

　

１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
に
中
島
公
園
へ
移
さ
れ
る
ま

で
は
大
通
１
丁
目
、
今
の
市
民
会
館
の
場
所
に
あ
っ
た
。

１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
、
背
中
合
わ
せ
に
公
会
堂
が
建

て
ら
れ
て
か
ら
も
、
迎
賓
館
と
し
て
使
わ
れ
続
け
た
。
そ

の
伝
統
を
継
い
で
移
築
後
は
市
民
の
結
婚
式
場
と
し
て
使

わ
れ
、２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
ま
で
に
２
万
組
も
の
カ
ッ

プ
ル
が
こ
こ
か
ら
誕
生
し
て
い
る
。

　

清
華
亭
は
北
大
ク
ラ
ー
ク
記
念
会
館
の
南
隣
り
、
敷
地

が
北
８
条
通
り
か
ら
一
段
低
く
、
木
立
に
隠
さ
れ
て
ひ
っ

そ
り
と
建
っ
て
い
る
。
１
８
８
０
（
明
治
13
）
年
、
小
庭

園
を
整
え
「
貴
賓
の
接
待
所
」
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。
つ

く
り
と
し
て
は
住
宅
建
築
で
、
和
洋
ふ
た
つ
の
客
間
を
併

設
し
て
い
る
。
こ
こ
は
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
を
流
れ
る
サ
ク

シ
ュ
コ
ト
ニ
川
の
湧
水
地
で
、
開
拓
使
は
鮭
鱒
孵
化
な
ど

の
試
験
場
と
し
て
い
た
。

　

清
華
亭
と
同
様
の
つ
く
り
は
旧
永
山
武
四
郎
邸
（
北
２

条
東
６
丁
目
）
に
も
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
建
築
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
和
洋
室
併
設
住
宅
の
さ
き
が
け
と
し
て

Data
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シ
ャ
ン
デ
リ
ア
に
見
る
職
人
芸

　

豊
平
館
の
各
室
天
井
を
飾
る
の
が
シ
ャ
ン
デ
リ

ア
。
そ
の
吊
元
に
円
形
の
漆
喰
レ
リ
ー
フ
が
華
を
そ

え
て
い
る
。
鳳
凰
に
ガ
ラ
ス
の
目
玉
を
入
れ
た
り
、

朱
彩
を
ほ
ど
こ
し
た
り
と
見
事
な
職
人
芸
だ
。

　

幕
末
明
治
初
期
の
関
東
一
円
で
盛
ん
に
つ
く
ら
れ

た
装
飾
漆
喰
で
「
鏝
絵
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
統
帥

が
伊
豆
の
長
八
親
方
で
、
伊
豆
松
崎
町
に
は
長
八
美

術
館
が
あ
り
長
八
や
そ
の
弟
子
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
豊
平
館
の
外
壁
に
は
群
青
色

の
ペ
ン
キ
が
塗
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
顔
料
（
ウ
ル
ト

ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
）
は
と
て
も
高
価
な
輸
入
品
だ
っ

た
が
、幕
末
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
と
し
て
は
、

金
沢
成
巽
閣
座
敷
の
壁
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

北
海
道
大
学
付
属
植
物
園
の
博
物
館
は
、１
８
８
２（
明

治
15
）
年
に
建
て
ら
れ
た
。
開
拓
使
事
業
の
最
後
を
飾
る

洋
風
建
築
で
あ
る
。
な
に
か
新
機
軸
を
求
め
て
で
あ
ろ
う

が
、そ
の
建
築
設
計
を
わ
ざ
わ
ざ
ボ
ス
ト
ン
の
建
築
家
ベ
ー

ト
マ
ン
に
依
頼
し
て
い
る
。
木
造
下
見
板
の
外
壁
は
共
通

だ
が
、
建
物
全
体
に
細
か
な
装
飾
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
他

の
開
拓
使
建
築
と
ひ
と
味
違
っ
た
建
築
に
な
っ
て
い
る
。

　

１
８
７
７
（
明
治
10
）
年
に
建
て
ら
れ
た
工
業
局
庁
舎

が
北
海
道
開
拓
の
村
に
移
築
保
存
さ
れ
て
い
る
。
も
と
は

大
通
東
の
札
幌
工
作
場
構
内
に
あ
っ
て
、
開
拓
使
の
工
業
開

発
を
推
進
し
た
本
部
で
あ
り
、
時
計
台
や
豊
平
館
を
設
計
し

た
建
築
ス
タ
ッ
フ
も
こ
こ
で
働
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
札
幌
農
学
校
の
附
属
農
場
に
建
て
ら
れ
た

家
畜
房
や
穀
物
庫
も
開
拓
使
の
建
築
。
ま
た
、
簾
舞
の
通

行
屋
「
旧
黒
岩
家
住
宅
」（
１
８
７
２
年
）
や
「
琴
似
屯
田

兵
屋
」（
１
８
７
４
年
）
も
開
拓
使
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

建
築
で
あ
る
。
和
風
で
は
あ
る
が
、
小
屋
組
に
は
洋
風
ト

ラ
ス
が
か
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
注
目
さ
れ
る
。

札幌パーク
ホテルホテルアーサー

札幌 八窓庵
札幌パーク
ホテル

札幌コンサート
ホールキタラ

中島公園

豊平館

北海道大学

クラーク像

クラーク会館

北8条通り

石山通

北7条郵便局

北海道
青年会館 JR札幌駅

（北口）

北
大
通
り

下
手
稲
通
り

清華亭
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開
拓
使
は
、
大
規
模
工
場
と
倉
庫
の
建
設
用
と
し
て
、

ま
た
寒
冷
地
の
建
物
と
し
て
、
企
業
に
れ
ん
が
建
築
を
奨

励
し
た
。こ
れ
に
よ
り
明
治
か
ら
大
正
10
年
代
に
か
け
て
、

れ
ん
が
建
築
が
道
内
に
普
及
し
た
。
こ
れ
は
本
州
も
同
様

で
あ
り
、
明
治
政
府
の
技
術
工
廠
（
特
に
三
井
、
三
菱
系
）

に
よ
り
、
産
業
革
命
期
の
イ
ギ
リ
ス
れ
ん
が
建
築
技
術
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
く
関
与
し
た
。

　

明
治
初
期
か
ら
全
国
的
に
れ
ん
が
工
場
や
れ
ん
が
建
造

物
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、
北
海
道
で
は
函
館
、
旭
川
、
空

知
、
網
走
、
十
勝
、
名
寄
、
小
樽
、
岩
内
、
根
室
、
札
幌
、

江
別
で
工
場
が
興
っ
た
。
こ
の
時
期
は
よ
い
粘
土
を
産
す

る
地
方
と
集
治
監
に
工
場
が
置
か
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ

り
、
こ
の
頃
の
原
始
的
れ
ん
が
焼
き
が
典
型
的
労
働
集
約

型
産
業
と
し
て
、
廉
価
な
労
働
力
を
求
め
た
と
い
え
る
。

　

明
治
期
の
れ
ん
が
工
場
は
小
規
模
で
、
陶
器
焼
き
転
用

の
「
登
窯
」
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
れ
ん
が
で
開
拓

使
倉
庫
や
ニ
シ
ン
場
倉
庫
、
大
規
模
な
も
の
と
し
て
北
海

道
庁
舎
、
札
幌
ビ
ー
ル
第
１
、２
工
場
、
帝
国
製
麻
札
幌

工
場
、
五
番
館
、
北
海
道
鉄
道
旭
川
工
場
、
小
樽
手
宮
機

関
庫
、
函
館
郵
便
局
庁
舎
な
ど
の
名
れ
ん
が
建
築
が
生
ま

れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
帝
国
製
麻
、
五
番
館
を
除
き
現
存
し

て
お
り
、
れ
ん
が
建
築
の
優
秀
さ
が
分
か
る
。
登
窯
に
は

北
炭
の
両
登
窯
な
ど
、
大
規
模
・
大
量
生
産
が
可
能
な
も

の
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
大
型
の
庁
舎
や
工
場
施
設
、倉
庫
は
す
べ
て
、

明
治
初
中
期
で
は
壁
を
極
端
に
厚
く
積
み
上
げ
る
方
法
で

建
て
ら
れ
、
明
治
後
期
で
は
木
骨
（
木
芯
）
に
れ
ん
が
を

張
り
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
重
量
を
軽
減
し
、
壁
材
の
強
度

で
大
型
建
物
の
全
体
を
支
え
た
。

　

１
８
８
８
（
明
治
21
）
年
建
造
の
札
幌
ビ
ー
ル
第
１
工

場（
現
在
の
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）や
１
９
０
１（
明

治
34
）
年
の
第
２
工
場
（
現
在
の
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
）、

１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
建
造
の
北
海
道
庁
は
、
れ
ん
が

壁
の
厚
さ
が
70
㎝
に
も
及
ん
で
お
り
、
こ
の
大
き
さ
の
建

物
を
れ
ん
が
だ
け
で
支
え
る
大
変
さ
が
理
解
で
き
る
。
当

時
の
北
海
道
庁
舎
を
建
造
す
る
だ
け
で
も
２
５
０
万
個
の

れ
ん
が
素
材
を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
積
み
、
フ
ラ
ン
ス
積
み
、
オ
ラ
ン
ダ
積

み
、
ド
イ
ツ
積
み
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
意
匠
的
に
複
雑
な

技
法
を
れ
ん
が
積
み
の
職
人
が
競
っ
た
こ
と
か
ら
、
れ
ん

が
建
築
は
歴
史
的
で
芸
術
作
品
と
し
て
の
価
値
は
高
い

が
、
多
数
の
大
型
建
物
を
短
期
間
で
建
設
す
る
こ
と
に
は

向
か
ず
、
技
術
的
な
過
渡
期
で
あ
っ
た
。

　

大
正
期
以
降
、
道
内
の
れ
ん
が
製
造
の
中
心
は
全
道
一

の
粘
土
、
陶
土
産
地
帯
で
あ
る
野
幌
周
辺
に
移
り
、
製
造

方
式
も
連
続
式
多
量
生
産
の
最
新
式「
ホ
フ
マ
ン
輪
環
窯
」

と
な
っ
た
。
野
幌
に
は
９
工
場
、
白
石
（
道
庁
赤
れ
ん
が

の
供
給
で
有
名
）、
月
寒
に
６
工
場
の
計
15
工
場
が
発
達

し
、
道
内
最
大
の
れ
ん
が
製
造
地
帯
を
形
成
し
た
。
北
炭

も
こ
こ
に
専
用
工
場
を
持
ち
、
れ
ん
が
造
り
の
独
特
な
炭

鉱
建
築
を
多
数
建
造
し
た
。
こ
れ
ら
の
工
場
は
商
店
、
民

家
用
の
建
材
用
れ
ん
が
の
ほ
か
、
土
管
、
煙
突
も
生
産
し
、
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江
別
の
れ
ん
が 



北
海
道
開
拓
の
土
木
イ
ン
フ
ラ
建
設
を
素
材
面
で
支
え

た
。
だ
が
、
戦
争
軍
事
で
急
速
に
発
達
し
、
戦
後
復
興
で

加
速
し
た
薄
く
丈
夫
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
設
の
発
達

に
押
さ
れ
て
、
れ
ん
が
建
築
は
徐
々
に
減
り
、
１
９
７
５

（
昭
和
50
）
年
以
降
急
減
し
た
。

　

江
別
市
野
幌
に
は
現
在
、
最
盛
期
の
15
工
場
の
う
ち
、

北
海
煉
瓦
合
資
、
米
澤
煉
瓦
、
昭
和
窯
業
の
３
工
場
の
み

が
残
り
、
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
以
降
主
流
と
な
っ
た

Data
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江別第二小学校

北海道
農材工業

米澤煉瓦

北海煉瓦（工場）

道央自動車道

江別小学校
のっぽろ たかさご えべつ

千
歳
川

江別第一
中学校

江別第三
小学校

セラミックアートセンター

旧ヒダ工場
（江別グレシャムアンテナショップ）

ガラス工芸館

●お問い合わせ先
　江別市商工振興課 Tel. 011-381-1023
　NPO法人やきもの21 Tel. 011-391-2155

「
ト
ン
ネ
ル
キ
ル
ン
」
で
丈
夫
な
還
元
性
れ
ん
が
を
製
造
、

道
内
に
新
し
い
れ
ん
が
文
化
を
構
築
し
て
い
る
。

　

産
業
遺
産
と
し
て
は
、
大
正
時
代
に
建
設
さ
れ
た
北
海

煉
瓦
合
資
の
工
場
が
１
９
９
６
（
平
成
8
）
年
冬
に
倒
壊

消
失
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
建
設
の
昭
和
窯
業
の
ホ

フ
マ
ン
窯
煙
突
も
消
失
し
、
肥
田
製
陶
の
煉
瓦
工
場
だ
け

が
往
時
の
繁
栄
を
伝
え
て
い
る
。

旧れんが工場の一部を使った「グレシャム
アンテナショップ」。江別市と米国オレゴン
州「グレシャム市」が姉妹都市交流の一環と
して行っている経済交流を活発にするために
オープンした。古いれんが建造物の利活用に
ついてのシンボル的な存在で、店内にはグレ
シャム市のＦＭ放送局ＫＭＨＤの音楽がライ
ブで流れ、グレシャム市のボイドコーヒーも
楽しめる。
（住所：江別市東野幌町3番地の3／電話：
011-385-6056）

れ
ん
が
の
大
き
さ
は

時
代
と
と
も
に
小
さ
く
な
っ
た
？

　

明
治
初
期
の
れ
ん
が
の
寸
法
は
、
開
拓
使
が
欧

米
の
技
術
導
入
の
た
め
に
招
聘
し
た
お
雇
い
外
国

人
の
手
に
合
わ
せ
て
大
き
く
、
以
後
、
大
正
・
昭

和
と
日
本
人
労
働
者
の
手
に
合
わ
せ
て
小
型
化
さ

れ
た
の
で
、
明
治
れ
ん
が
建
築
は
、
記
録
が
な
く

て
も
そ
の
使
用
れ
ん
が
の
寸
法
で
年
代
が
特
定
さ

れ
る
と
い
う
個
性
を
持
つ
。

　

大
き
さ
と
年
代
の
相
関
表
を
作
成
し
て
、
現

地
調
査
で
活
用
し
て
い
る
名
物
れ
ん
が
博
士
・

水
野
信
太
郎
氏
が
野
幌
に
い
る
。
彼
の
尽
力
で
、

2
0
0
4
（
平
成
16
）
年
10
月
に
「
赤
煉
瓦
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
第
14
回
全
国
大
会
が
江
別
市
で
開

催
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
役
所
あ
げ
て
、
れ
ん
が
の

ま
ち
江
別
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

れ
ん
が
遺
産
と
ま
ち
づ
く
り

　

江
別
産
の
れ
ん
が
は
現
在
、
全
国
の
25
％
の

シ
ェ
ア
を
誇
り
、
市
内
に
は
江
別
小
学
校
、
江

別
第
三
小
学
校
な
ど
の
校
舎
一
部
が
総
れ
ん
が

作
り
の
う
え
、
サ
イ
ロ
、
民
家
、
倉
庫
な
ど

4
0
0
棟
以
上
の
歴
史
的
れ
ん
が
建
築
、
塀
な

ど
約
2
6
0
0
件
の
物
件
が
れ
ん
が
美
を
競

う
。

　

市
の
れ
ん
が
文
化
中
心
施
設
「
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
は
、
北
海
道
の
れ
ん
が

史
と
焼
き
物
文
化
の
展
示
が
充
実
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
土
管
製
造
の
全
国
一
を
誇
っ
た
肥
田

製
陶
の
旧
工
場
が
そ
の
ま
ま
江
別
市
に
寄
贈
さ

れ
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
や
き
も
の
21
」
が
活
動
拠
点
と
し
て
、
れ

ん
が
建
築
の
保
存
と
活
用
の
運
動
を
展
開
し
て

い
る
。

　

同
法
人
が
毎
年
7
月
上
旬
に
開
催
す
る
「
え

べ
つ
や
き
も
の
市
」
に
は
全
道
3
0
0
を
超
え

る
窯
元
な
ど
の
作
品
が
展
示
販
売
さ
れ
、
2
日

間
で
全
道
各
地
か
ら
10
万
人
を
集
め
る
大
イ
ベ

ン
ト
に
発
展
し
て
い
る
。
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北
海
幹
線
用
水
路
は
、
空
知
平
野
の
水
田
を
潤
す
長
大

な
も
の
で
、
空
知
中
央
部
の
赤
平
市
か
ら
、
砂
川
市
、
奈

井
江
町
、
美
唄
市
、
三
笠
市
、
岩
見
沢
市
、
北
村
、
栗
沢

町
、
南
幌
町
と
北
か
ら
南
へ
約
80
㎞
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
日

本
で
も
っ
と
も
長
い
農
業
用
水
路
で
、
受
益
面
積
は
約

２
万
６
０
０
０
ha
に
達
す
る
。

　

用
水
路
の
ル
ー
ト
は
赤
平
の
空
知
川
頭
首
工
（
水
の
取

り
入
れ
口
）
か
ら
夕
張
山
地
の
西
側
の
丘
陵
下
部
に
沿
っ

て
南
下
す
る
の
で
、
途
中
い
く
つ
か
の
小
河
川
を
ま
た
い

だ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
箇
所
で
は
水
路

橋
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ペ
ン
ケ
ウ
タ
シ
ナ
イ
川
の
上
を

通
る
ペ
ン
ケ
ウ
タ
シ
ナ
イ
水
路
橋
な
ど
は
そ
の
代
表
的
な

例
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
奈
江
川
、
奈
井
江
川
、
産

化
美
唄
川
、
茶
志
内
川
、
栗
沢
の
加
茂
川
な
ど
に
水
路
橋

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
美
唄
川
、
幾
春
別
川
、
幌

向
川
、
新
夕
張
川
な
ど
、
逆
サ
イ
フ
ォ
ン
を
設
け
て
川
の

下
を
抜
け
る
工
法
が
採
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

丘
陵
末
端
と
は
い
え
、
山
腹
に
は
起
伏
が
少
な
く
な
い

か
ら
ト
ン
ネ
ル
で
通
過
す
る
箇
所
も
あ
る
。
か
つ
て
空
知

地
方
に
は
多
く
の
炭
鉱
が
あ
っ
て
石
炭
積
み
出
し
の
鉄
道

が
東
西
方
向
に
通
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
鉄
道
路
線

の
上
下
を
抜
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。　

　

灌
漑
用
水
路
は
農
家
に
と
っ
て
営
農
に
不
可
欠
な
も
の

だ
が
、
一
般
市
民
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
存
在
も
意
義
も
知
ら

な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
時
に
は
邪
魔
な
存
在
だ
と
思
わ
れ

て
い
る
場
合
す
ら
あ
る
。こ
と
に
こ
の
用
水
路
は
市
街
地
、
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北
海
幹
線
用
水
路 

短
期
間
で
完
成
し
た「
難
工
事
」

　

用
水
の
受
益
面
積
約
2
万
6
0
0
0
ha
と
い
う
の
は
北

海
道
の
水
田
面
積
比
（
1
9
9
7
年
）
と
し
て
は
約
10
・

8
％
に
な
る
。
北
海
道
の
水
田
の
約
75
％
は
空
知
、上
川
、

石
狩
地
方
に
あ
る
か
ら
、
こ
の
中
で
の
割
合
は
も
っ
と
大

き
い
。

　

用
水
路
計
画
は
1
9
0
9
（
明
治
42
）
年
に
立
て
ら
れ

た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
後
不
況
な
ど
で
実
現
に

至
ら
な
か
っ
た
。
1
9
1
5
（
大
正
4
）
年
に
再
び
計

画
が
浮
上
、
1
9
2
1
（
大
正
10
）
年
調
査
が
行
わ
れ
、

1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
11
月
に
着
工
の
予
定
で
あ
っ
た

が
、
関
東
大
震
災
の
あ
お
り
で
ま
た
ま
た
延
期
、
よ
う
や

く
1
9
2
4
（
大
正
13
）年
着
工
、
4
年
4
ヵ
月
と
い
う

短
期
間
で
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
に
完
成
し
た
。

　

赤
平
頭
首
工
か
ら
6
工
区
に
分
け
ら
れ
、1
9
2
5（
大

正
14
）
年
か
ら
着
工
、
そ
の
後
、
各
所
で
揚
水
機
場
、
分

水
工
、
放
水
工
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。
箇
所
に
よ
っ
て
は

着
工
後
も
地
主
の
了
解
が
得
ら
れ
ず
、
土
地
買
収
が
進
ま

な
い
で
難
航
し
た
と
い
う
が
、
最
後
に
は
解
決
し
て
予
定

通
り
工
事
は
完
了
し
た
。
ま
た
、
工
事
中
に
洪
水
や
出
水

が
起
き
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

　

支
線
（
支
幹
線
、
支
派
線
）
水
路
と
し
て
は
豊
沼
、
茶

志
内
、
晩
生
内
お
よ
び
沼
貝
幹
線
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
北
海
幹
線
用
水
路
と
平
行
し
て
着
工
さ
れ
、
1
9
2
9

（
昭
和
4
）
年
に
竣
工
し
た
。
函
館
本
線
、
室
蘭
本
線
の

鉄
道
を
横
断
す
る
工
事
は
当
時
の
鉄
道
省
に
委
託
さ
れ
て



住
宅
地
を
通
る
こ
と
が
あ
り
、
橋
を
渡
る
の
に
迂
回
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
水
勢
が
早
い
か
ら
危

険
も
伴
う
。
そ
こ
で
市
街
地
で
は
蓋
を
し
て
上
を
公
園
化

す
る
と
か
、
親
水
広
場
に
す
る
な
ど
の
工
夫
も
凝
ら
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
用
水
路
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
使

い
方
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。桜
堤
や
紅
葉
堤
に
し
た
り
、

自
然
歩
道
に
仕
立
て
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
最
近

は
市
民
の
関
心
も
高
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
見
学
会
も
催
さ

れ
る
し
、
住
民
に
よ
る
用
水
の
整
備
も
行
わ
れ
、
栗
沢
町

で
は
グ
リ
ー
ン
少
年
団
が
植
樹
活
動
に
乗
り
出
し
た
。
赤

平
の
頭
首
工
付
近
の
住
吉
町
内
会
で
は
、
毎
年
ア
ジ
サ
イ

を
植
栽
し
、
住
民
の
手
で
憩
い
の
場
所
と
な
る
東
屋
を
整

備
し
た
。
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行
わ
れ
た
。
こ
と
に
岩
見
沢
駅
構
内
を
サ
イ
フ
ォ
ン
で
抜

け
る
工
事
は
規
模
も
大
き
く
難
工
事
だ
っ
た
と
い
う
。
こ

れ
を
含
め
て
鉄
道
関
連
の
工
事
は
鉄
道
橋
、
開
渠
、
暗
渠

な
ど
を
含
め
て
幹
線
5
ヵ
所
、
支
幹
線
9
ヵ
所
、
支
線

7
ヵ
所
の
合
計
21
ヵ
所
に
の
ぼ
っ
た
。

　

用
水
路
は
当
初
か
ら
一
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
施
工
さ
れ

た
が
、
当
時
は
ま
だ
国
内
産
セ
メ
ン
ト
の
製
造
能
力
は
少

な
く
、
時
に
不
良
品
も
出
た
の
で
、
函
館
の
浅
野
セ
メ
ン

ト
会
社
と
直
接
一
括
供
給
契
約
し
た
。
結
果
と
し
て
全
工

区
を
通
じ
て
所
用
セ
メ
ン
ト
量
は
確
実
に
供
給
さ
れ
た

が
、
途
中
、
関
東
大
震
災
が
起
き
て
供
給
も
一
時
難
航
し

た
と
い
う
。

　

史
料
に
は
、
資
材
や
工
事
の
請
負
に
つ
い
て
は
業
者
の

談
合
が
あ
る
か
ら
大
変
だ
、
そ
れ
を
で
き
る
だ
け
避
け
る

た
め
に
き
ち
ん
と
し
た
入
札
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
意
見
が
出
た
、
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

工
事
を
巡
っ
て
の
意
見
の
相
違
も
も
ち
ろ
ん
な
い
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
美
唄
の
逆
サ
イ
フ
ォ
ン
工
事
で
は
農
業

者
の
騒
動
が
あ
り
、
犠
牲
者
も
出
た
と
い
う
。
水
争
い
と

い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
ま
さ
に
農
業
に
つ
い
て
は
昔
も
今

も
水
が
大
き
な
問
題
な
の
で
あ
っ
た
（
参
考
：『
北
海
土

地
改
良
区
八
十
年
史
』・
北
海
土
地
改
良
区
、
平
成
13
年
）。

　

何
気
な
く
見
て
、
通
り
過
ぎ
て
き
た
用
水
路
は
、
地
味

で
は
あ
る
が
豊
か
な
穀
倉
地
帯
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

用水路としての表情を見せる市来知
幹線（下／三笠市岡山）とペンケ用
水路（左／砂川市焼山）。空知の豊
かな穀倉を支え続けている。

空知川（右）の水を頭首
工から引き入れ、北海幹
線用水路は始まる（北海
頭首工／赤平市）

親水の場としての整備も進む（流れのプラザ／砂川市）
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北
海
道
は
湿
原
の
宝
庫
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
湿

原
が
あ
り
、
低
地
で
は
釧
路
、
サ
ロ
ベ
ツ
な
ど
が
有
名
だ

し
、
山
地
と
し
て
は
大
雪
山
の
沼
の
原
と
沼
の
平
、
天
塩

山
地
の
松
山
と
ピ
ア
シ
リ
、
ニ
セ
コ
山
地
の
神
仙
沼
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

雨
竜
沼
湿
原
も
そ
の
一
つ
だ
が
、
日
本
の
山
地
湿
原
の

中
で
も
、
も
っ
と
も
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
を
持
つ
。
す
な

わ
ち
、
山
地
湿
原
と
し
て
は
尾
瀬
が
原
に
次
い
で
そ
の
ス

ケ
ー
ル
が
大
き
い
上
、
ほ
ぼ
真
円
形
の
池
塘
（
ち
と
う
／

湿
原
の
沼
）
が
多
く
分
布
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら

の
池
塘
は
棚
田
の
よ
う
に
高
低
差
を
も
っ
て
並
ん
で
い
て

景
観
に
も
変
化
が
大
き
い
。

　

こ
の
湿
原
は
暑
寒
別
山
地
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
っ
て
暑

寒
別
岳
、
南
暑
寒
別
岳
、
恵
岱
岳
、
群
馬
岳
な
ど
に
囲

ま
れ
た
緩
や
か
な
台
地
上
に
成
立
し
た
も
の
で
、
標
高

８
５
０
ｍ
、
面
積
は
お
よ
そ
１
０
０
ha
。
ほ
ぼ
中
央
に
ペ

ン
ケ
ペ
タ
ン
川
が
西
か
ら
東
へ
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
、
そ

の
両
側
に
多
数
の
池
塘
が
並
ぶ
。
池
塘
を
中
心
と
し
て
ミ

ズ
ゴ
ケ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
群
落
が
発
達
し
て
い
て
、
ホ
ロ

ム
イ
ソ
ウ
、
ホ
ロ
ム
イ
イ
チ
ゴ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ツ

ル
コ
ケ
モ
モ
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
ワ
タ
ス
ゲ
な
ど
が
多
い
。

池
塘
に
は
オ
ゼ
コ
ウ
ホ
ネ
、
エ
ゾ
ノ
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
な
ど
が

浮
か
ぶ
。

　

湿
原
の
周
辺
は
チ
シ
マ
ザ
サ
群
落
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て

い
る
。
チ
シ
マ
ザ
サ
は
水
に
強
い
の
で
湿
原
の
水
位
が
低

下
す
れ
ば
た
ち
ま
ち
侵
入
を
開
始
す
る
。
い
ま
で
も
各
所

で
サ
サ
の
展
開
し
つ
つ
あ
る
状
態
が
み
ら
れ
る
。
今
後
、

湿
原
の
遷
移
（
植
物
群
落
の
移
り
変
わ
り
）
に
大
き
く
影

響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
北
海
道
西
部（
日
本
海
側
）

の
湿
原
の
宿
命
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
日
本
海
斜
面
の
多
雪

地
帯
に
チ
シ
マ
ザ
サ
が
多
く
分
布
す
る
の
で
、
こ
の
地
方

の
湿
原
は
多
か
れ
少
な
か
れ
サ
サ
原
に
転
じ
る
可
能
性
が

高
い
の
だ
。
ニ
セ
コ
の
大
谷
地
湿
原
な
ど
は
そ
の
典
型
的

な
例
で
、す
で
に
大
部
分
が
サ
サ
原
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

雨
竜
沼
湿
原
も
そ
の
美
し
い
姿
を
少
し
で
も
長
く
保
と
う

と
す
る
な
ら
、
い
ま
の
う
ち
か
ら
サ
サ
の
展
開
を
抑
え
る

手
だ
て
を
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

雨
竜
沼
湿
原
で
は
１
２
１
種
の
湿
原
植
物
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
植
物
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
群
落
は

37
群
落
に
達
す
る
と
い
う
。
北
海
道
だ
け
で
な
く
湿
原
の

種
な
ら
び
に
群
落
の
多
様
性
は
き
わ
め
て
高
い
。

　

湿
原
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
的
だ
が
、
6
月
下
旬
か

ら
8
月
に
か
け
て
は
花
が
も
っ
と
も
多
く
て
華
や
か
で
あ

る
。
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
、
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
、
シ
ナ
ノ
キ
ン

バ
イ
ソ
ウ
、
チ
シ
マ
フ
ウ
ロ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
エ
ゾ

カ
ン
ゾ
ウ
（
ゼ
ン
テ
イ
カ
）
が
も
っ
と
も
目
を
惹
く
。
円

形
の
池
塘
は
土
壌
凍
結
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
氷
塊
が
後

に
融
け
て
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

雨
竜
沼
と
い
う
名
前
は
、
明
治
年
間
に
陸
軍
陸
地
測
量

部
に
よ
っ
て
最
初
に
地
形
測
量
が
行
わ
れ
て
５
万
分
の
１

の
地
形
図
が
作
成
さ
れ
た
時
に
名
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
時

の
測
量
は
ろ
く
な
道
路
も
な
か
っ
た
頃
だ
か
ら
、
山
地
の
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Data

275

雨竜沼湿原
ゲートパーク南暑寒荘

暑寒ダム

新十津川

道の駅
田園の里うりゅう

いきいき元気村
雨竜沼湿原

●お問い合わせ先
　雨竜町産業課 Tel. 0125-77-2213
　雨竜町観光協会 Tel. 0125-77-2155
　雨竜沼湿原を愛する会（事務局：外山 陽一）
　 Tel. 0125-78-3527    

●登山：6月下旬から9月
　 登山口の管理棟に登山届け。環境美化整
備等協力金500円

保
全
へ
の
取
り
組
み

　

雨
竜
沼
湿
原
へ
行
く
に
は
雨
竜
町
か
ら
ペ
ン
ケ
ペ

タ
ン
川
沿
い
に
南
暑
寒
荘
ま
で
車
で
入
れ
る
。
道
路

が
狭
く
て
土
曜
日
曜
は
か
な
り
混
み
合
う
こ
と
が
あ

る
。
こ
こ
か
ら
歩
い
て
雨
竜
沼
ま
で
は
約
4
㎞
。
約

1
時
間
30
分
。
途
中
に
見
事
な
白
竜
の
滝
を
見
て
、

二
つ
の
吊
橋
を
渡
る
。
雨
竜
沼
湿
原
に
は
延
長
約

3
･
5
㎞
の
木
道
が
整
備
さ
れ
て
い
て
歩
き
や
す
い
。

湿
原
を
傷
め
な
い
た
め
に
木
道
か
ら
決
し
て
降
り
な

い
こ
と
。

　

湿
原
か
ら
さ
ら
に
1
･
4
㎞
、
約
45
分
登
っ
た
と

こ
ろ
に
展
望
台
が
あ
り
、
湿
原
を
見
渡
す
こ
と
が
で

き
る
。

　

雨
竜
町
に
は
「
雨
竜
沼
湿
原
を
愛
す
る
会
」
が
組

織
さ
れ
て
い
て
、
同
好
の
士
が
多
い
。
自
主
的
に
会

員
が
湿
原
を
見
回
っ
て
そ
の
保
護
に
努
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
的
に
ガ
イ
ド
や
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
会
報

が
発
行
さ
れ
、
熱
心
に
広
報
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

美
し
い
自
然
を
そ
の
ま
ま
後
世
に
伝
え
る
こ
と

が
、
ど
れ
だ
け
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、
強
い
意
志
と

多
く
の
方
々
の
理
解
を
得
る
た
め
の
膨
大
な
忍
耐
と

努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
彼
ら
は
日
々
の
活
動

を
通
じ
て
私
た
ち
に
語
り
か
け
、
教
え
て
く
れ
る
。

か
な
り
の
部
分
は
積
雪
時
に
測
量
さ
れ
た
。
な
に
し
ろ
有

数
の
多
雪
地
帯
で
あ
り
、
雪
の
下
の
地
形
な
ど
ま
っ
た
く

見
え
な
い
わ
け
で
、
土
地
の
人
の
話
か
ら
山
の
上
に
大
き

な
沼
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
大
き
な
沼
を
描
き
込
ん

だ
ら
し
い
。
実
際
、
雪
解
け
の
季
節
に
は
い
く
つ
か
の
沼

（
池
塘
）
が
繋
が
っ
て
か
な
り
大
き
な
沼
に
な
る
と
こ
ろ

も
あ
る
（
２
０
０
４
年
9
月
の
大
雨
の
後
に
、
湿
原
の
か

な
り
の
部
分
が
水
没
し
、
多
く
の
池
塘
が
つ
な
が
っ
て
一

つ
の
大
き
な
沼
に
見
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
、
ま
ん
ざ

ら
嘘
で
も
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
明
治
期
の
地
図

の
沼
は
大
き
す
ぎ
る
）。
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上
富
良
野
町
西
２
線
北
25
号
の
丘
陵
地
帯
に
本
社
を
置

く
ス
ガ
ノ
農
機
が
、
農
業
博
物
館
「
土
の
館
」
を
開
館
し

た
の
は
1
9
9
2
（
平
成
4
）
年
7
月
で
あ
る
。
以
後
、

施
設
を
増
設
す
る
か
た
わ
ら
、
見
学
研
修
コ
ー
ス
を
設
け

る
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
た
の
で
、団
体
客
は
急
激
に
増
え
、

入
館
者
数
は
20
万
人
を
超
え
た
。

　

土
の
館
を
建
設
し
た
同
社
３
代
目
社
長
の
菅
野
祥
孝
さ

ん
は
、

「
農
業
は
人
間
の
努
力
が
１
割
、
あ
と
は
自
然
の
力
で
す
。

と
き
に
は
優
し
く
、
と
き
に
は
厳
し
い
自
然
と
向
き
合
う

農
業
こ
そ
、
„
無
尽
の
工
場
“
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
で
す
」

　

と
語
る
。

　

土
の
博
物
館
は
大
き
く
三
つ
に
わ
か
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
の
一
棟
が
「
土
の
館
」
で
、
正
面
に
は
未
開
の
地
の

標
本
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
１
展
示
場
に
は
北
海
道
の

開
拓
期
に
、
過
酷
な
条
件
の
中
で
開
墾
に
立
ち
向
か
っ
た

人
々
の
農
機
具
類
と
、
初
代
社
長
菅
野
豊
治
の
農
機
具
へ

の
取
り
組
み
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

第
２
展
示
場
は
土
が
メ
イ
ン
で
、
土
の
で
き
始
め
か
ら

世
界
の
農
耕
の
歴
史
を
探
求
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
北

海
道
開
拓
初
期
に
使
わ
れ
た
和
犂
（
ス
キ
）
や
西
洋
農
機

具
の
土
を
耕
す
畜
力
プ
ラ
ウ
な
ど
の
世
界
の
古
代
洋
犂
類

が
並
ん
で
お
り
、
次
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
土
と
環
境
に
関
す
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土
の
博
物
館
「
土
の
館
」 

る
資
料
が
並
ん
で
い
る
。
小
麦
の
30
年
間
連
作
に
成
功
し

た
大
規
模
農
場
か
ら
、
小
さ
な
野
菜
農
家
ま
で
、
全
国

50
ヵ
所
の
土
壌
を
採
取
し
、
展
示
し
た
土
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー
は
国
内
唯
一
の
も
の
と
い
う
。

　

圧
巻
は
第
１
と
第
２
を
つ
な
ぐ
階
段
の
壁
に
取
り
付
け

ら
れ
た
縦
４
ｍ
の
巨
大
な
土
の
標
本
展
示
だ
。
も
っ
と
も

下
層
は
１
万
年
前
ご
ろ
の
沼
地
に
土
砂
が
堆
積
し
た
層
。

ほ
ぼ
中
間
あ
た
り
に
は
1
8
9
7
（
明
治
30
）
年
に
三
重

県
か
ら
入
植
開
墾
し
た
こ
ろ
の
土
層
が
見
え
る
。
そ
の
上

に
位
置
す
る
の
が
1
9
2
6
（
大
正
15
）
年
に
起
こ
っ
た

十
勝
岳
噴
火
に
よ
る
泥
流
大
災
害
２
ｍ
の
痕
跡
だ
。
鉱
毒

を
含
ん
だ
土
は
作
物
ど
こ
ろ
か
草
も
生
え
ず
、
何
と
か
土

農
業
に
生
き
る
人
々
の「
土
の
拠
点
」



十
勝
岳
の
噴
火
と
泥
流

　

1
9
2
6
（
大
正
15
）
年
5
月
24
日
午
後
4
時
17

分
、
大
雪
山
系
の
十
勝
岳
（
標
高
2
0
7
7
ｍ
）
が

大
爆
発
を
起
こ
し
た
。
こ
の
爆
発
に
よ
り
中
央
火
口

丘
一
帯
が
破
壊
さ
れ
、
火
山
灰
は
空
を
覆
い
、
溶
岩

は
積
雪
を
溶
か
し
て
泥
流
と
な
っ
て
、
火
口
か
ら

2
･
8
㎞
下
の
鉱
山
事
務
所
ま
で
わ
ず
か
１
分
間
と

い
う
お
そ
る
べ
き
速
さ
で
下
っ
た
。

　

泥
流
は
さ
ら
に
美
瑛
川
、
富
良
野
川
に
わ
か
れ
て

流
れ
、
家
屋
、
橋
、
鉄
道
な
ど
を
破
壊
し
、
25
㎞
離

れ
た
富
良
野
原
野
を
埋
め
尽
く
す
の
に
25
分
間
し
か

か
か
ら
な
い
と
い
う
物
凄
さ
だ
っ
た
。

　

こ
の
泥
流
に
よ
り
死
者
、
行
方
不
明
者
は
1
4
4

人
、
家
畜
は
64
頭
が
死
に
、
建
物
全
壊
、
流
出

3
7
2
戸
、
田
畑
流
失
7
4
0
ha
、
被
災
者
は

1
5
0
0
人
余
り
、
損
害
額
は
2
5
6
万
円
と
い
う

自
然
災
害
で
は
か
つ
て
な
い
未
曾
有
の
惨
事
と
な
っ

た
。

　

こ
の
災
害
と
復
興
を
モ
デ
ル
に
し
た
の
が
三
浦
綾

子
の
小
説
『
泥
流
地
帯
』
で
あ
る
。

　
　

…
地
底
を
削
る
よ
う
な
激
し
い
音
を
立
て
、
泥

　
　

流
は
滔
々
と
流
れ
て
い
る
。
助
け
を
求
め
て
人

　
　

が
流
れ
る
。
ど
こ
か
の
家
が
山
際
に
突
き
当

　
　

た
っ
て
、
バ
リ
バ
リ
と
壊
れ
る
。
馬
も
幾
頭
も

　
　

流
れ
て
行
く
。
丸
太
が
流
れ
て
行
く
。
…

　

十
勝
岳
は
活
火
山
で
、
そ
れ
以
前
に
も
1
8
5
7

（
安
政
4
）
年
と
1
8
8
7
（
明
治
20
）
年
に
爆
発

が
あ
り
、
こ
れ
以
後
に
も
1
9
6
2
（
昭
和
37
）
年

6
月
29
日
と
30
日
に
2
度
、
爆
発
が
起
こ
り
、
噴
火

口
付
近
で
硫
黄
採
取
中
の
作
業
員
ら
5
人
が
死
ん
で

い
る
。
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美術館

観音像
フラワーランド

至旭
川

２３７
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富
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野

●お問い合わせ先
　上富良野町教育委員会　

Tel. 0167-45-5511
　土の博物館「土の館」　

Tel. 0167-45-3451
　　 開館日：5月1日～9月30日　無休　
            10月1日～4月30日　土・日・祝
　　　　　　日、年末年始休館
　　 開館時間：10時～16時

1926年の十勝岳噴火は後に三浦綾子氏が
『泥流地帯』として、復興を描いている。

を
甦
ら
せ
よ
う
と
客
土
を
繰
り
返
し
、
最
上
部
の
現
代
の

土
層
と
な
っ
た
。
そ
の
作
土
層
に
、
ど
ん
底
か
ら
雄
々
し

く
立
ち
上
が
っ
て
い
っ
た
人
々
の
強
い
意
志
を
汲
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
世
界
に
類
を
見
な
い
標
本
で
あ
る
。

　

２
番
目
の
棟
は
「
農
機
具
伝
承
館
」
Ａ
棟
、
B
棟
で
、

北
海
道
に
初
め
て
導
入
さ
れ
た
80
年
前
の
鉄
車
輪
ト
ラ
ク

タ
や
1
0
0
年
前
の
実
働
す
る
カ
ナ
ダ
製
の
蒸
気
式
ト
ラ

ク
タ
な
ど
歴
史
を
伝
え
る
世
界
の
ト
ラ
ク
タ
80
台
が
並

ぶ
。
ト
ラ
ク
タ
博
物
館
の
規
模
で
は
世
界
一
だ
。

　

眼
前
に
十
勝
岳
を
望
み
、
背
後
に
先
人
の
眠
る
丘
を
持

つ
こ
の
地
は
、
農
業
に
生
き
る
人
々
の
„
土
の
拠
点
“
と

な
っ
た
感
が
あ
る
。

「
土
の
館
」
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「
い
く
つ
も
の
時
代
と
思
い
出
を
刻
み
な
が
ら
、
人
々

の
暮
ら
し
を
見
つ
め
て
き
た
橋
が
あ
り
ま
す
」―

―

こ
れ

は
、『
旭
橋
』
と
い
う
名
の
豆
本
（
発
行
・
旭
橋
を
語
る

会
／
平
成
14
年
）
の
書
き
出
し
で
あ
る
。

　

旭
橋
に
限
ら
ず
橋
は
古
今
東
西
、
出
会
い
や
別
れ
や
旅

立
ち
の
背
景
と
し
て
、
人
間
模
様
を
映
し
て
き
た
。
橋
に

は
そ
れ
ぞ
れ
独
特
の
個
性
が
あ
り
、
物
語
性
が
あ
り
、
そ

の
地
に
育
っ
た
住
民
の
原
風
景
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
が
ま
た
そ
の
町
の
魅
力
で
も
あ
っ
た
。

　
「
あ
っ
た
」
と
い
う
に
は
訳
が
あ
る
。
橋
は
川
を
横
断

す
る
、
い
わ
ゆ
る
道
路
で
あ
る
。
よ
っ
て
橋
は
通
行
に

便
利
な
よ
う
に
改
良
さ
れ
（
つ
ま
り
個
性
は
失
わ
れ
）、

橋
を
渡
っ
て
い
る
こ
と
す
ら
気
が
つ
か
な
い
こ
と
さ
え

あ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
旭
橋
と
並
ぶ
名
橋
と
言
わ
れ
た
、

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
竣
工
の
札
幌
市
の
豊
平
橋
も
、

そ
の
三
連
の
ア
ー
チ
橋
は
、
な
く
な
っ
た
今
で
も
描
く
こ

と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
現
在
の
豊
平
橋
を
描
く
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、そ
の
形
態
を
思
い
出
す
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。

橋
は
も
う
、
国
道
何
号
と
い
う
道
路
に
、
吸
収
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
現
代
に
お
い
て
旭
橋
は
、
幸
運
に
も
生
き
長
ら

え
て
き
た
。
い
や
、単
な
る
幸
運
ば
か
り
で
は
な
く
、人
々

の
愛
着
と
保
存
へ
の
熱
意
、
そ
の
先
進
的
工
学
技
術
に

よ
っ
て
73
歳
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
は
、
太
平

洋
戦
争
時
に
鉄
製
の
欄
干
の
供
出
（
昭
和
19
年
）
や
、
経

済
性
や
利
便
性
か
ら
、
照
明
灯
が
全
国
一
律
の
水
銀
灯
に

な
る
（
昭
和
41
年
）
な
ど
、
そ
の
原
型
を
保
つ
こ
と
が
困

難
な
歴
史
も
乗
り
越
え
て
き
た
の
で
あ
る
（
欄
干
は
昭
和

32
年
に
木
製
か
ら
再
び
鉄
製
に
戻
さ
れ
、
昭
和
58
年
に
は

飾
り
塔
や
ラ
ン
タ
ン
型
の
照
明
灯
が
復
元
さ
れ
た
）。

　

旭
橋
の
歴
史
は
１
８
９
２
（
明
治
25
）
年
、
現
在
の
橋

の
位
置
に
わ
ず
か
幅
一
間
（
約
１
・
８
ｍ
）
の
土
橋
（
表

面
に
土
を
か
け
た
橋
）
が
架
け
ら
れ
た
の
に
始
ま
る
。
そ

れ
ま
で
は
旭
川
村
か
ら
石
狩
川
の
対
岸
、
近
文
原
野
に
行

く
に
は
、
渡
し
舟
し
か
方
法
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
木

橋
の
時
代
を
経
て
、
１
９
０
４
（
明
治
37
）
年
に
ア
メ
リ

カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
鋼
鉄
製
に
よ
る
初
代
旭
橋
が
架
け
ら

れ
た
が
、
師
団
方
面
へ
の
路
面
電
車
の
通
行
を
可
能
に

す
る
た
め
も
あ
り
、
１
９
３
２
（
昭
和
7
）
年
、
橋
長

２
２
５
・
４
ｍ
、
幅
員
18
・
３
ｍ
の
現
在
の
旭
橋
が
竣
工
す

る
。
設
計
指
導
を
し
た
の
は
、
当
時
の
北
海
道
大
学
工
学

部
長
・
吉
町
太
郎
一
博
士
で
あ
る
。
ち
な
み
に
彼
の
師
は
、

北
海
道
遺
産
で
あ
る
小
樽
の
北
防
波
堤
を
設
計
し
た
広
井

勇
で
あ
る
。

　

道
北
の
中
心
都
市
旭
川
市
の
地
図
を
見
る
と
、
大
河
河

口
の
扇
状
地
の
、
ま
っ
た
く
逆
の
扇
状
地
と
な
っ
て
い
る

の
が
分
か
る
。
本
流
石
狩
川
、
牛
朱
別
川
、
忠
別
川
、
美

瑛
川
が
街
の
西
部
で
合
流
し
、
漏
斗
で
集
め
ら
れ
た
よ
う

に
、
景
勝
地
神
居
古
潭
へ
と
束
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
川
の
街
旭
川
が
、
橋
の
街
で
も
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
そ
の
数
７
６
０
橋
以
上
と
い
わ
れ
、
明
治
の
名

橋
心
斎
橋
を
始
め
、
俗
に
八
百
八
橋
と
い
わ
れ
る
水
の
街

54

市
民
が
見
つ
め
、

市
民
を
見
つ
め
る

名
橋
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●問い合わせ先
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大
阪
に
匹
敵
す
る
。
よ
っ
て
旭
川
市
民
に
と
っ
て
橋
は
身

近
で
あ
り
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
必

然
的
に
そ
の
代
表
格
で
あ
る
旭
橋
に
対
す
る
市
民
の
思
い

入
れ
は
、
他
の
街
と
は
比
べ
よ
う
が
な
い
も
の
な
の
だ
。

　

旭
橋
の
正
面
に
、
標
語
が
書
か
れ
た
半
円
の
額
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
珍
し
い
写
真
が
豆
本
に
あ
る
。そ
の
額
に
は
、

扇
の
要
の
位
置
に「
誠
」と
あ
り
、以
下「
忠
節
」「
礼
儀
」「
武

勇
」「
信
義
」「
質
素
」
と
扇
状
に
書
か
れ
て
い
る
。
文
中

の
逸
話
に
よ
れ
ば
、電
車
が
橋
の
上
を
通
過
す
る
と
き
は
、

車
掌
が
「
気
を
つ
け
！
」
と
号
令
を
か
け
た
と
あ
る
。
何

と
も
戦
時
色
の
強
い
話
だ
が
、
橋
が
単
な
る
道
路
の
延
長

で
は
な
く
、
第
七
師
団
の
第
一
鳥
居
的
意
味
合
い
も
あ
っ

た
と
想
像
さ
れ
る
の
だ
。

　

現
在
の
旭
橋
の
風
景
は
穏
や
か
で
あ
る
。
夕
日
を
受
け

た
シ
ル
エ
ッ
ト
や
、川
面
の
水
蒸
気
で
霞
む
、ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
旭
橋
は
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
北
国
の
情
景
で
あ

る
。
こ
の
穏
や
か
な
名
橋
を
、
次
世
代
も
原
風
景
に
と
ど

め
、
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を
願
う
の
で
あ
る
。

現在の旭橋の渡橋式（昭和7年）。

初代旭橋。昭和7年に深川市の納内橋として再生され、昭和40年まで使用された。（写真は「旭橋60周年記念誌」より）
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北
見
山
地
の
主
峰
天
塩
岳
（
１
５
５
７
・
６
ｍ
）
を
源

と
す
る
天
塩
川
は
流
域
面
積
５
５
９
０
㎢
、
全
長
２
５
６

㎞
の
流
程
を
も
つ
北
海
道
第
二
の
大
河
で
あ
る
。
中
流
部

か
ら
下
流
部
に
か
け
て
は
蛇
行
が
多
く
、
そ
れ
が
切
り
離

さ
れ
て
半
月
湖
と
し
て
残
っ
て
い
る
所
も
少
な
く
な
い
。

　

最
上
流
部
の
岩
尾
内
ダ
ム
や
中
流
に
堰
堤
が
あ
る
こ
と

を
除
け
ば
、
本
流
に
は
ダ
ム
は
な
い
か
ら
、
長
流
の
中
で

は
も
っ
と
も
自
然
河
川
の
趣
が
残
さ
れ
て
い
る
一
つ
で
あ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
堤
防
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
山
や
崖
に
沿
っ
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。
宗

谷
本
線
の
車
窓
か
ら
も
、
そ
し
て
平
行
し
て
走
る
国
道
か

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
姿
の
天
塩
川
の
自
然
が
楽
し
め
る
。

　

50
年
ほ
ど
前
ま
で
自
然
状
態
が
よ
く
保
た
れ
て
い
た
か

ら
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
生
息
情
報
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
た
。
今
で
も
約
２
０
０
種
類
の
鳥
類
が
観
察
さ
れ
、
ウ

グ
イ
、
ハ
ナ
カ
ジ
カ
を
は
じ
め
と
し
て
、
上
流
部
に
は
イ

ワ
ナ
、
ヤ
マ
ベ
、
絶
滅
危
惧
種
の
イ
ト
ウ
の
生
息
も
確
認

さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
の
も
っ
と
も
北
を
流
れ
る
た
め
、

低
標
高
で
も
高
山
性
の
植
物
が
生
育
す
る
。

　

天
塩
川
の
上
流
部
は
森
林
に
覆
わ
れ
た
と
こ
ろ
が
多

い
。
中
流
部
で
は
水
田
が
広
が
る
が
、そ
の
北
限
は
現
在
、

美
深
町
あ
た
り
に
あ
る
。
音
威
子
府
か
ら
下
流
は
畑
作
地

帯
だ
が
、
天
塩
中
川
付
近
で
は
北
海
道
大
学
の
天
塩
な
ら

び
に
中
川
地
方
研
究
林
が
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
に
な
る
と

天
塩
山
地
も
か
な
り
標
高
が
低
く
な
っ
て
、
せ
い
ぜ
い
数

百
メ
ー
ト
ル
の
低
山
に
な
る
。
一
方
で
は
比
較
的
緩
や
か

で
山
頂
が
平
ら
な
と
こ
ろ
に
は
し
ば
し
ば
高
層
湿
原
が
発

達
す
る
。

　

名
寄
市
か
ら
北
東
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
は
ピ
ヤ
シ
リ
湿

原
、
松
山
湿
原
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
下
流
の
幌
延
町
に

は
中
峰
の
平
湿
原
が
あ
る
。
下
流
部
に
近
づ
く
と
低
地
に

も
泥
炭
地
が
多
く
な
る
。
雄
信
内
（
お
の
っ
ぷ
な
い
）、

幌
延
（
ほ
ろ
の
べ
）
あ
た
り
は
天
塩
川
の
蛇
行
部
分
が
切

り
離
さ
れ
て
で
き
た
半
月
湖
が
多
い
が
、
そ
の
周
囲
の
ほ

と
ん
ど
は
か
つ
て
湿
原
で
あ
っ
た
。
河
口
は
天
塩
町
で
、

こ
こ
で
天
塩
川
は
北
側
か
ら
長
く
延
び
て
き
て
い
る
海
岸

砂
丘
に
遮
ら
れ
、
大
き
く
南
に
向
き
を
変
え
て
日
本
海
に

流
れ
込
む
。
そ
の
北
に
は
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
が
広
が
る
。
こ

の
湿
原
も
か
つ
て
天
塩
川
が
作
り
上
げ
た
も
の
だ
。
河
口

付
近
で
そ
の
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
を
流
れ
て
き
た
サ
ロ
ベ
ツ
川

が
合
流
す
る
。

　

河
口
に
近
い
湿
地
に
は
天
塩
松
の
名
で
呼
ば
れ
る
湿
地

生
の
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
林
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
か
つ
て
国
外

で
も
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
響
板
、
高
級
な
ヨ
ッ
ト
や
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
の
甲
板
材
と
し
て
重
用
さ
れ
た
。

　

天
塩
川
は
、
中
流
域
の
風
連
町
か
ら
人
工
構
築
物
が
な

く
、
河
口
ま
で
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
川
下
り
が
で
き
る
。
そ

の
区
間
は
日
本
一
長
い
１
５
７
㎞
と
あ
っ
て
、
ロ
ン
グ

ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
む
カ
ヌ
ー
愛
好
者
に
人
気
。
流
域
に

点
在
す
る
カ
ヌ
ー
工
房
で
マ
イ
カ
ヌ
ー
を
作
り
、
大
河
に

漕
ぎ
出
せ
ば
、
き
ら
め
く
大
自
然
を
体
験
で
き
る
。
流
域

に
は
、
20
ヵ
所
の
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
温
泉
や
キ
ャ
ン
プ

56
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場
が
身
近
に
楽
し
め
る
快
適
な
ア
ウ
ト
ド
ア
環
境
が
整
っ

て
い
る
。

　

流
域
13
市
町
村
に
は
、
行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
市
民
グ

ル
ー
プ
な
ど
が
天
塩
川
を
ス
テ
ー
ジ
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
全
国
規
模
で
開
催
さ
れ
て
い
る
カ

ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
大
会
「
ダ
ウ
ン･

ザ
・
テ
ッ
シ‐

オ‐

ペ
ッ
」
も
そ
の
一
つ
で
、
す
で
に
13
回
大
会
を
数
え
、
多

く
の
天
塩
川
フ
ァ
ン
の
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
１
５
７
㎞
先
の
河
口
ま
で
一
気
に
漕
ぎ
下
る

「
天
塩
川
１
０
０
マ
イ
ル
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
大
会
」
も

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
に
開
催
さ
れ
た
。

天塩川には多くのカヌーイストが集まる。

チ
ョ
ウ
ザ
メ
復
活
の
動
き
も

　

天
塩
の
名
は
ア
イ
ヌ
語
の
「
テ
ッ
シ
・
オ
・
ペ
ッ
」
か
ら
来

て
お
り
「
簗
・
多
い
・
川
」
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
簗
」

は
人
が
設
け
た
魚
獲
り
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
て
、
あ
た
か

も
簗
に
み
え
る
よ
う
な
岩
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
、
と
い
う
意
味

だ
そ
う
だ
。
美
深
町
恩
根
内
に
は
ま
さ
に
そ
の
岩
が
並
ん
で
い

る
光
景
が
み
ら
れ
る
。

　

幕
末
の
探
検
家
・
松
浦
武
四
郎
は
1
8
5
7
（
安
政
4
）
年
、

天
塩
川
流
域
を
旅
し
た
記
録
『
天
塩
日
誌
』
で
「
船
縁
に
た
く

さ
ん
の
蝶
鮫
が
三
角
の
頭
を
出
し
て
気
味
が
悪
か
っ
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
、
急
速
に
消
滅
し
た
が
、
近
年
で
は

1
9
9
6
年
、9
8
年
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
体
長
1
・
6
ｍ
、2
・
4

ｍ
の
大
物
が
河
口
で
捕
獲
さ
れ
た
。
今
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
を
復
活

さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み

が
始
ま
り
、
美
深
町
で

は
、
び
ふ
か
ア
イ
ラ
ン

ド
で
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
観

察
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
音
威
子
府
に

は
、
松
浦
武
四
郎
が
調

査
の
途
上
で
「
北
海
道
」

の
命
名
を
発
想
し
た
場

所
を
示
す
木
標
が
建
立

さ
れ
て
い
る
。

流域の工房で生まれたカヌーで川を北上していく。
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北
海
道
の
屋
根
大
雪
山
の
北
、
北
見
山
地
の
北
端
が
ゆ

る
や
か
に
宗
谷
海
峡
へ
落
ち
込
む
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
宗
谷

丘
陵
だ
。
一
番
高
い
モ
イ
マ
山
で
も
高
さ
は
２
３
５
ｍ
。

稚
内
市
、
豊
富
町
の
東
側
に
あ
る
緩
や
か
な
起
伏
の
丘
陵

は
、
空
か
ら
は
指
を
揃
え
た
よ
う
に
並
ん
で
見
え
る
。
こ

の
規
則
的
な
「
指
の
並
び
」
地
形
が
周
氷
河
地
形
だ
。
意

味
と
し
て
は
「
氷
河
の
・
周
囲
に
形
成
さ
れ
た
・
地
形
」

で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
、
こ
ん
な
地
形
が
で
き
た
の
か
？

　

氷
河
の
周
囲
で
は
土
壌
の
表
層
の
凍
結
と
融
解
が
繰
り

返
さ
れ
て
、
表
層
の
土
壌
が
融
け
る
と
斜
面
上
部
の
石
や

砂
は
下
へ
転
げ
落
ち
る
。
加
え
て
凹
ん
だ
谷
の
部
分
は
融

け
た
水
や
雨
水
が
流
れ
て
浸
食
が
進
行
す
る
。
こ
の
繰
り

返
し
で
な
だ
ら
か
な
地
形
が
造
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
氷
河

は
消
え
て
地
形
だ
け
が
残
っ
た
の
だ
。

　

こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
な
だ
ら
か
な
丘
陵
は
間
氷
期
に

な
る
と
次
第
に
植
物
に
覆
わ
れ
、
つ
い
に
は
森
林
が
発
達

す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
か
つ
て
は
立
派
な
森
林
に
覆
わ
れ

て
い
た
。

　

こ
の
状
態
は
ず
っ
と
続
い
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、

北
海
道
に
住
む
人
が
徳
川
時
代
中
期
か
ら
増
加
す
る
に
つ

れ
て
森
林
の
伐
採
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
年
間
ま

で
は
そ
れ
で
も
か
な
り
の
森
林
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。

　

こ
の
地
方
の
森
林
は
明
治
後
期
に
か
な
り
伐
採
さ
れ
、

さ
ら
に
大
正
年
間
に
起
き
た
大
規
模
な
山
火
事
で
失
わ
れ

た
。
こ
の
時
の
山
火
事
で
い
ま
の
稚
内
市
の
抜
海
海
岸
か

58

氷
河
が
描
き
、

山
火
事
が
晒
し
た
造
形
美

 
宗
谷
丘
陵
の
周
氷
河
地
形 
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左
窓
側
に
座
し
て
空
か
ら
味
わ
う

　

周
氷
河
地
形
は
約
1
万
年
前
に
終
わ
っ
た
最
後

の
氷
河
期
（
ウ
ル
ム
氷
期
）
に
形
成
さ
れ
た
。
典

型
的
な
も
の
は
宗
谷
丘
陵
の
ほ
か
に
十
勝
地
方
や

根
釧
原
野
で
も
見
ら
れ
る
が
、
宗
谷
丘
陵
の
も
の

は
特
に
見
事
で
あ
る
。

　

飛
行
機
か
ら
み
る
と
分
か
り
や
す
い
し
、
美
し

い
。
稚
内
空
港
を
離
陸
し
た
数
分
か
ら
十
分
ほ
ど

前
後
が
チ
ャ
ン
ス
。
座
席
は
左
の
窓
側
に
取
る
と

い
い
。

　

現
在
、
そ
の
緩
や
か
な
丘
陵
に
は
国
内
最
大

規
模
を
誇
る
肉
牛
牧
場
が
あ
り
、
厳
し
く
も
豊

か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
健
康
な
宗
谷
黒
牛
が
約

3
0
0
0
頭
も
放
牧
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
角
に

滞
在
型
宿
泊
体
験
施
設「
宗
谷
岬
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
」

が
あ
る
。
風
力
と
太
陽
光
で
電
力
を
ま
か
な
い
、

地
場
産
品
を
食
材
と
し
て
供
給
し
、
排
泄
物
は
有

機
堆
肥
化
し
て
還
元
す
る
な
ど
資
源
循
環
の
体
験

が
で
き
る
。
ま
た
、宗
谷
丘
陵
に
は
2
0
0
5（
平

成
17
）
年
秋
に
は
57
基
の
風
力
発
電
用
風
車
が
立

ち
並
ぶ
予
定
で
あ
る
。

　

宗
谷
丘
陵
周
氷
河
地
形
を
見
る
に
は
先
に
述
べ

た
よ
う
に
飛
行
機
か
ら
み
る
の
が
一
番
だ
が
、
天

気
次
第
で
必
ず
見
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
第

一
、
時
間
が
短
す
ぎ
る
。
気
球
で
も
あ
れ
ば
一
番

い
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
陸
路
だ
と
稚
内
市
か
ら

宗
谷
岬
ま
で
行
っ
て
、
灯
台
の
と
こ
ろ
か
ら
丘
陵

へ
続
く
道
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
牧
場
の
ほ
う
へ

辿
る
と
い
い
。

ら
火
に
追
わ
れ
て
海
に
入
っ
た
ヒ
グ
マ
が
利
尻
島
に
泳
ぎ

着
い
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
山
火
事
の
後
、
周
氷
河
地
形
の
丘
陵
は
森
林

と
い
う
厚
い
緑
の
カ
バ
ー
を
失
っ
て
、
い
ま
、
見
ら
れ
る

よ
う
な
サ
サ
原
に
な
っ
た
。
樹
木
は
強
い
風
を
受
け
て
な

か
な
か
回
復
で
き
な
い
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
谷
の
中
だ
け

に
や
っ
と
森
林
が
で
き
か
か
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
周
氷

河
地
形
は
森
林
と
い
う
カ
バ
ー
が
な
く
な
っ
て
、
そ
の
回

復
が
遅
い
た
め
に
、
か
え
っ
て
は
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
樹
木
が
十
分
に
生
育
し
て
立
派
な
森
林
が
で

き
て
い
た
ら
、
そ
れ
に
隠
さ
れ
て
地
形
は
識
別
で
き
な
い

だ
ろ
う
。

　

一
部
は
牧
草
地
や
放
牧
地
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ

で
は
緑
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
き
つ
め
た
よ
う
に
地
形
が
な

お
さ
ら
よ
く
わ
か
る
。



い
。
小
清
水
原
生
花
園
も
放
牧
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い

た
ほ
か
、
蒸
気
機
関
車
の
時
代
、
春
先
に
煙
突
か
ら
飛
ん

だ
火
の
粉
で
野
火
を
繰
り
返
し
、
海
岸
草
原
の
維
持
に
役

立
っ
た
ら
し
い
。
放
牧
に
伴
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
牧
草
の

枯
れ
草
が
焼
き
払
わ
れ
、
多
く
の
自
然
の
草
の
発
達
が
促

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
変

わ
っ
た
た
め
野
火
が
な
く
な
り
、
牧
草
が
繁
茂
し
、
相
対

的
に
自
然
の
花
が
減
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
、
計
画
的

な
野
焼
き
や
帰
化
植
物
の
除
去
が
毎
年
行
わ
れ
、
こ
の
特

異
な
景
観
の
維
持
に
努
め
て
い
る
。

　

原
生
花
園
の
ほ
ぼ
中
央
に
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
Ｈ
a　
n　a
が
あ
る
。
隣
に
は
釧
網
本
線
原
生
花

園
駅
が
あ
り
、
駅
か
ら
天
覧
ヶ
丘
、
遊
歩
道
と
続
い
て
い

る
。
原
生
花
園
の
花
が
見
頃
を
迎
え
る
６
月
下
旬
か
ら
７

月
下
旬
ま
で
、
地
元
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
議
会

が
天
覧
ヶ
丘
付
近
に
常
駐
し
、
園
地
内
の
花
や
周
囲
の
様

子
を
無
料
で
案
内
し
て
い
る
。
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野
火
が
維
持
し
た  

特
異
な
景
観

 
小
清
水
原
生
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小
清
水
原
生
花
園
は
、
網
走
市
よ
り
東
南
に
約
15
㎞
の

位
置
に
あ
り
、
北
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
南
は
濤
沸
湖

に
挟
ま
れ
た
、
東
西
に
延
び
る
砂
丘
列
の
上
に
発
達
し
た

延
長
約
８
㎞
に
及
ぶ
海
岸
草
原
で
、
面
積
は
約
２
７
５

ha
、
幅
の
広
い
と
こ
ろ
で
２
０
０
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
。

　

海
浜
で
は
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
、
ハ
マ
ニ
ガ
ナ
、
ハ
マ
ニ
ン

ニ
ク
、
コ
ウ
ボ
ウ
ム
ギ
、
砂
丘
で
は
ハ
マ
ナ
ス
、
エ
ゾ
ス

カ
シ
ユ
リ
、
エ
ゾ
キ
ス
ゲ
、
ク
ロ
ユ
リ
、
ヒ
メ
イ
ズ
イ
、

エ
ゾ
カ
ワ
ラ
マ
ツ
バ
、
ハ
マ
フ
ウ
ロ
な
ど
多
く
の
種
類
が

春
か
ら
秋
に
か
け
て
、代
わ
る
代
わ
る
咲
き
続
け
て
い
る
。

　

網
走
・
釧
路
間
を
結
ぶ
釧
網
本
線
が
草
原
の
中
を
国
道

と
併
行
し
て
走
り
、
背
後
に
濤
沸
湖
、
東
側
に
は
斜
里
岳

を
は
じ
め
と
す
る
知
床
連
山
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
優
れ
た

背
景
を
も
つ
。

　

ま
た
、
濤
沸
湖
畔
は
、
湖
と
と
も
に
広
々
と
し
た
馬
の

放
牧
が
み
ら
れ
、
湿
性
の
草
原
に
は
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
、

セ
ン
ダ
イ
ハ
ギ
な
ど
の
群
落
も
あ
る
。

 

１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
に
北
海
道
名
勝
に
、
ま
た

１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
に
は
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
た
。

　
「
原
生
花
園
」
と
い
う
呼
び
名
は
き
わ
め
て
優
れ
た

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
だ
が
、
植
物
学
的
な
も
の
で
は
な
い
。

本
来
は
「
海
岸
草
原
」
が
正
し
い
。
旅
行
雑
誌
『
旅
』
の

名
編
集
長
と
言
わ
れ
た
戸
塚
文
子
さ
ん
が
最
初
に
命
名
し

た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
「
原
生
花
園
」
は
放
牧
が
行
わ
れ
た
り
、
海
岸
林
が
伐

採
な
ど
で
樹
林
が
失
わ
れ
て
草
原
が
発
達
し
た
も
の
が
多

「
ワ
ッ
カ
／
小
清
水
原
生
花
園
」



　

江
差
に
は
、
江
差
に
生
ま
れ
た
文
化
を
大
切
に
し
、
先

人
の
開
拓
の
苦
労
や
ニ
シ
ン
漁
の
繁
栄
の
歴
史
を
い
つ
ま

で
も
伝
え
た
い
と
い
う
、
多
く
の
人
々
の
思
い
が
あ
ふ
れ

て
い
る
。
北
海
道
遺
産
第
１
回
選
定
の
「
姥
神
大
神
宮
渡

御
祭
」
と
並
び
、「
江
差
追
分
」
に
も
そ
の
熱
い
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

江
差
追
分
の
ル
ー
ツ
に
は
諸
説
が
あ
り
、
研
究
者
は

多
い
も
の
の
未
だ
決
定
的
な
定
説
は
な
い
。
一
説
に
は
、

２
５
０
年
ほ
ど
前
に
信
州
中
山
道
に
あ
っ
た
馬
子
唄
が
越

後
に
伝
わ
り
、
越
後
追
分
と
な
り
、
や
が
て
ニ
シ
ン
漁
で

賑
わ
っ
た
江
差
の
港
に
北
前
船
な
ど
に
よ
り
運
ば
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。そ
の
追
分
節
が
、江
差
に
も
と
も
と
あ
っ

た
江
差
謙
良
節
な
ど
と
あ
い
ま
っ
て
、
長
い
間
、
北
国
の

厳
し
い
風
土
に
も
ま
れ
な
が
ら
多
く
の
先
人
た
ち
に
唄
い

継
が
れ
変
遷
し
、
独
特
の
哀
調
を
帯
び
た
も
の
と
し
て
、

現
在
の
「
江
差
追
分
」
と
な
っ
た
。

　

江
差
追
分
に
は
、
前
唄
、
本
唄
、
後
唄
が
あ
る
。
前
唄

も
後
唄
も
、
本
唄
の
情
緒
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
あ
り
、

比
較
的
自
由
に
唄
わ
れ
る
が
、
本
唄
に
は
基
本
譜
が
あ

る
。
江
差
追
分
節
が
い
く
つ
か
の
流
派
で
唄
わ
れ
て
い
た

１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
、
正
調
節
を
作
ろ
う
と
各
派
が

合
意
し
音
符
の
作
成
が
手
が
け
ら
れ
た
も
の
で
、
現
在
の

基
本
譜
は
１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

本
唄
は
た
っ
た
七
節
で
で
き
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
先

人
た
ち
の
悲
喜
こ
も
ご
も
の
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
よ
く
親
し
ま
れ
て
い
る
本
唄
「
か
も
め
の　

鳴

く
音
に　

ふ
と
目
を　

さ
ま
し　

あ
れ
が　

蝦
夷
地
の　

山
か
い
な
」
は
、
蝦
夷
地
で
の
大
成
を

夢
見
て
北
前
船
に
乗
り
込
ん
だ
北
陸
地

方
の
武
士
や
農
家
の
人
た
ち
が
、
か
も

め
の
声
に
目
を
覚
ま
し
て
蝦
夷
の
山
々

を
目
に
し
た
時
の
期
待
と
不
安
に
満
ち

た
心
情
を
唄
っ
た
も
の
で
あ
り
、
別
の

本
唄
「
忍
路
（
オ
シ
ョ
ロ
）　

高
島

お
よ
び
も　

な
い
が　

せ
め
て　

歌
棄

（
ウ
タ
ス
ツ
）　

磯
谷
ま
で
」
は
、
北
上

す
る
ニ
シ
ン
を
追
っ
て
漁
に
出
る
男
た
ち
を
女
人
禁
制
の

積
丹
半
島
の
手
前
に
あ
る
歌
棄
、
磯
谷
ま
で
見
送
り
た
い

と
い
う
切
な
い
思
い
を
唄
っ
た
も
の
と
し
て
有
名
だ
。

　

江
差
追
分
を
守
り
、
全
国
、
海
外
に
広
げ
て
い
る
の
は

１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年
に
発
足
し
た
「
江
差
追
分
会
」。

２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
４
月
現
在
で
、１
５
８
支
部
（
う

ち
海
外
５
支
部
）
が
組
織
さ
れ
、
会
員
数
も
４
０
０
０
人

を
超
え
る
。

　

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
に
始
ま
っ
た
江
差
追
分
全
国

大
会
は
、
平
成
16
年
で
第
42
回
大
会
を
迎
え
た
。
全
国
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
約
４
０
０
名
が
、大
会
の
３
日
間
に「
か

も
め
〜
」
の
本
唄
を
次
々
と
唄
い
、
そ
の
年
の
優
勝
者
が

決
定
す
る
。
少
年
、
熟
年
、
一
般
の
部
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
の
層
の
厚
さ
に
も
驚
く
。

　

江
差
追
分
会
館
で
は
観
光
客
に
も
江
差
追
分
に
ふ
れ
て

も
ら
お
う
と
、
１
０
０
畳
の
ホ
ー
ル
で
の
実
演
や
江
差
追

分
を
学
べ
る
道
場
も
開
設
し
て
い
る
。

唄
い
継
が
れ
た

「
か
も
め
の

  

鳴
く
音
」

 

江
差
追
分 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Data

姥神大神宮

227鴎島

開陽丸

追分会館 江差町役場

江差署

JR江差駅

新地町繁華街

●お問い合わせ先
　江差町追分課（江差追分会館内）

Tel. 01395-2-5555

「
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
と
江
差
追
分
」



第1回選定25件の横顔
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「留萌のニシン街道（佐賀番屋、旧
  花田家番屋、岡田家と生活文化）」  

（留萌地域）

留萌線の終着駅、増毛。駅の周りには明治初期から

営業を続けてきた旧商家丸一本間をはじめ、日本海の

風雪に耐えた石造りや木造の建物が並ぶ。高台にある

増毛小学校は1936年に建築された戦前期都市型木造

校舎としては道内唯一の現役校舎。今も子どもたちが

元気に学び、体育館ではコンサートも開かれるなど、多

くの人に親しまれている。

「ピアソン記念館」（北見市）

稚内－樺太大泊間の旧稚泊航路整備の一環として、

冬季の北西越波防止のために建設された半アーチ式

ドーム。海上からの高さ14ｍ、柱間６ｍの円柱72本を

並べた長さ427ｍの世界でも類を見ない独特の景観と構

造を持ち、港湾土木史に残る傑作であるとともに、旧樺

太航路時代の記憶を残す歴史遺産。設計者は、当時

26歳の土木技師・土谷実。

ニシン漁は、松前藩の時代から北上するニシンを追い、

千石場所を変えながら、地域にさまざまな物語を残した。

豊漁、薄漁、凶漁と気まぐれに押し寄せるニシンに翻弄

され、いったん群来を見ると番屋では数の子や身欠きニ

シン作りにあけくれたが、ある年、ニシンは忽然と姿を消

した。そんなニシン漁の賑わいを今に伝えるのがニシン

街道の番屋である。

アメリカ人宣教師G.P. ピアソン夫妻の私邸として1914

(大正3) 年に建てられた。夫妻は道内各地を伝道し、

その終着に選んだ地がアイヌ語で「地の果て」を意味

する野付牛（現在の北見）。廃娼運動や慈善活動など、

夫妻の志は今も北見の精神文化のよりどころとして多く

の市民に親しまれている。設計者は近江兄弟社創設者

としても知られているW.M. ヴォーリズ。

「増毛の歴史的建物群（駅前の歴史
  的建物群と増毛小学校）」
（増毛町）

 「稚内港北防波堤ドーム」（稚内市）

平成13年10月22日、第1回選定の北海道遺産25件が生まれました。



ワッカ原生花園は「龍宮街道」と呼ばれる日本最大の海

岸草原。オホーツク海とサロマ湖に面し、春から秋には

300種以上の草花が咲き誇る。車の乗り入れ規制や地元

漁協による植林など先駆的な試みを展開する。小清水原

生花園は一時期、花が衰退したが、1993（平成5）年

より野焼きや球根の植栽、帰化植物の除去を行い、花

のあふれる公園によみがえった。濤沸湖沿いのヒオウギア

ヤメ群落とそこに放牧される馬の群れは特有の景観。

「摩周湖」（弟子屈町）

中標津町、別海町、標津町、標茶町にまたがる格子

状防風林は、スペースシャトルからも撮影されたように、

そのスケールにおいても地球規模的な、北海道ならでは

の雄大なもの。幅180ｍ、総延長643ｋｍの林帯は、防風

効果だけではなく野生生物のすみかや移動の通路とし

ての機能も果たしている。開拓時代の殖民地区画を示

す歴史的意義も持つ。

足寄町の螺湾川に沿って自生する螺湾ブキは高さ２～３

ｍに達する巨大なフキ。かつては高さ４ｍに及び、その

下を馬に乗って通ることができたというが、なぜ大きくな

るのかは謎が多い。その味は繊細で、ミネラルが豊富

で繊維質にも富む。地元では産学官が一体となった商

品開発も進めており、足寄町オリジナルのブランドとして

知名度を高めている。

「旧国鉄士幌線コンクリートアーチ橋
 梁群」（上士幌町）

大雪山系を源とし、上川、空知、石狩の大平野を形成

して日本海に注ぐ大河川。北海道開拓の歴史の中で、

度重なる洪水と闘いながらも、交通・物資輸送の道とし

て大きな役割を担い、またサケ漁など北海道の歴史と

文化が刻み込まれている母なる川。河口の石狩市では

2002（平成14）年から、鮭地引網漁の技術と文化を

次の世代に伝承する事業を実施している。

「霧多布湿原」（浜中町）

阿寒国立公園の原始の自然に囲まれた「神秘の湖」

は世界有数の透明度と美しい乳白色の霧の風景で知ら

れる。摩周湖には流入河川も排水河川もないが水位は

一定している。その景観は、北海道の湖沼と山岳の複

合景観としてもっとも代表的なもの。摩周湖および周辺

環境の保全に向けた「摩周湖宣言」に集約される地

域住民の取り組みは高く評価されている。

昭和初期に十勝内陸の産業開発を目指して建設された

第一級の鉄道遺産。市民と産学官が一体となった運

動の結果、34橋梁が保存された。中でもタウシュベツの

アーチ橋は、糠平湖の水位によりその姿を変える「幻

の橋」として近年人気が高まっている。地元の担い手

たちの積極的な活動は産業遺産の保全・活用モデルと

して全国的に知られている。

湿原景観を構成するすべての要素が一望できる学術的

にも貴重な湿原。一部は「霧多布湿原泥炭地形成植

物群落」として1922（大正11）年に天然記念物に指

定され、数百種の高山植物が自生している。春から秋

にかけて咲く花々の美しさを楽しみ、タンチョウや白鳥な

ど百種の野鳥も観察できる。 地域では湿原保全のトラス

ト活動が積極的に展開されている。

「ワッカ／小清水原生花園」
（常呂町、小清水町）

「根釧台地の格子状防風林」
（中標津町など）

「螺湾（らわん）ブキ」（足寄町）

「石狩川」（流域48市町村）
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空知は国内最大の産炭地として最盛期に100炭鉱、83

万人の人口を擁し、日本の近代化を支えたが、エネル

ギー政策の転換による合理化、閉山が相次ぎ、空知

の炭鉱は姿を消した。地域に残る炭鉱関連施設は生

産から生活まで多岐にわたり、まさに屋根のない博物館。

また、三笠市を発祥とする北海盆踊りなど、ヤマは今

に続く多くの生活文化を残している。

「北海道大学　札幌農学校第2農場」
（札幌市）

「港湾工学の父」広井勇により建設された北防波堤は、

セイロン（現スリランカ）のコロンボ港防波堤を参考にし、

独特の傾斜ブロック工法を採用した日本初の長大堤防。

ケーソン法を取り入れた南防波堤とともに、今も現役で

機能する。防波堤に守られた小樽みなとは北海道移住

の玄関口となり、また物流拠点、貿易港として、商都・

小樽の繁栄を支えた。

子どもの遊びを、大人が真剣に競う冬のスポーツとして

確立したことは、雪国・北海道にふさわしい新しい文

化といえる。ルール・用具の開発から、資金集め、企

画運営まで地域住民が主体となって進められている。

1989 (平成元) 年に始まった大会の歴史の中で、まち

の若者たちの情熱とアイデアは海を渡り、今では北欧な

ど海外でも 「ＹＵＫＩＧＡＳＳＥＮ」が開かれている。

「内浦湾沿岸の縄文文化遺跡群」 
（函館市、伊達市など）

姥神大神宮渡御祭の起源は360年前にさかのぼる。その

年のニシンの豊漁に感謝を込めて行われたお祭で、現在

も毎年８月９日～11日にまちは祭り一色となる。13台の山車

（やま）が祇園囃子の調べにのって町内を練り歩くさま

は圧巻。江差追分は中山道の馬子唄をルーツに、北国

の厳しい風土にもまれながら多くの先達に唄い継がれてき

た。日本国内だけでなく、海外にも多くの愛好者を持つ。

はるか遠い江差のニシン景気を現代に伝える。

「京極のふきだし湧水」（京極町）

第２農場に残る模範家畜房および穀物庫は1877（明

治10）年に建設された北海道大学でも最古の施設群

で、１戸の酪農家をイメージした日本農業近代化のモデ

ルとしてクラーク博士により構想された。内部に展示され

ている農業機械群は、明治初期の農場開設時の輸入

機械をはじめ、近代農業史を語る貴重な資料である。

春から秋には一般公開も実施されている。

内浦湾沿岸は北海道と本州を結ぶ縄文文化の交易路

で、函館市（旧南茅部町）には集落規模としては国

内最大級の大船遺跡など89ヵ所の遺跡、精巧な漆塗

り製品など400万点を超える出土品がある。伊達市の北

黄金貝塚は、縄文早期（7000年前）～中期（6000

～4000年前）の遺跡で、住居や全国的にほとんど例

のない「水場の祭祀場」が発見されている。

蝦夷富士「羊蹄山」に降った雨や雪解け水が濾過さ

れ、地中のミネラルを加えながら50～70年という長い時

間を経て流れ出る恵みの湧水。「京極のふきだし湧水」

は国内最大級のもので、1日の湧水量は８万トン、30万

人の生活水に匹敵する。1985年、環境庁の「名水百

選」にも選ばれ、この自然が与えてくれた、おいしい水

を求めて訪れる人が絶えない。

「空知の炭鉱関連施設と生活文化」
（空知地域）

「小樽みなとと防波堤」（小樽市）

「昭和新山国際雪合戦大会」
（壮瞥町）

「姥神大神宮渡御祭と江差追分」　　
（江差町）



上ノ国町の夷王山中腹に広がる山城「勝山館」跡。

松前藩の祖とされる武田信広が15世紀に築城し、200戸

以上の和人とアイヌ民族が一緒に暮らしていた。北海

道の中世史には謎の部分も多いが、勝山館・夷王山

墳墓群の調査により、歴史のミッシングリンクを埋める多

くの資料が発掘された。日本海を一望する館跡からは

中世のロマンが感じられる。

「福山（松前）城と寺町」（松前町）

華やかな夜景で有名な函館山にはもう一つの顔がある。

津軽海峡を望む函館山は明治中期に要塞化が進めら

れ、多数のレンガ壁・コンクリート洞窟掩蔽壕・砲台座

が残る。大規模の旧状を残す軍事土木遺産は全国的

にも例が少ない。終戦まで立入制限されたため、今も

貴重な動植物の宝庫となっており、自然に触れる散策

コースとして市民に親しまれている。

北海道の地名の約８割はアイヌ語に由来するとされてい

る。アイヌ語の地名は、知らない場所でも、その名か

ら地形や位置づけなどが分かるものとなっており、現在

は片仮名や漢字で表記され原音と異なる場合もあるが、

本来はアイヌ民族の自然と調和した伝統的生活の中か

ら歴史的に形成された。アイヌ文化の意義を理解する

重要な手がかりとなっている。

「アイヌ文様」（北海道各地）

ラーメンの起源は諸説あるが、戦後急速に北海道民の

食生活の中に定着し、寒冷な気候から、コクがあり濃

い味のラーメンが、北海道の代表的な食文化として発

展した。ラーメンは、北海道の観光資源としても欠かせ

ない存在であり、札幌・函館・旭川・釧路など、地域

ごとに特色を持ったラーメンが脚光を浴び、ご当地ラー

メンブームの火付け役となった。

「路面電車」（函館市、札幌市）

江戸時代の日本で最後に築城された城郭で、箱館戦

争では旧幕府軍と官軍の戦場となった。城の北側には

道内唯一の近世的な寺町があり、龍雲院、法源寺、

松前家の菩提寺・墓所など五つの寺が現存している。

また、城と寺町の一帯は北海道でもっとも早く見ごろとな

る桜の名所でもある。松前町の歴史を知ることは開拓

以前の北海道の歴史を理解する上で重要。

世界の各民族には、それぞれ独特の精神的意味合い

を含めた「文様」がある。アイヌ文様の基本は「渦巻

き（モレウ）」「とげのある形（アイウシ）」「うろこ（ラム

ラムノカ）」の三つ。これらを組み合わせ、連続した線

でむすんでいく。その形状、図案や色彩は、印象深い

美的価値を含んでおり、文化的にも秀逸なものとして近

年、注目が高まっている。

函館市電は明治期に馬鉄で出発し、1913（大正２）

年に電車化、今も市民の足として定着している。路面

電車が醸し出す風情を含めて観光都市・函館で果たし

ている役割は大きい。1917（大正７）年に始まった札

幌市電は、路線の拡大や車両の改良を加え都市交通

の中心だったが、地下鉄の開業などによって現在は１

路線のみが運行。市民の愛着は強い。

「上ノ国の中世の館（たて）」
（上ノ国町）

「函館山と砲台跡」（函館市）

「アイヌ語地名」（北海道各地）

「北海道のラーメン」（北海道各地）
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グランプリ
沖津　大樹（7歳） 
札幌市
『北大第二農場』
北海道大学　札幌農学校第２農場

金賞 
成田　美津江 
紋別市
『流氷砕氷船ガリンコ号』
流氷とガリンコ号

絵
手
紙の部

入選作品

堀　弘喜 
小樽市
『活気あふれる港　小樽』
小樽みなとと防波堤

白石　袈裟夫 
東京都
『小樽港と防波堤』
小樽みなとと防波堤

上坂　麗（7歳） 
伊達市
『ナイフ』
内浦湾沿岸の縄文文化遺跡群

（
敬
称
略
）

金賞 
戸田　菜月（11歳） 
札幌市
『自然はいいな』
天塩川

銀賞 
菅原　勇 
虻田町
『ニシンがきたぞー』
留萌のニシン街道

銀賞 
山本　敏子 
札幌市
『すごーい』
積丹半島と神威岬

静内町賞 
大澤　和子 
東京都
『静内二十間道路の桜並木』
静内二十間道路の桜並木

標津町賞 
石井　裕子 
札幌市
『鮭の飯寿司』
サケの文化



山本　玲子 
札幌市
『螺湾ブキ』
螺湾ブキ

「
絵
手
紙
の
部
」
入
選
作
品

福井　敦子 
留萌市
『群来まつ番屋』
留萌のニシン街道

澤田　雄輝（12歳） 
札幌市
『祝日の電車』
路面電車

中村　政信 
東京都
『ワッカ原生花園』
ワッカ／小清水原生花園

五十川　沙紀 
岩見沢市
『京極のふきだし湧水』
京極のふきだし湧水

佐藤　真理子 
札幌市
『札幌時計台』
開拓使時代の洋風建築

小野　一郎 
兵庫県赤穂市
『稚内港北防波堤ドーム』
稚内港北防波堤ドーム

水戸　教子 
函館市
『函館市電』
路面電車

戸田　壮俊（7歳） 
札幌市
『電車大好き』
路面電車

白幡　都 
千葉県八千代市
『北。ふる里の味は金メダルよと孫達にじまん。』
北海道のラーメン

瀬尾　千富 
広島県福山市
『北海道のラーメン』
北海道のラーメン

山本　靜枝 
音更町
『摩周湖』
摩周湖

高澤　昌良（小2） 
札幌市
『北海道のラーメンはおいしいよ』
北海道のラーメン

佃　七映（11歳） 
札幌市
『北海道の馬文化』
北海道の馬文化（ばん馬、日高のサラブレッドなど）

中村　壱利（7歳） 
札幌市
『クラーク先生と』
北海道大学　札幌農学校第２農場

大澤　友加（12歳） 
東京都
『福山城（松前城と寺町）』
福山（松前）城と寺町

竹内　妙子 
札幌市
『石炭の歴史村』
空知の炭鉱関連施設と生活文化

山崎　裕子 
埼玉県東松山市
『ジンギスカン』
ジンギスカン

福岡　修 
東京都
『こころ踊る昭和新山雪合戦大会』
昭和新山国際雪合戦大会

村木　通輝 
東京都
『旧国鉄士幌線コンクリートアーチ橋梁群』
旧国鉄士幌線コンクリートアーチ橋梁群
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写 

真の部

グランプリ
中山　茂 
札幌市
『夕暮れの牧場（マキバ）』
北海道の馬文化
（ばん馬、日高のサラブレッドなど）

金賞 
小林　詳司 

東京都
『世界に１つだけの競馬』

北海道の馬文化
（ばん馬、日高のサラブレッドなど）

金賞 
伊原　薫 
美幌町
『妖光月夜』
摩周湖

入選作品

銀賞 
太田　裕実 
北広島市
『イチャルパ（先祖供養）』
アイヌ文様

銀賞 
平賀　重喜 
札幌市
『豊平館のライトアップ』
開拓使時代の洋風建築

積丹町賞 
三浦　純 
石狩市
『初夏の島武意』
積丹半島と神威岬

出嶋　淳子 
室蘭市
『古代舞踊』
内浦湾沿岸の縄文文化遺跡群

玉手　恒弘 
岩見沢市
『冬の河口』
石狩川

（
敬
称
略
）

出嶋　重六 
室蘭市
『旭橋夏景』
旭橋

稚内市賞 
町田　敦 
埼玉県狭山市
『碧に染まるドーム』
稚内港北防波堤ドーム



「
写
真
の
部
」
入
選
作
品

田中　ツヤ子 
音更町
『大雪の山と共に』
旧国鉄士幌線コンクリートアーチ橋梁群

根廻　文子 
札幌市
『京極のふきだし湧水』
京極のふきだし湧水

鈴木　英樹 
稚内市
『氷河期の遺産』
宗谷丘陵の周氷河地形

紅露　雅之 
小樽市
『カムイ岬暮色』
積丹半島と神威岬

塩谷　進 
札幌市
『時をこえて』
ニッカウヰスキー余市蒸溜所

田中　憲弘 
苫小牧市
『地獄谷展望台』
登別温泉地獄谷

桧枝　広美 
網走市
『緑の館』
ピアソン記念館

大熊　彰 
帯広市
『春爛漫の松前城』
福山（松前）城と寺町

片山　隆 
音更町
『稚内港北防波堤ドーム』
稚内港北防波堤ドーム

阿部　義博 
函館市
『がんばれ函館ササラ電車』
路面電車

矢野倉　隆 
茨城県水戸市
『函館の路面電車』
路面電車

高松　祐子 
大阪府堺市
『二人の影 ―北防波堤ドーム』
稚内港北防波堤ドーム

須原　重明 
札幌市
『ほのぼの湿原』
北海道の馬文化（ばん馬、日高のサラブレッドなど）

丹羽　明仁 
愛知県小牧市
『摩周湖の朝』
摩周湖

酒井　善章 
札幌市
『初雪の農場』
北海道大学　札幌農学校第２農場　

吉田　昌子 
池田町
『８月の静かな裏摩周湖』
摩周湖

高田　悦也 
帯広市
『タウシュベツ橋梁』
旧国鉄士幌線コンクリートアーチ橋梁群

粒見　澄男 
帯広市
『サケに感謝する（アイヌのマレック魚）』
サケの文化

井筒　里志 
江別市
『火薬庫』
江別のれんが

纐纈　政由 
上士幌町
『風雪に耐えて』
旧国鉄士幌線コンクリートアーチ橋梁群
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グランプリ
中野　陽子 
札幌市
『やさしい瞳、あったかい瞳。』
北海道の馬文化
（ばん馬、日高のサラブレッドなど）

携
帯
写
真の部

入選作品

岩田　浩二 
札幌市
『地下食堂ラーメン』
北海道のラーメン

渡邉　貴文 
宮城県仙台市
『江差の祭り（姥神大神宮渡御祭）』
姥神大神宮渡御祭と江差追分

金賞 
永田　英美 
稚内市
『稚内港北防波堤ドーム』
稚内港北防波堤ドーム

（
敬
称
略
）

金賞 
手塚　真弓 
札幌市
『おばあちゃんと市電と』
路面電車

前田　佳津子 
兵庫県西宮市
『クリスマスイブの時計台』
開拓使時代の洋風建築

亀田　康子 
大阪府豊中市
『馬車で楽しむワッカ原生花園』
ワッカ／小清水原生花園

森末　純 
札幌市
『初めて市電に乗ります』
路面電車

銀賞 
山本　文 
札幌市
『老若男女、楽しくジンギスカン！』
ジンギスカン

銀賞 
竹中　美穂 
別海町
『野付湾内の太陽』
野付半島と打瀬舟



「
携
帯
写
真
の
部
」
入
選
作
品

阿部　信行 
美瑛町
『サーモン大好き次男坊』
サケの文化

福田　洋子 
札幌市
『鮭ゲット』
サケの文化

新田　順子 
札幌市
『琥珀色の世界』
ニッカウヰスキー余市蒸溜所

芹田　理恵子 
札幌市
『ニセコでスキー！』
スキーとニセコ連峰

甲谷　典子 
札幌市
『夏の思い出（石狩川）』
石狩川

田尻　千恵子 
札幌市
『雪原の川辺』
石狩川

吉野　祐司 
浦河町
『牧歌』
北海道の馬文化（ばん馬、日高のサラブレッドなど）

上戸　智仁 
丸瀬布町
『森林鉄道雨宮21号』
森林鉄道蒸気機関車「雨宮21号」

川口　真 
標津町
『山漬け鮭とトバ』
サケの文化

森　良枝 
札幌市
『冬の路面電車』
路面電車

入江　貴之 
丸瀬布町
『我家のベランダ遺産』
森林鉄道蒸気機関車「雨宮21号」

佐藤　秀行 
留萌市
『極寒の佐賀番屋にたたずむマイカー』
留萌のニシン街道

高橋　正彦 
標津町
『格子状防風林（標津）』
根釧台地の格子状防風林

大山  晃代 
紋別市
『ガリガリガリンコ号』
流氷とガリンコ号

関上　恵子 
小樽市
『ラーメン、いただきま～す！』
北海道のラーメン

菅原　由加里 
留萌市
『雪舞う花田家番屋』
留萌のニシン街道

金井　友子 
石狩市
『魔の大雪３日間inニセコ』
スキーとニセコ連峰

甲谷　祐美子 
札幌市
『函館の夜景』
函館山と砲台跡

守山　英男 
札幌市
『ワカサギ釣ってもジンギスカン』
ジンギスカン

黒澤　恵人 
神奈川県横浜市
『稚内港北防波堤ドーム』
稚内港北防波堤ドーム



北海道経済連合会／㈳北海道商工会議所連合会／北海道経営者協会／北海道商工会連合会／北海道中小企業団
体中央会／㈳北海道観光連盟／㈳北海道建設業協会／北海道商店街振興組合連合会／札幌商工会議所／北海道
農業協同組合中央会／北海道信用農業協同組合連合会／ホクレン農業協同組合連合会／北海道厚生農業協同組
合連合会／全国共済農業協同組合連合会北海道本部／㈱ＮＴＴドコモ北海道／北海道旅客鉄道㈱／北海道中央
バス㈱／宝酒造㈱／ジェイ・アール北海道バス㈱／㈲神内ファーム21／㈱竹中工務店北海道支店／中道リース㈱／
野口観光㈱／プロミス㈱／北海道ガス㈱／㈱北海道銀行／北海道電力㈱／㈱北酒連／雪印乳業㈱／アークスグ
ループ㈱ラルズ／㈱ロイズコンフェクト／ロッテスノー㈱／㈱ノーザンクロス

［協　力］
㈶太陽北海道地域づくり財団／㈶北海道地域総合振興機構／㈳北海道バス協会／㈶北海道市町村振興協会／北
海道市長会／北海道町村会／北海道

北海道遺産応援団
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